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第一章










とんでもないお願い




「は？　今なんて言った？」

　私、内うち田だ春はる姫ひは自分の耳を疑った。

「だからー、俺の奥さん役をやってほしいって言ってんの」

　やっぱり聞き間違いじゃなかった。

「はぁ？　奥さん役ってなに？　余興では歌を歌うってことになってたよね」

　急に近所のカフェに呼び出したかと思えば、私の意見を無視して勝手に余興を変更するのはどうかと思う。

　しかも、奥さん役ってどんなパフォーマンスなのよ。まったく訳わかんない。

「いや余興じゃなくて、マジな話。こんなこと頼めるの、お前しかいないし……」

　目の前で切羽詰まったような表情で私に頼み事をしている男は、高校からの友達の椎しい名な陸りく。同級生四人で始めたバンドのヴォーカル＆ギターで、オリジナル曲はすべて陸の作曲だ。メンバーは他に、ギターの松まつ田だ優ゆう斗と、ドラムの藤とう堂どう篤あつしがいる。ちなみに私はベースを担当している。

　ほんの少し垂れた目と、緩い天然パーマのかかった柔らかな髪がチャームポイントの陸。足は私より細い上に長いので、なにを着ても似合う。そんな彼がモテないわけがない。当然、高校時代からファンが多く、バンドも地元ではかなり人気があった。

　だけどメンバーが大学を卒業して就職すると、忙しさに追われて会う時間が減り、現在二十七歳の私たちは無期限の活動休止状態が続いていた。

　そんな中、陸の結婚が決まった。メンバー内では第一号。私は結婚式の余興で、歌を歌うことになっていた。

「マジな話って……マジの意味がわからん。ちゃんとわかるように説明してよ」

『大事な話があるから』と言われて仕事を抜けてきたんだから、ちゃっちゃと話を済ませてほしい。

　それに正直、今、陸とこうやってふたりきりで会うのは辛いのだ。なぜなら、私の中で陸に対する想いに大きな変化が起きていたから。

　しかし陸は、なんだか非常に言いにくそうな様子。

「まさか、『結婚できませ～ん』『ごめんなさ～い』なーんて言われちゃったとか？」

　そんなことはまずないという前提で冗談を言ったつもりだったのだが、顔を歪ゆがめて今にも泣きそうな彼の姿を見て、地雷を踏んだ、と思った。

「その……まさかだよ。笑いたきゃ笑っていいぞ」

　そう言われて、『はい、そうですか、ガハハ』って、笑えるわけないじゃん。

「笑いたきゃって……ちゃんと理由を言ってくれないとわかんないよ。いったいどうしたの？」

　泣きそうな男に聞くのは酷だけど、とりあえず理由を聞いてみる。

　すると陸はコーヒーをガン見しながら、語りだした。

「百もも恵え、俺と付き合う前からずっと好きな男がいたんだってさ。その男には何度も振られているんだけど、俺と結婚するってことになっても心のどこかで諦あきらめきれない自分がいたんだと。そんな気持ちのまま結婚できないから、もう一度だけその男に今の気持ちと結婚することを話して過去に踏ん切りをつけるって、その男に告白しに行ったらさ……。その男、百恵のこと好きだって言いやがったんだよ。そしたら百恵の気持ちが爆発しちゃって……ただいま妊娠三カ月。子供の父親はその男で間違いないらしい」

　まるでドラマのような話に私は目が点になった。

　嘘うそでしょ？　だって百恵さん、ブーケの打ち合わせのとき、あんなに幸せそうに話をしてたじゃない。

　緩やかなロングヘアーをふわふわと揺らして、大きな瞳で陸を見つめる百恵さんは、私の目には陸以外の人に想いを寄せているなんて、とても思えなかった。

「で？　百恵さんは陸とはもう結婚できないって言ったんだ……」

　陸は黙って頷うなずいた。

「それを陸は素直に受け止めちゃったわけだ」

「仕方ないだろ？　俺の入る余地なんかねーじゃん。子供ができたんだぞ？」

　たしかに百恵さんに子供ができたんじゃ、結婚なんて無理だよね。でも、式場だって予約して今まで結婚に向けて一生懸命準備してきたのに、これじゃあ陸がかわいそうすぎる。

　そう思うのだけれど、心のどこかでホッとしている自分もいる。これが事実であってほしいとすら思ってしまった。

「それ……いつ言われたの？」

「三日前」

「は!?　じゃあ、今から結婚式をキャンセルするとなると、キャンセル料もすごい金額になるよね……」

　それで奥さん役が必要なのね～……って、奥さん……役？

「ええええええ！　ちょ、ちょっと、さっき言ってた奥さん役って、もしかして私が百恵さんの代わりに結婚式当日の花嫁役をするってこと？」

「そういうこと」

　そういうことって……いったいなに考えてんの？

「ちょっと、そんなの無理だよ」

　いくら陸の頼みとはいえ、できることとできないことがある。今回は明らかにできないこと。

「無理を承知で頼んでる。はっきり言って、もう後戻りできないんだよ。キャンセル料もそうだけど、式や披露宴には俺の会社の上司や同僚がたくさん出席する。今、結婚がなしになっただなんて言ってみろ、俺の会社での立場はどうなる？　上司や同僚から変な気を遣われる。取引先でも俺が結婚することを知っている人間がいるのに、体裁が悪いだろ？　だから今さらキャンセルとかできないんだよ」

　聞いているだけで陸の会社での立場が目に浮かび、寒気がした。

　なにを隠そう、実は私も同じ経験の持ち主だから。

「お前なら、その気持ちわかるよな？」

　……やっぱり、そう来るか。

「陸、少し落ち着いて？　話はわかったよ。でもさ、実際百恵さん側の出席者はどうなるの？　それに式を挙げるとなると、料金も全額払うことになるし……」

　ようやく状況を理解した私の様子に、引き受けてくれると思ったからか、陸の顔が少しだけ明るくなった。

「その点は大丈夫。百恵の両親からは費用を半分出してもらうことになった。百恵側の招待客については俺がすべてなんとかするから、その辺は安心してくれ。俺もこの結婚式を成功させないと今後の出世にも多少影響が出てくるからさ」

　どうやら陸にとって一番の問題は会社での立場のようだ。

　たしかに気持ちはわかる。私だって、寿退社の予定が破談になって単なる退社になったんだから。とはいえ、ふたつ返事で引き受けられるような問題ではない。

「とりあえず少し考えさせて……」

「マジで頼む。春姫がＯＫしてくれたら、ちゃんと春姫の親にご挨あい拶さつする。もちろん俺の両親を連れて……」

　陸は手を合わせると、テーブルに額がつくすれすれまで頭を下げた。

　陸は本気で花嫁役を欲しがっているようだ。それに、『少し考えさせて』とは言ったけど、本当は私の気持ちはすでに固まっていた。

　飲みかけのコーヒーを一気に飲むと陸の顔を見る。

「……わかったよ。ただし結婚式当日までの十日間だけよ」

　すると私の返事を聞いた途端、さっきまで深刻そうな顔をしていた陸は目を輝かせ、テーブルの上に置いていた私の手をギュッと握った。

「本当に？　あ……ありがとう、春姫」

　引き受けたことがうれしかったのか、ものすごい力で握られた手はかなり痛かった。

「陸、手……手が痛いんだけど」

「あっ、ごめん。俺うれしくて、つい力が入っちまった」

　陸は手をパッと離すと少し照れた様子で、汗をかいたグラスの水を一気に飲んだ。




　それから陸と別れ、今の職場である実家の花屋に戻ったものの、仕事が手につかなかった。

　弱りきった陸の様子についほだされて花嫁役を引き受けてしまったけど、ほんの少し後悔している。これが花嫁役ではなく本物の花嫁なら、私はきっと腹踊りしちゃうくらい喜んでいただろうけど、実際は体裁を繕うためのもの。素直に喜べるわけがない。

　私は陸のことが好き。

　でも、それに気づくのがものすごく遅すぎた。皮肉なもので、自分の気持ちに気づいたのは、陸から届いた結婚式の招待状を受け取ったとき。

　まぁ、早く気づいたところで両想いになったかは正直わからないけど……。










出会い




　陸とは高校一年のときに知り合った。仲よくなったきっかけは、ＣＤ。たまたま、お互い別の友達に貸したＣＤが同じバンドのものだった。

「え？　もしかしてそれって、『flybyフライバイ』？」

　陸が持っているＣＤを見て思わず叫んだ。

　なぜなら彼が持っていたのはデビューしてまだ半年の新人バンドのＣＤで、正直、まだヒット曲らしいものもない無名に近いバンドだったから。

　そんなマイナーバンドのＣＤを同じクラスの男子が持っているなんて思ってもいなくて、驚きとうれしさが入り交じり、大きな声を出してしまった。

「え？　お前もこのバンド知ってんの？」

　陸は自分以外にflybyを知っている女子がいることに、驚きと珍しそうなものを見るような表情で詰め寄ってきた。

　私もうれしさのあまりその場でピョンピョンと飛び跳ねた。

「知ってるもなにも、デビュー曲の『envelopeエンベロープ』を聞いて鳥肌立っちゃったもん」

　すると「俺も！　初めてラジオで聞いたときの衝撃はたまらなかった。特にさ、ヴォーカルの声がいいんだよ」と、陸も目を輝かせた。

「そうそう！　ヴォーカルって、たしか大おお野の達たつ央ひさだったよね！」

　こんなにも興奮したのは高校入学以来初めてだった。

　これがきっかけで、高校で初めて男友達と呼べる人ができた。

　二年になるとクラスが変わってしまったが、廊下ですれ違えば挨拶もするし、flybyが新曲を出せばどちらかが声をかけ、彼らの話で盛り上がった。

　そんなある日、突然、陸からバンドをやらないかと誘われた。私は楽器の経験などまったくなかったし、それは陸も同じだった。

　渋る私に対して、陸の熱意はすごかった。

　このころflybyはドラマの主題歌がきっかけで注目を浴び、人気が出始めていた。スコアブックやライブＤＶＤなどもＣＤショップで見かけるようになった。陸はそれらを買っては私に見せ、バンドの楽しさを必死にアピールした。楽器に関しても、ギターかベース、好きなほうを選んでいいとまで言ってくれた。

　結局私は、「ギターは弦が六本だよ。自分の指の数以上のものは無理無理」と、弦が四本だからという単純な理由でベースを選び、バンドに参加することになった。

　メンバーは四人。ヴォーカルとギターは陸、私がベース。そして、陸のクラスメイトで最近flybyのファンになったという松田くんがギター、同じくクラスメイトの藤堂くんがドラムを担当することになった。

　松田くんは影響されやすい性格で、髪型はflybyの達たつと同じように髪をかなり長く伸ばしている。そのせいでいつも先生に注意されるんだけど、これと決めたことは貫く男前な性格。陸ほどではないが女子に人気がある。

　藤堂くんは特にflybyが好きなわけではないのだけれど、バンドってかっこいいという理由で陸たちの誘いにのったとか。明るい性格で、バンドのムードメーカーといったところ。背は陸や松田くんに比べて低いけど、大きな目が特徴的。かっこいいというよりはかわいいという言葉がしっくりくるが、本人はかわいいと言われるのが嫌らしい。

　そんな四人でflybyのコピーバンドを高校二年の五月に結成した。バンド名は、flybyのデビュー曲からとって、envelope。

　このバンド、名前だけはかっこいいが結成当初はかなりひどいものだった。

　四人とも、楽器を持つのも初めてのド素人しろうと。譜面は読めない。コードもいまいち押さえられない。楽器を弾きながら歌を歌うというハイレベルなことなんて、とんでもない。ゼロからのスタートというより、マイナスからのスタートだった。

　それなのに、女の子にモテたいという理由で、十一月に行われる文化祭のステージに立つと宣言したバカ三人。文化祭まで六カ月。どうがんばったって、独学でうまくなるわけがない。

　実際、その年の文化祭の演奏は散々たるものだった。にもかかわらず、実力と反比例して、注目だけはものすごく浴びた。

　……といっても、浴びていたのは陸のルックスだけだったけどね。

　陸はすでに同学年の中では割と目立っていたし、バンドを結成する前からよく女の子に呼び出されていたことは知っていた。だけど、文化祭後の人気はさらにすごかった。

　バレンタインデーなんか、マンガみたいに下駄箱や机の中にプレゼントがたくさん入っていたし、私自身、メンバー唯一の女子だったこともあり、話したこともない女子から急に陸のことを教えてほしいと頼まれるのは日常茶飯事だった。

　しかも陸は来るもの拒まずで、女の子からの誘いは相手に彼氏がいようが断らない。だから、友達としてはよかったけど、異性としての陸は好きになれなかった。

　たとえば、近所の貸しスタジオで練習すれば、やたらギャラリーが集まった。そのほとんどが陸目当ての女の子。なぜなら、練習がある日に女の子からデートに誘われると「今日は練習日だから遊べないけどスタジオにおいでよ」と誰だれかれかまわず誘うから。

　これが本当にいい迷惑。

　誘われたほうは自分だけが特別だと思っているのに、スタジオには同じ制服の女子がいっぱい。なんであの子がいるの？ってことになり、スタジオのブースの外では陸をめぐって女のバトルが勃発。陸が止めに入ればもっとひどくなるのは目に見えているから、しぶしぶ私が間に入るのだ。

　気づけば、彼女たちの話を聞いて、これ以上の騒ぎを起こさないようになだめるのは私の仕事になっていた。

　だけど、こんなのはまだいいほう。せっかくの休日をつぶされることなんてしょっちゅうだった。

　特に予定もなく家でごろごろしているときに限って携帯が鳴る。電話の相手はもちろん陸。もうこの時点で電話の内容はわかっている。陸も自分のいる場所を説明して、すぐに来てほしいとだけ言って一方的に切る。

　指定された場所に行けば大概女の子は泣いていて、陸は面倒くさそうな顔をしている。私は、話がややこしくならないように陸を少し離れた場所で待機させて、女の子が泣きやむまでしばらく待ってから話を聞いた。

　理由のほとんどがダブルブッキング。ダブルブッキングならもうひとり女の子がいるのでは？と思うのだが、もうひとりは怒って陸を平手打ちして帰ってしまうパターンが多かった。

　残っている女の子はといえば、陸に自分を選んでほしいと泣き落としモードに入っているようなのだが、陸にその気はなく、「今が楽しければいい」と言う。だから私が女の子たちの話にしっかりと耳を傾けて、相手に納得してもらえるようにじっくり話をしなければならないのだ。

　どうも私は女の子の話を聞いてなだめるのがうまいらしく、なにかあると陸から呼び出されるようになった。おかげでバンドのメンバーからは『陸の恋愛処理班』と呼ばれていた。




　　　＊　＊　＊




　高校を卒業し、メンバーがそれぞれ違う大学に通うようになっても、バンド活動は続けていた。

　このころにはみんな技術的にも成長していて、コピーバンドを卒業し、自分たちのオリジナル曲をライブで披露できるほど上達した。その上、陸のルックスのおかげで人気は上々。ライブハウスでも定期的にライブをやっていた。

　私はその一方で、大学も違う陸の恋愛処理係からやっと卒業できると喜んでいた。だけど、このころのほうがタチが悪かった。

　陸はというと、相変わらず女の子が大好きで、来るもの拒まず。ゆえに、時には修羅場となることも……。

　結局、そのたびに呼び出されるのは私だった。

「今度はなにをやったの？」

「ダブルブッキングってやつ？」

　腰に手を当てて仁王立ちの私の前には、首回りがよれよれになったＴシャツを着て、顔を爪つめで引っかかれた陸が他人事のような顔で苦笑いをしていた。

　その姿を見て一気に力が抜ける私に、陸は「ごめん」と手を合わせる。彼の後ろにはひとりですすり泣く女の子がいた。

　陸の話によると、ダブルブッキングしたふたりは、どちらも陸のファンの子らしい。「もうひとりいた女の子は？」と聞くと、陸は引っかかれた頬ほおを指差した。

　きっと思いっきり引っぱたいて、そのまま怒って帰ったんだろう。

　私は陸の腕を掴つかんで、泣いている女の子から離れた場所まで移動した。

「ダブルブッキングってどこでよ！」

　声を押し殺すように尋ねる。

「……俺の部屋でさ～、引っかいた女と……ね？」

『ね？』って、察しろよってこと？

「寝たんだ……」

　陸は明後日あさってのほうを見ながら、頷いた。

「で？　その現場をあの子が見て泣いちゃったわけだ。じゃあなんで一緒にいた女にこんな顔にされるの？」

「あの子に『その人は彼女なの？』って聞かれて、『セフレ』って正直に答えたら、めっちゃくちゃ怒って、こうなりました」

　半ば開き直った様子の陸の頭をスコーンと思いきり一発叩たたいた。

　それから泣いている女の子のそばまで行くと、彼女はバツの悪そうな表情で頭を下げた。私がendelopeのベースだと知っているから、向こうも敵意はない様子。

「ウチのバカが勘違いさせるようなことさせて本当にごめんなさい」

　私は深々と頭を下げた。

　女の子は慌てて「頭を上げてください」と言うが、私は上げなかった。

「このバカは、とにかく来るもの拒まずなんです。でも、それだけなんです。それ以上の感情は持ち合わせていません。陸が好きな気持ちをやめろとは言いませんが、あなたが陸の彼女になる可能性はかなり低いです。それはあなただからじゃなく、どの女性にもです。……だから、ごめんなさい」

　私はいったいどれだけの女性にこのセリフを言ったことか。

　幸い、このセリフで私が殴られることはなかった。それは私がバンドのメンバーだからというのもあるが、ファンの間で私は〝陸の子守役〟という認識が強かったからだ。

　それでも、なにかトラブルがあると必ず駆けつける私に対して必ず言われるとことがあった。

「本当はあなたが陸の彼女じゃないんですか？」

　その質問をされるたびに私は「単なるバンド仲間です。彼女でもないし、恋愛感情など一切ありません」と答える。

「春姫……サンキューな」

　納得して帰っていった女の子の姿が見えなくなると、陸はバツが悪いのか、頭に手を当てて視線を少し外しながら、頭をほんの少し下げた。

「なにがサンキューよ！　女の子と遊ぶのはいいけど、責任の持てない遊びは遊びじゃないんだからね。私がいつまでもあんたのフォローをするなんて思わないでよね」

「頭ではわかってるんだけどさ。つい春姫に頼っちゃうんだよな～」

　大学に入学してしばらくは、こんなことの繰り返しが幾度となくあった。

　しかし、ある日を境にそれはなくなった。それは……私に彼氏がいたことがメンバーにばれてからだった。
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　私に初めての彼ができたのは大学一年で、彼は同じ大学のひとつ上の先輩だった。最初の出会いは、人数合わせのために出た合コン。彼も人数合わせで嫌々参加したらしく、ひとりでつまらなそうにしている姿が気になって、気がつくと目で追っていた。

　そして目が合ったとき、ニコッと笑った彼の笑顔に一ひと目め惚ぼれ。彼が席を立つと私も自然に立ち上がっていた。ふたりで合コンを抜け出し、いろんな話をした。

　それが初彼、藤ふじ村むら洋よう介すけだった。

　彼と過ごす日々は、私にとってはなにもかもが初めてで、ドキドキの連続だった。キスも、その先も……。しかも、洋介も趣味でバンドをやっていたので楽器のことも相談できたし、私の練習にも付き合ってくれた。

　もちろん性格だって、本当に優しかった。私の周りの男たち、特にバンドのメンバーは私を女と思っちゃいなかったが、彼は私をひとりの女性として接してくれた。

　そんな洋介は私にとって申し分のない彼氏だったし、彼のライブがあるときは必ず見に行っていた。だけど、彼が私のバンドのライブに来ることはなかった……というよりは、私が教えなかった。

　あのときはただ単にメンバーに冷やかされるのが嫌だった。だから、付き合って半年くらいは、私に彼氏がいるなんてメンバーの誰も知らなかった。

　だけど洋介のバンドのライブの日、偶然松田くんとライブハウスで会ってしまった。

「あれ？　春姫じゃん。お前なに？　『trustトラスト』のメンバーと友達なの？」

　ライブの後、私と洋介が話をしていた後ろから、松田くんに話しかけられた。すると、洋介のバンドのベースのしょうちゃんも話に入ってきた。

「な～んだ。松田っちって春姫ちゃんと知り合いなの？」

　どうやら、しょうちゃんと松田くんは友達だったようだ。

「知り合いもなにも俺のバンドのベースだけど」

「へぇ。だってさ、洋介」

　しょうちゃんは洋介の肩を叩きながら楽器の片付けに戻った。

　洋介は松田くんの前まで進むと、「春姫がいつもお世話になってます」と丁寧に挨拶をした。

　洋介がこんな挨拶をするなんて思ってもいなかった私は、顔を赤くしながら頬を両手で押さえて下を向いた。

「え？　えええ！　なに？　春姫、彼氏いたんだ……」

　私は黙って頷いた。

「なんだよ～。教えてくれてもよかったじゃん。しかも、こんなイケメンが彼氏かよ」

「だって彼氏がいるって知ったら、冷やかされると思ったんだもん」

　すると松田くんはなにか考えるような顔をして、「そう言われればそうだな。じゃあ、他のふたりには内緒にしといてやるよ」と笑った。

　しかし、陸にばれるのも時間の問題だった。
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　それは本当に偶然だった。

　私と洋介が自宅近くの大型ショッピングモールでデートをしていたとき、陸も女の子と同じ場所にいたのだ。

　洋介と腕を組んで楽しそうにしている私とは対照的に、陸はつまらなそうな顔でジーパンのポケットに手を突っ込み、少し前かがみに歩いていた。隣にいる女の子は見たことのない女の子で、陸にしがみつくように腕を無理やり組んでいるようだった。

　すれ違う瞬間、私と陸の目が合った。目を見開いて驚いた様子でお互いを見たけど、声をかけることはなかった。

　洋介に「どうかした？」と聞かれたが、首を横に振った。でも頭の中では、ばれたという思いがぐるぐると駆け巡っていた。

　それからだった。あんなに女性関係のごたごたの処理を私に頼んでいたのに、それがぷっつりと途絶えた。

　最初は本気の彼女でもできたのかと思ったけれど、松田くんや藤堂くんからときどき話を聞く限り、女の人にだらしないのは相変わらずだった。

　だから不思議だった。なんで急になにも言わなくなったのか、と。

　私に彼氏ができたから気を遣ってるとか？　もしそうなら、これまで私の都合など考えずに振り回してきたのに、今さら気を遣わないでほしいとさえ思った。

　結局、洋介との交際は、彼が就職して半年経ったころに終わった。別れた理由は、お互いが忙しくて、すれ違いが多くなったからだった。

　初めて経験したひとつの恋の終わりは、想像以上にダメージが大きかった。

『付き合おう』と言ったのも『別れよう』と言ったのも洋介だった。他に好きな人ができたからという理由じゃないだけに、もっと私が洋介との時間を作る努力をすれば別れることはなかったのだと、自分を責めることしかできなかった。

　思い出すのは洋介との楽しかった思い出ばかり。その思い出がこの先作れなくなることが悲しくて、声を押し殺して泣いた。携帯のアドレスを消去するときも、涙でボタンが押せなかった。これほどひとりの人を思って泣いたのは初めてだった。

　それでも週に一度のバンド練習は休まなかった。

　バンドのメンバーは知ってか知らずか、前日に大泣きして腫はれぼったくなった目でスタジオに入っても、誰もそのことに触れようとしなかった。

　特に陸は、いつも以上に私の演奏をけちょんけちょんにけなした。

　けなされれば、私も負けじと陸をけなす。がーっと大きな声で言い合いをすれば、そのときだけは辛いことも忘れられた。

　きっと陸はわざとけなしたんだろう。そして、それはすべて彼なりの優しさからくるものだった。










衝撃




　大学卒業後、私は旅行会社に就職した。

　陸はもともとルックスはよかったし、曲作りのセンスもよかった。バンドもそこそこ人気があって、ライブのときには何度かレコード会社の人が見に来ていた。だから、もしかしたら本気で音楽の道に進むのでは？と思ったのだが、結局、大手食品会社の営業職に就いた。

　松田くんはデザイン会社に就職、そして藤堂くんは、なんと家業の呉服屋を継ぐために京都の老舗の呉服屋さんで修業することになった。

　これだけ職種がばらばらだと、なかなか練習に集まれない。しかも、ひとりは京都。四人のうち三人集まれれば、まだいいほうで、ほとんどがふたり。しかもそのふたりは、決まって私と陸だった。

　練習日は学生時代から変わらず、毎週土曜日の夜七時から。しかしふたりでは、スタジオを二時間借りても練習らしい練習ができるのは一時間程度。それに、ドラムがいないのはけっこうきつくて、陸が機械でドラムの音を打ち込んだものを使用するしかなかった。

　打ち込みだと正確なリズムは出せるものの、機械で作った音は生の音のような迫力に欠けるから、練習していてもつまらない。

　そうなると音を出すよりも会話のほうが多くなる。お互い異なる仕事をしているので話す内容は仕事の話がほとんどだったが、学生時代よりも陸との会話は増え、彼との距離が縮まるのを感じた。

　そんなある日、珍しくメンバー四人が揃そろった。自然と練習にも気合いが入る。

　陸は三曲ほど新曲を作ったと、私たちにＣＤを配った。

「お前すげーな。あんな大企業で毎日遅くまで仕事してるのに。まさか彼女を放って曲作りなんてしてないよな？」

　冗談交じりの松田くんに、陸は「彼女？　そんなの一カ月前に別れたよ」と表情も変えずに言う。

　学生のころは特定の彼女を作らなかった陸だったが、最近は彼女と呼べる女の子がいたようだ。しかし今回別れた彼女は社会人になって三人目らしく、ひとりと長続きしないのは相変わらずだ。

　私はというと、一カ月後に初めて彼と旅行に行くことになっていた。

　就職して数カ月が経ったころ、私は会社の先輩でふたつ年上の紺こん野の和かず彦ひこさんとお付き合いするようになった。

　私が趣味でバンドをやっていることを紺野さんは知っているし、応援もしてくれている。仕事ができて人望も厚い上、とても優しくて、私にはもったいない人だった。

　就職してからはこうやって四人一緒に揃って練習なんてめったになかったから、昔のように定期的なライブは当分はやらないと思い、紺野さんからの旅行の提案をふたつ返事でＯＫしていたのだが……。

「次のライブが決まった。一カ月後の十一月三日土曜日。みんな頼むな」

　突然、決定事項として陸が話を進める。他のふたりは、うんうんとスケジュール帳や携帯にメモをしているが、私は納得できなかった。

　なんの相談もなく日程を決めるなんて、自分勝手すぎる。私だって予定があるのに。

「ごめん。私、その日は用事があって出れない」

　三人の視線が一斉にこちらに向けられる。

「なんでよ。どんな用事？」

「それは……」

　陸に理由を聞かれたが、そもそも彼氏がいるのを内緒にしているのに、今さら『彼氏と旅行で～す』なんて言えない。

「用事ってなんだよ。ライブは夜だぞ。合コンか？　それなら却下だ」

　なんでそこで合コンになるんだよ、と思ったが、それでも旅行とは言えなかった。

「ごめん。どうしてもこの日は無理だから、別の日にしてほしい」

　申し訳ない気持ちを顔に出してみたが、「春姫には悪いんだけど、俺が他の日が無理で……」と、私よりも申し訳ない顔で藤堂くんが言った。

　京都にいる藤堂くんと私、どっちを優先するかと言えば、明らかに藤堂くんのほうだ。

　私が日程を変えれば済むことなんだけど、付き合い始めてから、いつも紺野さんが私の予定に合わせてくれていた。土曜日の練習だって本当は休みたいときもあるけど、彼が許してくれるから練習に参加できた。

　私たちの仕事は特定の休日がない。シフトもひとりひとり違っているため、彼と同じ日に休みが重なることはめったになかった。社内恋愛が禁止というわけではないが、私と紺野さんが付き合っているということは会社の誰にも言っていない。

　だから、ようやく休みを合わせて実現した旅行を、今さら予定ができたから行けないなんて言えない。

「合コンじゃなかったらなんだよ！　俺たちに言えないことか？」

「別になんだっていいじゃない。」

「よかないんだよ！　理由を言えよ。ライブに出れないほどの理由なんだろ」

　陸は私の気持ちなんかおかまいなしに理由を聞いてくる。あまりにもしつこいから、イラっとして、思わず口走ってしまった。

「旅行！」

「誰と！」

　旅行と言った途端、陸の顔が険しくなった。怒っているような、焦っているような、複雑な表情を浮かべている。

「誰だっていいでしょ。プライベートなことよ」

　ここで私は失敗した。友達とでも言っておけば突っ込まれることはなかっただろうに、わざわざ『プライベートなこと』だなんて言ったもんだから、ずっと黙っていた松田くんの顔が緩んだ。

「春姫、もしかして……それって彼氏だよね」

「な、なに言ってんの？　違うよ」

　否定しても、時すでに遅く、顔に出ていたみたいだ。

「へー。春姫、彼氏いるんだ。そっか……彼氏と、旅行ね……」

　なにかを考えるような態度の藤堂くん。

　その一方で、陸はさっきよりもさらに不機嫌な顔で私を睨にらんだ。

「そんなくだらねぇ理由なら却下だ。ライブは十一月三日決定だから。旅行はキャンセルしとけよ」

「陸！」

　なんで、くだらないとか言われなきゃいけないの。

　そんな気持ちで陸の名を呼んだが……。

「俺は、お前と藤堂の意見を聞いて決めただけだ。俺からしてみれば、お前の彼氏より藤堂を優先しただけだ」

　これ以上なにも言うなと言わんばかりの迫力に、返す言葉も出てこなかった。

「ごめんな……春姫」

　藤堂くんが申し訳なさそうに手を合わせて謝ってきたが、私はなにも言えなかった。
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　結局、紺野さんとの旅行は日を改めて行くことになった。

　私のワガママで旅行よりもライブを優先したことは紺野さんからしてみれば気分のいいのもじゃなかったと思う。一応チケットは渡したが客席に紺野さんの姿はなかった。しかし、皮肉なことにライブにはたくさんの人が来てくれた。

　以降、みんな仕事が忙しくなり、ますます四人揃うことが少なくなった。以前は三カ月に一度だったライブも、半年に一度あるかないかというほど。

　その間に私と紺野さんとの付き合いは、恋人から結婚を意識する関係へと変わっていった。




　二年の交際を経て、私たちは婚約をした。そして、婚約から八カ月後に結婚式を挙げる予定だった。

　本当に幸せだった。結婚式に向けて、なにもかも順調だったはずなのに……。

　それは、結婚を二カ月後に控えたある日に崩れた。

　紺野さんから突然、話がしたいと呼ばれて、私は彼のマンションに行った。

　結婚したら紺野さんの住んでいるマンションで私たちは暮らすことになっていた。通いなれた将来の自分の家に行くと、紺野さんの様子がおかしかった。

　落ち着きがないというか、そわそわして、私から何度も視線を逸らしている。そして彼は私の前でいきなり土下座をした。

　なにがなんだか訳がわからず、彼の肩を叩いて「頭を上げて」と頼んだり、床についた手を引っぱって土下座をやめてもらおうとした。

　だけど、その場から頑として動こうとしない。代わりに彼の口から発せられた言葉に、私は自分の耳を疑った。

「ごめん。結婚できなくなった」

　それは、『冗談はよしてよ』と切り返せるような雰囲気ではなかった。

「どう……いう……こと……？」

　震える声で一生懸命、言葉を繋つなげた。

「…………」

　しかし彼からはなにも返ってこなかった。目を瞑つむり、肩を震わせ、唇も小刻みに震えているように見えた。

「だから……どういうことって……聞いてるんじゃない」

　手のひらに爪が食い込むほど両手を握りしめていたが、痛みを感じる余裕はなかった。

「子供が……できたって言われた」

「誰に！」

　思わず叫び声に近い声を上げる。

「君の後輩の……小お田だ和かず美み」

　訳がわからなかった。

　小田和美はふたつ下の後輩で、私の補佐をしていた。目立つ子ではないが、とても真面目で仕事も丁寧だった。男の人と話をするのが苦手なようで、今まで男性とお付き合いしたことがないと私は聞いていた。

　そんな小田さんがなぜ紺野さんの子供を身ごもるの？

「ほんの出来心だった……」

　そのひと言で彼が浮気をしていたことがわかった。

　深呼吸をして、怒る気持ちをなんとか落ち着かせるようにゆっくりと言葉を選ぶ。

「一回じゃないわよね、その浮気。一回寝ただけで男のすべてを受け入れるなんて思えない。よっぽどの策士じゃなきゃ……」

　彼女がそう簡単に彼のすべてを受け入れるなんて思えなかった。紺野さんは出来心だったかもしれないが、小田さんは彼に本気だったはず。その結果、子供ができてしまった。

　そして彼が選んだ結末は、私との結婚をやめて、小田さんとこれから生まれてくる子供との未来だってこと。だったら私には、選択肢などとうにない。

「式のキャンセルなどは俺がすべて責任を取る」

　私は土下座をしている彼を上から見下ろした。責めることもできたし、その権利は十分あった。だけど彼に思いをぶつけたところでこの状況は変わるわけではないとわかっていたから、なにも言えなかった。いや、この状況に一番似合う言葉が見つからなかった。

　だから私はなにも言わず、マンションを飛び出した。




　私は走った……とにかく走った。

　どこに向かって走っているのかもわからなくなるほど泣きながら、ひたすら走っていると、電話がかかってきた。だけどとても電話に出る気分になれなくて、しばらく無視していたけど、鳴り止まない。

　仕方なく私は立ち止まり、少しだけ呼吸を整えてから電話に出た。

「もし……もし……」

『よう！　俺……』

　陸だった。

「はぁ……はぁ、なんの……用？」

　さっきまで走っていたから声が途切れる。

『お前なにやってんの？』

「走ってた……」

『なんで？　ジョギングでも始めたの？　太ってきたからってか？　まさかウェディングドレスがヤバいとか……』

　たしかに、式が近いからジョギングでも始めて少しでもドレスが似合う身体づくりをしないといけない時期でもあったよね。

　本来なら『ご忠告ありがとう』なんだろうけど、なにも知らないと言うのは罪だ。

「……もう……着ないから……」

『は？　お前なに言ってんの？　俺は冗談で……』

「本当なの。たった今ドレスを着る予定がなくなったから……」

『……嘘だろ』

　陸の声がワントーン下がった。

「もういいじゃん。あんたには関係ないし……じゃあ」

　これ以上陸と話していたら、また泣きたくなっちゃう。

　きっと冷静ではいられなくなるから、早く電話を切りたかった。

『待てって！　お前、今どこにいるの？』

　電話を切ろうと思えば切れた。だけど陸の焦っている声を聞いて、なぜか切ることができなくなった。

「わからない。わからないまま……走ってた」

『わかった、春姫。いいか、今から迎えに行くからなにか目印になるような建物とか……あっ、近くにコンビニあるか？』

　陸はゆっくりとまるで小さな子供に話しかけるように聞いてきた。

「いいよ……私、ひとりでちゃんと帰れるから」

　陸の優しさに甘えたくなくて、迎えを拒む。すると……。

『なに言ってんだよ！　いいから場所を教えろ！』

　陸の怒鳴るような声にびっくりした。

　初めてだった。こんなにも陸が私を心配するのは。だから思わず今いる場所を確認してしまった。

　近くにはファミレスがあり、コンビニが隣接している。

　私が店の名前を伝えると、『今からすぐに行くからコンビニの駐車場……いや店の中で待っててくれ』と言って電話が切れた。

　それから私は陸に言われた通りコンビニの中に入った。




　泣いて腫れぼったくなった目を人に見られるのが嫌で雑誌を読むふりをしながら陸を待ち、十分経ったころだった。

　店のガラスをコンコンと叩く音で顔を上げると、陸が切羽詰まった顔で私を見ていた。

　持っていた雑誌を元の場所に戻し、店を出ると、陸はスポーツタイプの白い車の助手席を開けた。

「春姫！　乗れ」

　黙って助手席に座ると、車はゆっくりと動きだした。多分私の自宅へ向かっているのだろうが、陸がなにも話をしないから私も無言になってしまう。

　黙っているとかえって紺野さんのことを思い出してしまい、私には苦しかった。

　信頼していた小田さんが紺野さんのことを好きだったなんて知らなかったし、なにも気づかなかった自分に対しても情けないやら虚むなしいやらで、とにかく心の中はぐちゃぐちゃだった。

　なんとか気持ちを落ち着かせようと会話のない車の中で、私は外の景色を目で追った。

　すると、車は私の家とは明らかに違う方向へと向かっていた。

「陸、どこに行くの？　私とは方向が……」

「俺んち。泣きながら走っていたお前をひとりにしておけないだろ。話でもヤケ酒でもなんでも付き合ってやるよ」

　少し照れながら話す陸の横顔を見ていたら、今はその優しさに甘えたくなった。

　実際、今ひとりで家に帰ったところで、きっと紺野さんのことを思い出して泣いてしまうだけ。それよりも今はひとりでいたくなかった。

　私は素直に陸の家へと向かった。










キスの意味




　陸のマンションに到着する。メンバーと一緒にここで飲んだことは何度かあったけど、ふたりきりは初めてかもしれない。

　なにかつまみになるようなものでも作ろうと冷蔵庫を開けてみるも、中にはビールと水しか入っていない。

「陸ってば、いったいどんな生活してんの？　自炊とかしないの？」

「最近はしてない。帰りが遅いし……」

　私の心配より自分の心配をしたほうがいいんじゃないの？

「じゃあ、ご飯はいつもコンビニのお弁当とか外食？」

「ん、まぁそうだったり、そうじゃなかったり……」

　聞くだけ野暮だった。そういえばこの男は、夕飯ぐらい作ってくれる女の人が何人かいるんだったわ。

「さっきのコンビニでなにか買っておけばよかったね。どうする？　なにか欲しいものあれば、行ってくるけど」

「時間も遅いからいいよ」

　結局、冷蔵庫に入っていたビールをふたりで飲んだ。状況が状況なだけに楽しい酒になるわけもなく、ソファに並んで座り、ボーっとＴＶを見ているうちに時間だけが過ぎていった。




　どのくらい経ったのだろう。時計を見たら、もうすぐ日付が変わろうとしていた。

　まずい、終電ないかも。今日はタクシーだな。

「陸、ありがとう。私帰るよ」

「理由……聞いていい？」

　バッグを持って立ち上がろうとする私に、陸がいきなり話を切り出した。振り向くと、陸は座ったまま目線だけ私に向けている。

「理由って……。もう日付変わっちゃうし、それに……」

「違う！　その理由じゃない」

　もう帰る理由じゃないの？

「違うって……あっ」

　ウェディングドレスが着られなくなった理由か。でもなんで今なのよ。いや、さすがの陸も聞きづらかったのかもしれない。だって、結婚式は二カ月後だったんだもんね。陸も式には出てくれる予定だったし……。

　言いづらいけど、あんなに心配してくれたのに、はぐらかすのはよくないよね。

　私は小さく深呼吸をすると、持っていたバッグを置いて陸の前に立った。

「彼氏に……って、もう元カレだよね。子供ができちゃったんだって。しかも相手が私の後輩でね、すごく真面目な子……。そんな状況で結婚できるわけないでしょ。彼は、私の後輩の旦だん那なさんになることを選んだの。式のキャンセル料はもちろん彼が全額持つってさ。本当にバカみたいでしょ。どうせならもっと早く言ってくれれば、キャンセル料だってもう少し安く済んだのに……」

　冗談ぽく言ってみたが、陸は眉み間けんにシワを寄せ、唇を噛かんでいた。

「なーんで、陸がそんな険しい顔してんのよ。私は、泣きながらではあったけど、さっきめっちゃ走ってすっきりしたし、結婚する前にわかってよかったよ。結婚後だったらバツイチになってたしさ……」

　陸に心配かけまいと、笑顔を作った。

「俺に遠慮すんなよ」

　陸は両手をぐっと握りしめながら、悲しそうな表情で吐き捨てるように言った。

「遠慮なんて……別に」

「してるよ。思ってること吐き出しちまえよ」

　ずるいよ、陸。いつもは私のことなんかどうでもいいって顔して、自分が助けてほしいときしか頼らないくせに、こんなときだけずるい。

　そんな辛そうな顔されたら、つられて、また泣きたくなっちゃうじゃない。

「あと……あと二カ月だった。そしたら私、紺野さんの奥さんになれたの。紺野さんとの将来が待ってたの。……私たち順調だったのよ。すごく幸せだったの。それなのに、なんで和美ちゃんだったのよ。他の女だったらパンチの一発くらいお見舞いできたのに……なんで……なんで彼女なのよ。信頼してたのに……」

　言葉が次から次へと溢あふれ出る。気づけば涙が溢れていた。でも陸にこれ以上泣いている姿を見せたくなくて陸に背中を向けた。涙がフローリングにポタポタと流れ落ちる。

「悔しいよ。大好きだったのに……。私のなにがいけなかったのかな？」

　そのとき、後ろから陸に抱きしめられた。

「り……く？」

「春姫はなんにも悪くない。春姫が反省する必要はない。お前のよさは俺らが一番知ってる……俺……が一番」

　陸の身体が離れたと思ったら、私を陸のほうに向かせ、向かい合う形になった。とても優しい眼まな差ざしで、陸が私の涙を手で拭ぬぐう。

「春姫はなにも悪くない」

　陸はそう言って、私の顎あごを持ち上げた。

　その瞬間、私にはそれがなにを意味するのかわかった。だけど心臓がバクバクしすぎて、顔を背けるという選択肢が思い浮かばなかった。

　陸の顔が徐々に近づき、そして唇が重なる。

　なんで……なんでこんなことするの？　だって陸は友達でしょ？

　今自分がなにをされているのかはわかるのに、全身が石のように固まって抵抗もできなかった。

　しばらくして、そっと唇が離れる。

　唇にはまだ感触が残っていて、今のキスが夢じゃないことは理解できたけれど、頭は整理できず混乱していた。

「私……か、帰る」

　なんとか平常心を保とうとしても、やっぱり声が震える。

「待てよ。もう電車は……」

　陸が焦った様子で、あたふたしながらも私を引き留めようとするが……。

「大丈夫。タクシーで帰るから」

　私は逃げるように家を出た。

　自宅に着いても、唇の感触は残ったままだった。柔らかくて、ビールを飲んでいたせいかちょっと冷たかった。

　皮肉なことに、その日は紺野さんとのことよりも陸とのキスのことで眠れなかった。




　　　＊　＊　＊




　陸にキスをされた日から、約二カ月が過ぎた。

　あれ以来、陸とは連絡を取っていない。ずっと友達だった人からキスされるという想定外の出来事に、どう接すればいいのかわからなくなっていた。

　私が勝手に意識しすぎているのかもしれない。でも私の中でキスは好きな人とする愛情表現のひとつだと思っているから、陸とのキスは思いのほかショックだった。

　ずっとそのことが頭から離れず、何度か陸から着信はあったが電話には出なかった。

　そして、紺野さんとの結婚がなくなった代わりに、後輩の和美ちゃんは無事彼と入籍することになったらしい。さすがに体裁が悪いのと、妊娠中という理由で結婚式は挙げないらしい。

『らしい』というのは、すべて人から聞いた話だから。私は今、退職前の有給消化中で、あと十一日でそのまま退社となる。

　だからもう会社に行くことはないし、紺野さんにも和美ちゃんにも会うことはない。

　さすがの私も、あんな状況でなにもなかったかのように仕事ができるほど、できた人間ではない。

　本当は寿退社予定だったのにな……。

　だから今の私は、プチ引きこもり状態だ。

　結婚が白紙になったことにショックを受けているのは私だけではない。特にウチの両親は相当ダメージが大きかった。

　私の家は花屋を営んでいて、両親の夢は、我が子が結婚するときに自分たちの手でブーケを作り式場を飾りつけることだった。

　その夢を叶かなえてあげられなかったことが娘としては残念だし、親不幸かなって思ったりもする。

　だから、罪滅ぼしというわけではないけれど、花屋を継ごうかと思っている。

　今はまだなんの知識もないド素人だけど、両親が元気でバリバリ働いているうちに技術を身につけようと思っている。
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　そんなわけで、私は会社を辞めてすぐに実家の花屋『花か夢む衣い』で働きだした。いつまでも引きこもってネガティブなままでいるよりも、なにかをしているほうが気も楽だったから。

　バンドのほうは、練習にもなかなか集まれないということで今後の活動についてのミーティングが開かれたが、私は陸とキスした後にどんな顔して会えばいいのかわからず、参加しなかった。その代わり三人の決めたことには従うということにした結果、しばらくの間バンド活動は休止になった。

　いつ再開するかもわからないのなら解散という選択肢もあったのだろうが、高校から続いたこのバンドをやめたいというメンバーは誰もいなかった。










再会




　会社を退職して、一年半。花屋の仕事にも慣れ、今ではひとりで店番ができるようになった。

「ありがとうございました」

　予約注文の花束を受け取りに来た男性を店の外でお見送りしながら、頭を下げた。

　お客様の後ろ姿が見えなくなり、ふと腕時計に目をやると時間は午後七時十五分。

　午後八時まで営業しているこの店では、夕方六時を過ぎると客層が変わる。平日の、日の出ている時間帯のほとんどは女性客で、売れるのは切り花が中心だ。だがこれが日没後となると、男性客の比率が高くなる。そして、その注文のほとんどが花束だ。

　男性客に、贈る相手のイメージを聞きながら花束を作っていくのだが、そのときのお客様の顔を見るのが私は好き。

　だって、私にイメージを伝えているとき、お客さんは贈る相手のことだけを一生懸命想っているから。イメージは、赤かな？　ピンクかな？　イエロー、オレンジ、それともブルー……？って。

　そういうときの男の人って真剣だし、相手の喜んでいる顔が見たいって思いながら花を選んでいる姿って、本当に素敵。

　今、帰られたお客様もそんな感じの男性だった。

　きっとあれは彼女へのプレゼント。スーツ姿がまだしっくりとなじんでいない感じが初々しくって、とても照れくさそうに「ピ……ピンク系かな？」とぎこちなく注文する姿がなんだかかわいかった。

「は～る～ひ～」

　店内に戻ろうとすると、どこかで聞いた声。振り向くと松田くんだった。

　松田くんはウチの常連客。私がここで働くようになってから、二～三カ月に一回程度はこうして定期的に足を運んで注文してくれる。バンドは活動休止中だが、彼が来てくれると、まだバンドは続いてるって気持ちになる。

　彼の場合は、寿退社やら人事異動、定年退職など職場がらみの注文ばかり。残念ながらプライベートでの注文は今のところない。

　今回の注文は、寿退社する女性社員へ贈る花束のオーダーだった。

「いつもありがとう。今回はどんな感じがいい？　贈る人のイメージは？」

「う～ん。どちらかというと明るい感じ。元気でムードメーカー的な」

「じゃあ……オレンジとかイエローなんかどう？」

「そうだね。細かいことはいつも春姫任せで申し訳ないけど頼むわ。春姫はセンスがいいから、安心できるんだ」

「そんなに持ち上げても、なにも出ないわよ」

　私は目を細めながら、注文書の控えを渡した。

「あっ！　そうそう春姫、今日ってこの後予定ある？」

「予定は……ないけど、なにかあった？」

　すると松田くんの顔色が一瞬だけ変わる。

　……なんか嫌な予感。

　少しの沈黙の後、意を決したように松田くんが話を切り出す。

「実は飲みに誘われたんだけど、飲む相手が彼女を連れてくるって言うからさ……。俺だけノロケ話を聞くっていうのはなんかさ、嫌じゃね？」

「まぁ、ノロケ話をひとりで聞くのは嫌だろうけど……いったい誰と飲むの？」

「俺のお友達」

「お友達って……私なんかが行って大丈夫なの？」

　すると、目をキラキラさせた松田くんが何度も首を縦に振った。

「大丈夫、大丈夫。もう全然問題ない」

「それで？　私は松田くんの彼女役でもしていればいいってこと？」

「さすが春姫、話が早い！　いや～、向こうが彼女いるのに俺はいませんじゃ、なんかおもしろくないじゃん。どうせなら俺も彼女いるよって言いたいわけよ。だから、今日だけでいいんだ。春姫、今日だけ俺の彼女になって」

　目の前で神頼みをするかのように拝まれたら、嫌とは言えない。

「しょうがないな。松田くんのためにひと肌脱ぎましょうか」

　そう言うと、松田くんの顔がぱっと明るくなった。

「それで時間は何時から？」

「八時に駅前の居酒屋」

　ウチは八時閉店だから、その時間は無理だと言おうとしたら……。

　店の奥にいたはずの母がすぐ後ろにいた。

「いいわよー。行ってきたら？　店には私も父さんもいるから」

「いいの？」

「たまには男の子とも遊ばなきゃ。いつまでたってもいい出会いはないようだし」

　母としては、家と店の往復しかしていない娘を心配しているようだ。

　いつまでも過去を引きずってほしくないってことだよね。

　母の気遣いに感謝し、私は帰る準備をするため店の奥に入った。

　なにやら母と松田くんが話をしている様子だったけど、なにを話しているのかはわからなかった。

　というか、お母さんって私の友達とすぐに仲よくなるんだよね。

　高校生のころはミーティングにかこつけて、店の二階にあるドライフラワー用の花を吊す部屋によく集まっていた。そのころから母とメンバーは仲がよかった。特に陸はマメというか、母がドライフラワー作りをしていると率先して手伝っていたので、母のお気に入りのようだった。

　ふと高校時代の陸と母のやり取りを思い出したが、陸を思い出すとどうしてもキスした日のことが蘇よみがえってしまう。

　それが嫌で、記憶を振り払うように急いで支度を始めた。




　……なんで？

　それ以外の言葉が見つからなかった。

　松田くんと入った居酒屋にいたのは、陸だった。正確に言えば、陸とかわいらしい女性が並んで座っていた。

　なんで？　なんで？

　さっきから、その言葉ばかりが頭の中をぐるぐると駆け巡る。

　私は思いっきり松田くんを睨んだ。

　お友達って陸だったの？　たしかにお友達には変わりない。だけど、なぜ名前を伏せる必要があるの？　相手が陸と陸の彼女だと知ったら私が断るとでも思ったの？　たしかに断ったと思うけど……。もしかして私と陸がずっと会っていないことを疑問に思って、ふたりを会わせるきっかけを作ったとか？　いやいや、そこまで考えているようには思えないし……。

　あ～。なんだか頭がぐちゃぐちゃになってきた。

　だけど、松田くんは私と目線を合わせようとせず、「苦情は後でじっくり聞くから」と私の腕を引っぱって、陸たちの元へ連れていった。

「おー。遅いぞ！　松田……えっ、春姫!?」

　それは一年半ぶりの再会だった。

　なんて挨拶をしようか悩んでいると、「ごめんごめん。さっきまで仕事してたのを無理やり連れてきたんだ。な？　春姫」と松田くんが私の腰に手を回した。

　突然のことに驚いてしまったが、今は松田くんの彼女として接しないといけなかったことを思い出した。

「元気そうだな」

　私に向けられた言葉はどこかよそよそしかった。

「そっちも……」

　一年半ぶりの会話はそっけないものだった。

「ねぇ？　陸くんのお知り合いなの？」

　陸の隣に座っているかわいらしい女性が、彼にとびっきりの笑顔を向けながら、私のことを尋ねている。きゃぴきゃぴした話し方は男受けしそうだ。

「俺のバンド仲間」

　たしかにバンド仲間よね。活動はしてないけど。

「へー、陸くんってバンドやってたのね。百恵も陸くんが演奏するところ見たいな～」

　百恵という名の彼女は、私にないものをたくさん持っていた。

　ぱっちり二重で、黒くて長いまつ毛はキレイに上を向いている。唇はぽってりとしていて、グロスのせいでより色っぽく見える。髪の毛だってカラーリングしているのにツヤツヤで、キレイな内巻きを作っていた。胸だって……私より断然大きい。

　自分の持っている魅力を最大限に活かしている彼女を男の人が放っておくはずがない。

　それに引き換え私はというと、二重ではあるけれど、どちらかというと切れ長。唇には、荒れやすいからという理由で口紅ではなく薬用リップを愛用している。メイクも会社勤めをしていたときと比べると、しているかしていないかわからないほど。胸のあたりまである髪の毛も、仕事の邪魔だからといつも後ろでひとつにまとめている。しゃべり方だって百恵さんと比べると女らしさが足りない。

　どう考えても、私と話が合うとは思えなかった。

　百恵さんが上目遣いで陸を見つめると、陸もじっと見つめ返し、お互いに微笑み合っている。しかも私たちに聞かれたくない話なのか、ぼそぼそと小声で話してはまた笑って、を繰り返している。

　たしかに、こんなふたりの中に松田くんだけを投入するのはきついね。

　私の気持ちが顔に思いっきり出ていたのか、松田くんがフォローに入る。

「え～っと。とりあえずさ、座ろうよ」

「あっ……そうだよね」

　慌ててイスに座ると、松田くんがテーブルに置かれたボタンを押して店員を呼んだ。

　飲み物をオーダーすると、松田くんが百恵さんに自己紹介を始めた。

「俺は、松田優斗。陸とは高校からの付き合いで、同じバンドでギターをやってます。で、こちらは内田春姫。ベースをやってて、俺の彼女です」

　いきなり『彼女です』と紹介されて戸惑うものの、とりあえず自分も自己紹介しなくてはとぎこちなく挨拶をした。

「内田……春姫です。よろしくね」

　陸は一瞬驚いていたけれど、すぐに百恵さんを自分の彼女だと紹介した。

　それぞれが頼んだ飲み物が運ばれると四人で乾杯をした。

　松田くんは生ビールをぐいーっと勢いよく飲んで、ジョッキを置いた。

「ところでさ、ふたりはどうやって知り合ったの？」

　ふたりは見つめ合うとクスッと笑い、再び視線を松田くんに向けた。

　話し始めたのは陸だった。

「会社の先輩に誘われて行った合コンで知り合ったんだ。見ての通りかわいいだろう？　競争率高かったんだけど、俺と意気投合して付き合うようになったんだよ」

　陸は説明を終えるとまた百恵さんを見てにっこり笑った。

「だって陸くんかっこいいんだもん。私、一目惚れしちゃったの」

　大きな目をキラキラさせながら話す百恵さんは、まさに恋する乙女だった。

　正直うらやましいとさえ思えた。

「百恵ちゃんって陸より年下だよね？」

　松田くんの質問に陸がニヤッと笑いながら「同い年なんだよ」と言うと、私と松田くんは思わず顔を見合わせた。

「同い年!?」

「はい。陸くんと同じ二十七歳です」

　あ～とても私と同い年とは思えない……。

　完全に負けを感じた。

　その後、私は自分から陸や百恵さんに話しかけることはほとんどなく、松田くんがふたりに話しかけている会話にただ頷いているだけだった。

　私の中ではまだあのときのキスがずっと引っかかっていたのに、久しぶりに会った陸は私とのキスのことなんかすっかり忘れてしまったように、かわいい彼女に夢中になっていた。




　一時間半ほどで、私たちは店を出た。百恵さんはいい感じに酔って陸の腕にしがみついている。

「俺、百恵を送っていくから。またな」

　明らかに私にではなく松田くんに向かって言った。

「あ～。陸、あのな、実は春姫とは付き……」

「松田くん、帰ろうよ。早く」

　付き合ってないと言いかけた松田くんの言葉を掻かき消すように、私は彼の腕を掴んだ。

　もしここで松田くんが付き合っていないと真実を告げても、陸にとってはどうでもいいことだろうと思ったし、なにより私は早くこの場から離れたかった。

「春姫……」

　松田くんはなにか言いたげだったが、私は陸に「じゃあ」と言って、陸よりも先に回れ右をした。

　もうすぐ十二月。街路樹は黄色一色だ。

　松田くんが「タクシーを拾って帰るか？」と言ってくれたけど、私は「歩きたいから」と断った。

　松田くんだけでもタクシーに乗って帰ればいいのに、彼も乗らなかった。

　足元では風に吹かれた落ち葉がカサカサと鳴っている。私は時折、その落ち葉を蹴りながら、ゆっくりと歩いた。松田くんも真似をするように、私の少し後ろを歩いていた。

「昼間はね、街路樹沿いに住んでる人やお店をやってる人がマメに掃除してるのよ。風が吹くとすぐに葉っぱが落ちて、あっという間に落ち葉が増えるの。掃いても掃いても追いつかないくらい。でも、その上を歩くと秋なんだなーって感じるんだ」

　前を向いたまま松田くんに話しかける。すると……。

「春姫……まだ時間あるか？」

　振り返ると、松田くんにさっきまでの陽気な様子はほとんどなく、真剣な表情を浮かべている。

「あるけど、どうしたの？　大事な話？」

「大事っていうか……今日の飲み会ってさ、実は陸からの誘いだったんだわ。彼女ができたから紹介したいって」

「はぁ？　なにそれ」

　陸、なに考えてんのよ。今まで彼女をメンバーに紹介したことなんかなかったのに、なんで急にそんな真似するの？

「もしかしたら、陸にとって今の彼女は本気なのかもしれないな」

　本気……か。

　松田くんの言葉に胸がチクッとする。

「ベ、別にいいんじゃない？　本気なら。でも松田君、私に感謝しなきゃね。あんなラブラブっぷり、ひとりじゃ耐えられなかったんじゃない？」

　動揺する心をごまかすように茶化すと、松田くんは足を止めて横目で私を見ながら、フッと笑った。

「耐えられ……なかったかもね。でも俺らだって、それっぽくしてたからいいんじゃない？　陸なんか、かなり驚いていたみたいだしね」

　松田くんは苦笑いを浮かべながら歩きだした。




　それから松田くんは私を家まで送ってくれた。

「送ってくれてありがとう」

「いや、こちらこそ今日はありがとう。でも……大丈夫？」

「え？」

　なにが『大丈夫』なのかがわからず、首をかしげる。

「なんかモヤモヤしたような顔に見えたから」

　松田君はフッと笑うと目を細めた。

　気にしていないように振る舞ってみせていたが、やっぱり顔に出ていたようだ。

「モヤモヤなんかしてないよ。ほら～」

　口角をぐっとあげて笑顔を作ったが……。

「……ふ～ん」

「な、なに？　単に疲れただけよ。フリーの私にあのふたりは刺激が強すぎたの！」

　これ以上なにか言われたらモヤモヤが口からポロッと出ちゃいそうで、話を早く切りあげたかった。

「わかった。じゃーな」

「うん。おやすみなさい。気をつけて」

　松田君は私に背を向けると片手を挙げて帰っていった。

『春姫は悪くない』

　そう言って私にキスをした陸。一年半経った今も、あのときの感触が頭から離れない。だけど、気にしていたのは結局、私だけ。

　今日陸と久しぶりに会って、それがよくわかった。

　私、バカみたい。キスひとつでずっと悩んで、もしかしたら陸も同じように悩んでいるのかもと心のどこかで思っていたのに、見当違いもはなはだしい。

　私の心に残ったのは虚しさだけだった。










不機嫌の理由




　陸と百恵さんと会った日から三カ月ほど経った。

　呉服屋の息子、藤堂くんが京都での修業を終えて帰ってきた。久しぶりにバンドのメンバー四人が揃うからと、松田くんがスタジオを予約した。

　これからは少しずつでも活動できると思うと、自主練習にも力が入る。

　練習当日は、久しぶりの藤堂くんの姿に驚いた。身のこなしに無駄がなく、背筋なんかピンと伸びて姿勢もとてもよくて、修業の成果が私でもわかるほどだった。

　しかし、いざドラムスティックを持つと、さっきまでの藤堂くんとは別人のようにパワーがみなぎっていて、ベースを弾く手が止まってしまった。

　それに気がついた松田くんの突っ込みが入る。

「お～い、は～るひ～。藤堂に見とれるのはいいけど、手だけは動かしてくれよ」

「だって、違いすぎるでしょー。おかしいよ。ドラムスティック持っただけで人格変わってるし……」

　周りからドッと笑いが起こる。

　……この感じ、懐かしい。やっぱり四人が揃ってこそのバンドだよね。

　そう思うと楽しくなってきた。だけど例外がひとり。陸はなぜか会話にはあまり参加せずブースの外を見ていた。

　ブースの外には百恵さんの姿。時折、彼女に笑顔を向けたりしている。

　そんな陸を藤堂くんと松田くんが冷やかし、ブースの外で見学している百恵さんは三人のやり取りを楽しそうに見ていた。

　以前よりもかなり親密に見える陸と百恵さん。

　私には関係ないことだと思うのに、どうしてだろう。ふたりを見ていると、気持ちが暗くなる。まるで胸の奥になにか重いものを落とされたような感じだ。

　ふたりの交際を心から祝福できないのは、なぜ？

　私からすると、陸と百恵さんの相性がいいとは思えないから？　それとも、今までひとりの女性と長く付き合ったことのない陸が百恵さんとは三カ月以上も続いていて、そんな陸の姿を見るのが嫌だから？

　だけど、もし後者だった場合、なぜそう思ってしまうんだろう。

　自分の気持ちに説明がつけられないまま、二時間の練習はあっという間に終わった。

　練習の後、「久しぶりにみんなで飲みに行こうよ」と松田くんに誘われたが、どうしてもそんな気分になれず、断った。

　みんなと逆方向へ歩きだすと、誰かの足音が聞こえてきた。

「春姫！」

　振り返ると陸がいた。なにか少し焦っている様子に見えた。

「……どうしたの？」

「俺のせい？」

「え？」

「お前の不機嫌の原因……」

　どうしてこういうときだけ直球なのよ。

「別に。久しぶりの練習で疲れただけ」

　しかし、陸の目は疑っているようだった。

「あのさ、もも……」

　百恵さんのことだろうと想像がついた瞬間、全身から拒絶反応が出た。思わず言葉を遮る。

「彼女待ってるよ。……早く戻らないと誤解されるよ」

　どうしてか自分でもわからないけど、陸の口から百恵さんの話を聞きたくないと思ってしまった。

　陸はまだなにか言いたげだったが、そのままみんなのところへ戻っていった。

　私、どうしたいんだろう。自分の気持ちにも気づけない……。
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　藤堂くんが帰ってきて以来、バンドの練習の回数が徐々に増えた。昔のように週に一回とまではいかないが、月に一～二回。多いときは月に三回ほど、みんなで音を合わせる機会ができた。

　しかも最近の藤堂くんはイキイキしている。どうやら大切な彼女ができたらしい。はっきり聞いたわけではないけど、キレイな女の人がスタジオに差し入れをしてくれるのを何度か見かけた。その人が彼女に違いない。

　そういえば、松田くんはけっこうかっこいいのに彼女がいるって話を聞いたことがない。いつか藤堂くんがふざけて『女より男のほうがよかったりして』と言ったら、『好きな人はいる』と白状したらしいけど、それ以上のことは、聞いても答えようとしなかったみたい。

　陸はというと……百恵さんと順調なようだ。

　そして私は……相変わらずなにもない。いいことも悪いことも。

　だが、そんな私に突然、転機が訪れた。

「春姫宛あてになにか手紙が届いているわよ」

　それは五月の半ばだった。仕事を終えて家に帰ると、一足先に帰った母から私宛の封筒を受け取った。

　差し出し人の名前を見て、手が止まる。そこには陸と百恵さんの名前が書いてあった。

　まさか……！

　手が震えて心拍数も上がって落ち着かない。そんな状態の中、封を開けると、やはりそれは結婚式の招待状だった。

　結婚するんだ……。

　先週もバンド練習があったけど、そんなことはひと言も言わなかったし、素そ振ぶりもなかった。

　なんで？　どうして？　会った日に教えてくれてもよかったじゃない。

　なんでだろう。手の震えが止まらない。胸がどーんと重くなる。

　それに私、どうして素直におめでとうって喜べないの？

　それどころか、招待状の内容を確認するのが怖くて、ふたつ折りになったレースカットのカードを開くことができないまま。カードの一点をただ呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　学生までの陸は、恋愛に対してとても自由なところがあった。それを私はよしとは思わなかったし、当然、恋愛対象外だった。

　社会人になってもそれは変わらなかったけど、私の結婚がダメになった日にキスされてから、急に陸のことを意識し始めた。だけど、それが恋愛感情から来るものだとは思ってもいなかったし、この先も陸に対する気持ちに大きな変化が起こることはないと思っていた。

　それなのに、なんの前触れもなく突然、陸が結婚するとわかり、私の心の中に初めての感情が生まれていた。

　嫌だ。嫌だ……。

　いや違う、初めての感情なんかじゃない。初めて自分の気持ちに気づいたんだ。

　私は陸が好きだってことを。

　自分がこんなにも鈍感で、自分の気持ちにすら気づけなかったなんて……。

　喪失感の混じった溜ため息が何度も出る。

　だけど陸はもう百恵さんのものだ。今さら私になにができるのだろう。

　その選択肢すら、この招待状は私に与えてくれなかった。

　手に持ったままの招待状に視線を移す。

「どうしよう……」

　出席か欠席。気持ちの上では欠席にしたい。ふたりの幸せに満ち溢れた姿に祝福を贈る余裕などないのだから。

　かといって、欠席なんてしたら周りがなんと思うだろう。それに、きっと披露宴での演奏を依頼されるだろう。

　私が欠席すればベースは不在。もしくは誰かに頼んでベースを弾いてもらうにせよ、私が欠席するとなったら松田くんや藤堂くんはその理由を知りたいはず。でも、本当の理由を知ったらどう思うだろう。

　頭が混乱するのに、どうすることもできないと思うと泣きたくなってきた。

　招待状がするりと手から落ちると同時に、私はベッドに突っ伏した。
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　それでも朝はやってくる。

　結局、昨日は夕飯も食べず、薄着のまま寝てしまった。すでに五月だというのに、少し肌寒く、窓が少し開いていたせいで喉のどが痛い。

　風邪ひいちゃった？

　マスクをして少し厚着して店に行くと、両親が一足先に、仕入れた花の水上げ作業をしていた。ふたりとも私が陸の結婚で悩んでいるとは知らず、いつもと変わらない様子だった。

　でも、陸のことが好きだったなんて知ったらどう思うだろう。紺野さんと陸で二連敗だもんね……。

　それなら無理に事を荒立てず、普通にしているほうがいい。

　私はいつものように店で鉢物を店先に出したり、水やりをした。それから、予約を受けていた分のフラワーアレンジと花束をせっせと作った。

　午前中は忙しさでなんとか嫌なことも忘れられていたけど、昼を過ぎて客足が少なくなると、どうしても陸のことを考えてしまう。

　そんなとき、店の電話が鳴った。

　父は取引先の人と商談中、母も接客で電話に出られそうになかった。喉は痛いが、きっとオーダーだろうと、電話に出た。

　相手はウチの店と提携している結婚式場『フェリシェール』のブライダルプランナー、藤ふじ田たさんからだった。

　藤田さんは三十三歳で、五歳になる子供を持つママだ。実は、以前私の結婚式を担当していた人でもある。

　紺野さんとの結婚が取りやめになったことがきっかけで、ずいぶんお世話になった。

　本来なら、破談になった時点で藤田さんとはもう関わることはないはずだったんだけど、キャンセルした後も彼女は仕事抜きで私を励ましてくれた。私にとってはお姉さんみたいな存在だ。

　今回藤田さんから依頼されたのは、新婦が持つブーケと新郎の胸を飾るブートニア、そして式場に飾る花のアレンジだった。依頼主はウチの店のウェブサイトを見て、指名したらしい。

『あれ？　春ちゃん、風邪ひいた？』

　すぐに藤田さんに風邪だとばれてしまう。

「ははは……。ちょっとお腹出して寝ちゃって」

『大丈夫？　実はご依頼主様が今週の土曜日に打ち合わせをしたいっておっしゃってるんだけど』

「時間は何時ごろですか？」

『十一時からなの』

「……大丈夫です。それまでに体調を整えておきますね」

　土曜日は予約の花束が三件とフラワーアレンジが一件あったが、朝一で作れる数なのでＯＫした。

『いつもありがとう。春ちゃんのブーケは人気だもんね』

「いえいえ、こちらこそお仕事のご依頼ありがとうございました！」

　私は電話を切ると、レジ横にある、予約を書き込むカレンダーの予定日に大きく丸をつけた。

　陸の結婚が判明した翌日にブライダルの仕事かぁ……。今の気分では正直、乗り気がしないけど、結婚する人には関係のないことだもんね。

　溜め息をつきつつも、私は自分のスケジュール帳にも打ち合わせ日時を書き込んだ。










神様のいたずら




「お世話になります。花夢衣の内田です」

　ブライダルの打ち合わせのため、今まで作ったブーケの写真を貼はった何冊かのファイルを持参してフェリシェールを訪れた。

　受付の女性はすぐに藤田さんを呼んでくれた。

「春ちゃん！　忙しいのにごめんねー」

「全然いいですよ。少しでも稼がないと、ですし」

　両手を合わせて謝る藤田さんに笑顔で返す。

　ブライダルの仕事は大変だけど、やりがいがあるから好きだ。

「もうそろそろ見えるころなんだけど。とりあえず先に行って、待ってようか」

　打ち合わせスペースへ案内され、イスに座り、バッグの中の資料を出して準備を進める。

　すると部屋の電話が鳴った。どうやらお客様が来たようだ。

　藤田さんは「ちょっと待ってて」と、部屋を出ていった。




　しばらくするとドアが開き、私は勢いよく立ち上がった。そしてドアのほうに身体を向けてお客様に向かって挨拶をしようと笑顔を作ったが、その顔は一瞬で氷のように固まった。

　嘘でしょ……。

　そこにいたのは陸と百恵さんだった。

　なんでふたりが依頼主なの……？　私、なにか悪いことでもした？　なんでこんな偶然……あまりにもひどすぎる。

　心の中をいろんな思いがぐるぐると飛び交う。

「……ちゃん。春ちゃん！」

　藤田さんに肩を叩かれて、ハッと正気に戻る。

「あっ！　ご、ごめんなさい」

　藤田さんの顔を見るだけで精一杯だった。私はふたりと視線を合わせないように挨拶をした。

「今回、ブーケなどを担当させていただきます花夢衣の内田と申します。よろしくお願いいたします」

　これでもかというほど思いきり頭を下げた。

　陸はいったいどんな顔をしているんだろう。驚いてる？　それとも……知ってた？

　震えそうな手をなんとか気力で動かし、今までに作ったブーケやブートニアのアルバムを用意する。すると……。

「あれ？　もしかして……陸くんと同じバンドの春姫さん？」

　かわいらしい声が頭上から聞こえてきた。

　気づかれてしまったことにアルバムを持つ手が止まる。しかし視線を合わせることはできず、俯うつむき加減で「ハイ」と強ばった笑顔を作った。

「ええええ！　じゃあ、前に藤田さんから見せてもらったウェブサイトのブーケや式場装花のアレンジは春姫さんが作ったものなんですか？」

　百恵さんはびっくりした様子で藤田さんに尋ねた。

「そうなんですよ。彼女は私のイチ押しフローリストなんです。では、そろそろ本題に移ってもよろしいでしょうか？」

　この場のただならぬ空気を感じ取った藤田さんが、フォローするように話を先に進めてくれた。

　それから、ふたりにアルバムの中からドレスとのバランスも踏まえて大まかなイメージのものをいくつか選んでもらい、好みの花についてなど細かいことを打ち合わせた。

　その間、私は一度もふたりの顔を見ることはなかった。いや、見られなかったのだ。

　もし見てしまったらどうなるか、自分でも予測できなかったから……。




　打ち合わせが終わり、うつろな目で資料を片付けていると、ふたりを見送りに行った藤田さんが戻ってきた。

「ねぇ、さっきのふたりとは知り合いだったの？」

「……はい。まぁ……そうですね……」

　歯切れの悪い返事をするのが精いっぱいだった。

「春ちゃん？」

　心配そうな藤田さんに苦笑いを作る。

「ハハハ。実は私、彼のことを好きだったみたいなんだけど、気づいたのが遅すぎたようで……。招待状が来て、自分の気持ちに気づいたんですよ。どうしようもないバカですよね。しかも、花の担当になるとか……」

「春ちゃん……」

　藤田さんは動きを止め、私を見た。その目はなんだかとても悲しそうだった。

「もうー。そんな泣きそうな顔しないでくださいよ」

「だって……」

「大丈夫です。仕事だから、その辺はちゃんと割り切って……」

　……本当に割り切れるんだろうか。

「ああ～、よし！　春ちゃん！　今日は飲みに行くよ！」

　藤田さんはイスを整え、部屋の電気を消した。

「え？　で、でも……お子さんは……」

「旦那が見てくれるから大丈夫。今は春ちゃんのほうが大事。だって私の妹みたいなもんだから……ね？」

　私を元気づけようと気にかけてくれる藤田さんの優しさに触れ、今にも溢れ出そうな涙をぐっと堪え、頷いた。




「えええ!?　そんなに長い付き合いなの？」

「はい。陸は高校時代から組んでいるバンドのメンバーで、友達というよりは仲間って思ってました」

「その間、なんにもなかったの？　男と女だよ。椎名さん以外のバンドのメンバーだとかさ？」

　藤田さんの質問は、私を気にかけつつも好奇心のほうが勝っていた。でも、彼女には自分の惨めな部分を全部見られてしまっているから、恥ずかしいと思う気持ちはあまりない。

「……一度だけありました」

「ええ？　なになに？」

　藤田さんは急に身を乗り出してきた。

「実は……結婚がダメになったじゃないですか。紺野さんに白紙にしてほしいと言われた日に偶然、陸から電話がかかってきたんです。普段自分からは滅多に電話をしてこない彼がそのときは珍しく電話をかけてきて、事情を説明したら駆けつけてくれたんです。そのときに、なぜか抱きしめられてキスされたんです」

「ええええ！　なんで？」

「それはこっちが聞きたいですよ。今だに謎なんですから」

「謎って？」

「だって、いきなりすぎてびっくりしちゃって……訳わかんなくって、そのまま帰っちゃったんです。そのときは陸に恋愛感情なかったし……」

　藤田さんは手に持っていたレモンチューハイを一気に飲んだ。

「でも、嫌いじゃなきゃキスなんかしないわよ」

「え？」

「男と女じゃ考え方が違うから断言はできないよ。でもさ、泣いてる春ちゃんを見て、抱きしめてキスしたくなっちゃったんだよ。それは同情じゃないような気がするんだよね。……で？　その後なにか進展はあったの？」

「いえ、まったくないままで。少し前、一年半ぶりに会ったら彼女ができてて、とまどっているうちに招待状が届いて……」

　藤田さんは大きな溜め息と共に「ふ～ん」と言うと、なにかを考え込んでいる様子。

「藤田さん、私どうしたらいいのかな？　結婚式に出席するか欠席するか……。すごく悩んでます」

「プラス仕事も入っちゃったしね」

「そうなんですよ。欠席すれば角が立つし、出席したらしたで笑顔でいられる自信もないんです」

　なんの解決策も見いだせず、どんよりとした飲み会になってしまった。

　藤田さんは、チューハイをひと口飲むと、なにか考えるように小さく息を吐いた。

「あのね、これはプランナーの立場としてはあんまり言いたくないんだけど……。まぁ相手が春ちゃんだから言っちゃうんだけど、新郎の椎名さん？　彼、なんか結婚に消極的というか、関心がないというか。新婦の百恵さんはなんだか妙にテンションが高いし。今までいろんなカップル見てきたけど、ぎこちなさを感じるのよね。だからといって、それが春ちゃんと関係あるのかはなんとも言えないんだけど、式の日取りだって、やたら早くやりたいって感じで……」

「でも、結婚するんですよね」

「アハハ……そうよね……」

　昔から陸は恋愛に関しては積極的じゃない人だったから、藤田さんの話を聞いても、あまり疑問は持たなかった。




『ブーケの仕事が入っているなら、欠席にして裏方に徹するっていう選択肢もあるから。あんまり自分をいじめないで』

　店を出るときに藤田さんに言われた。

　裏方か……。

　空を見上げると、いつもと変わらぬ場所で月が私を見下ろしている。

「黙って見てないでたまにはなんかアドバイスしてよね」

　はぁ、私、かなり重傷かも。月にまで愚ぐ痴ちるってどうなの？

　家に着くと、自分の部屋の机の上に置かれた招待状を手に取った。

　席には着かなくても、仕事として披露宴のお手伝いするなら欠席でもいいよね。ちゃんと理由を書けば、わかってくれるはず。

　引き出しからペンを取り出し、『欠席』に丸をつけようとしたときだった。

　突然スマホが鳴った。相手はなんと陸からだった。

「もしもし……」

『俺……』

　知ってるよ。

　でも、今はそんなツッコミを入れる余裕などなかった。

「なんでしょうか……」

『わりぃ……。まさかあんなとこで会うとは思わんかった』

「仕方ないんじゃないの？　ブーケを注文するのに作り手の名前まで知る必要なんかないんだから」

　なんでもっと優しく言えないの？　私って、どれだけ心狭いのかな……。好きな人の幸せを願ってあげなきゃいけないのに……自分が嫌になる。

『そう、だけど……』

　なんで？　なんでそんな寂しそうに言うの？　私の言い方がきついから？

「で、でも式のお役に立てるように、がんばって素敵なブーケとブートニアを作らせていただきます」

『……うん』

　なんとなく歯切れの悪い返事だった。

　だから、どうしてそこ、喜ばないの？　そんな言い方されたら、結婚したくないのかなって思っちゃうじゃない。

「あっ、そうだ。あのね……結婚式なんだけど、今回お花の仕事を受けちゃったでしょ？　だから……私、裏方に回ろうかなって」

『裏方？』

「うん。参列者としてではなく、仕事として見守ろうかと……。だから今、招待状の欠席のところに丸をつけようとしたんだよね。」

『…………』

　ちょっとノーリアクション？　それはそれで困るんだけど。

「陸？」

『あ？　ああ……でもそれじゃ……』

「……それじゃあなに？」

　私はそのほうが正直、楽なんだよ。幸せそうなあんたたちの姿を少しでも見なくて済むんだから。

『……いや……なんでもない。わかった』

「陸……おめでとう」

　本当は言うつもりはなかった。むしろ、おめでとうなんてこれっぽっちも思っちゃいない。だけど、陸への溢れる想いを止めたかった。

『……ありがとう』

「じゃあ……」

　私は一方的に電話を切った。

　苦しいよ……。好きってこんなに苦しいんだね。紺野さんのときより辛いかも……。

　涙でぼやける返信用葉書に、私は丸をつけた。もちろん欠席に。










花嫁役は大変です




　三週間後に陸たちは結婚式を挙げる。

　私の気持ちは、陸の結婚式に出る出ないで悩んでいたときよりは落ち着いていたけど、陸への想いはふっきれずにいた。

　とはいえ、失恋は失恋。そろそろ結婚式に使う花の注文も入れなきゃいけないし、これから本格的に忙しくなるから、ウジウジなんかしていられない。しっかり仕事モードに切り替えなくちゃ！

　そう思っていた矢先、松田くんから電話が来た。

『春姫！　陸から聞いたけど、結婚式、欠席すんの？』

「仕方ないじゃん。ブーケやブートニアを作ったり、裏方に入らなくちゃいけないんだから」

　とりあえず私の課題は陸が結婚しても今まで通りの付き合いをすることだから、みんなには本音を隠しておかないと。

『俺さ、どうしても納得できなくて』

　少しイラ立った様子だった。

「なにが？」

『陸、アイツ本当に結婚する気あるのかなって』

「え？」

　たしかに私もそれは思った。

　打ち合わせの日の夜にあった陸からの電話は、なんだか元気がなかった。藤田さんも『結婚に消極的』と言ってたし……。でも、それはもう一カ月以上も前のこと。

『実はさ、三日前に陸たちに会ったんだよ。そのときは、陸というより百恵さんのほうが元気ないというか……。このふたり、本当に大丈夫かなって、マジで心配しちゃったんだよね」

　百恵さんも？

　私が会ったとき、百恵さんはかなりハイテンションだった。

　あれからなにかあったのかな……。

「私は一カ月以上前に会ったっきりだけど……。ブーケの打ち合わせのときは、幸せそうだったし」

『まぁなんでもないなら、いいんだけど。てかさ、春姫が出席するなら、余興で演奏しようと思ってたんだよな』

　できれば裏方に徹したかったけど、これからも仲間として付き合っていくと決めたからには、演奏くらいは参加するべきだよね。

「演奏くらいなら……出れるけど」

『マジ？』

「演奏だけね」

『演奏以外はなにもないよ。それに春姫は花の仕事もあるから、無理はさせられないし』

「うん」

　その後、松田くんは『余興の練習をしたいから、今度の土曜日の夜は予定を空けておいて』と言って、電話を切った。

　松田くんの言っていた、百恵さんの元気がない原因は、もしかしたらマリッジブルーなのかも。

　ブーケを頼まれたお客様から、『彼のことはすごく好きなのに本当に結婚していいのか不安になる』と聞いたことがあったからだ。

　少し心配になり、後日、藤田さんにふたりの様子を聞いてみたが、特に変わった様子はないと言われ、気にしないようにした。
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　土曜日の夜。久しぶりにバンド練習をした。

　もちろん結婚式の余興のためなんだけど、藤堂くんがとんでもないことを言いだした。

「なぁ、せっかくだから、こんなときくらいしかできないことやらねぇ？」

「どんなことやんだよ」

　陸は面倒くさそうな顔で藤堂くんをちらっと見ただけで、すぐに視線をギターに戻しチューニングを始めた。

　すると藤堂くんはニヤニヤしながら私に近づいて、肩をがしっと寄せた。

「今回は特別バージョンで、ウチの姫に歌ってもらうんだよ！」

「ええええ！」

　私と陸は同時に声を上げて驚いた。

「それ、ありだよね。春姫って実は歌うまいんだよ。ね？　は、る、ひ」

　三人のやり取りを黙って見ていた松田くんがとどめを刺す。しかし松田くんの言葉に食いついたのは、まさかの陸だった。

「え？　なんでお前ら知ってんの？　春姫の歌、聴いたことあるの？」

「あるから言ってるんじゃん。てか陸、聴いたことないの？」

　松田くんが勝ち誇ったような顔で陸を見る。

「俺もあるよ」

　なぜか藤堂くんも得意げだ。

「…………」

　陸はあからさまに不機嫌になった。

　あれ？　なんで悔しがってるの？

　すると松田くんは口角を上げ、陸に向かって意地悪そうな笑みを浮かべた。

「お前より俺たちのほうが春姫のことをよくわかってるってことだよ」

　挑発とも取れる言い方に一瞬、陸の顔が歪んだ。

　そんなに悔しがること？　それに歌を聴いたと言っても、カラオケで一、二曲歌った程度だ。しかも、うまいというほどではない。きっと松田くんも藤堂くんも私が歌ったほうがおもしろいと思って、持ち上げているだけだと思う。

「私、演奏はするって言ったけど歌うなんて嫌だよ。今までだって知らない人の前で歌ったことないんだから。結婚式で恥をかきたくないから歌わないよ」

　言い出しっぺの藤堂くんに向かって言うけれど……。

「陸が歌ったっておもしろくないし、それに俺は春姫の歌が聴きたい。陸だってそうだろ？　お前、春姫の歌、聴いたことないしさ」

　私の苦情を無視して、藤堂くんが陸に話を振った。

　すると、陸が私を見てはっきりと言った。

「俺も聴きたい」

「じゃあ、三対一ってことで決まりだな。よかったな、陸。春姫の歌聴けるぞ～」

　松田くんはニヤリと笑いながら陸の肩を叩いた。

　結局、私は陸の結婚式のときに歌を歌うはめになった。しかも曲は陸が作曲したラブソングに決定した。

　その後の練習は散々だった。ベースを弾きながら歌うことに慣れていないから、つい下を向いてしまうし、そのたびに陸や松田くんに「下！」って注意される始末。

　しかもこのラブソングって、たしか藤堂くんが大学のときに付き合ってた彼女のことを思って歌詞を書いて、それに陸が曲をつけたんだよね。

　当時この曲ができ上がって音合わせをしたら、陸が恥ずかしがって『俺は歌えない』なんて言ってたっけ。そんなベタなラブソング、私も恥ずかしくて歌えない。

　まるで私が誰かのために歌っているみたい……。陸へ？　いや、勘弁してよ……。

　複雑な思いで、私はひたすら練習した。
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　バンド練習から一週間近くが過ぎた。店で花の水やりをしていると、ポケットの中のスマホがブルブルと揺れた。

　仕事の手を止めてスマホを取り出すと、陸からだった。

　時計を見ると、まだ九時半。結婚式の装花についてのことかと思い、電話に出る。

「もしもし……？」

『春姫！』

　なんだかいつもと様子が違う。かなり焦っているようだ。

「どうしたの？　こんな時間に電話だなんて珍しい。結婚式の花のこと？　だったら藤田さんを通し……」

『今、時間あるか？』

　私の言葉を遮るほど必死な様子に、ただならぬ空気を感じた。

「なにかあったの？」

『大事な話があるから、お前の店の近くにあるカフェに来てくれないか？』

「今から!?　そんな急に言われても……。仕事中だし」

　ちらりと母のほうを見ると、なにかを察したのか「出かけてもいいよ」と言ってくれた。

「わかった。じゃあ待ってて」

『ごめん』

　電話を切ると、母が興味津々の顔で近寄ってきた。

「今の誰？　なんかあったの？」

「陸から。なんか話があるって……」

「あら、陸くんから？　珍しいわね」

「いつもと様子が違うんだよね。なにかあったみたい」

「じゃあ早く行ったら？　あなたにしか頼めないことかもよ」

　母はなぜかニヤニヤしながら私を見ている。

　なにか引っかかりを感じたが、とりあえずエプロンを外し「なるべく早く帰ってくるから！」と言って、店を出た。




　指定されたカフェに行くと、思いつめたような表情の陸の姿があった。こんな陸を見るのは初めてだった。

　急に呼び出された用件はというと……『奥さん役をやってほしい』だった。

　もう訳がわからなかった。

　でも一番びっくりしているのは、ＯＫしちゃった自分自身にだ。

　つい承諾してしまったが、家に帰って改めて頭の中を整理しようとしても、お願いされた内容が内容だけになかなか整理できない。

　……だって奥さんだよ。陸から届いた招待状にどれだけ涙した？　出席するかしないかでもめちゃめちゃ悩んだのに、ブーケの仕事を引き受けちゃうわ、余興で歌を披露することになるわ……。私、どうなっちゃうの？　それに、このことを松田くんと藤堂くんが知ったら、いったいどんな顔をするか。

　あ～～！　陸はウチの親にもちゃんと挨拶するって言ってたけど、こんな非現実的な話を聞いて、どんな反応するかな。……怒るよね。だって奥さん〝役〟なんだもん。いくら私の友達の頼みだからって、そんなこと許すはずないよね。ドタキャンされた人の気持ちはよくわかるとはいっても……。

　ちょっと待って！　藤田さんはこのこと知ってるのかな？　だって担当者だよ。

　あああああ！　頭が混乱する。それにドレスは？　ブーケって自分で作っちゃうの？　花の飾りつけも自分でやるの？

　どんな花嫁なんだよ……。あっ、違った、花嫁役だ……。

　一気に全身の力が抜ける。

　この結婚に愛は……ないんだよね。だって私の片想いだもん。十日間限定の陸のお嫁さんだと割り切るしかないよね。

　でも考え方を変えてみれば、十日間ではあるけれど、その間、陸は私のものだってことだよね？

　一度は陸を諦めようと思った。結婚する人を振り向かせようなんて行動力もなかったし、私は好きな人を取られてしまった過去がある。だから百恵さんのことを思うと、この想いは胸の奥にしまっておこうと決めた。

　でも状況は大きく変わった。陸は私に奥さん役を頼んだ。結婚式が終わるまでは私を見てくれる。だったら……その十日間を大切に過ごしたい。










勘違いさせないで




　陸から奥さん役を頼まれた二日後。

　今、私の横には両親が座っている。そして向かい合うように、陸と陸の両親、三つの後頭部が見えている。

「こんなことを頼めるのは春姫ちゃんしかいないんです。私どものワガママを聞いてもらえませんか」

　陸のお父さんが私の父に頭を下げた。

　十日間の花嫁の依頼。

「椎名さん頭を上げてください。事情は娘と陸くんから聞いています。娘は承諾していますし、恥ずかしながらウチも経験があるので椎名さんのお気持ちは痛いほどわかります。ですが……結婚式当日までという期間だけは守ってください。春姫のためにも……」

　父は、陸のお父さんに言うというよりは陸に対して言っているように思えた。

「もちろんです。お約束は必ず守ります。本当にありがとうございます」

　陸と陸の両親は改めて頭を深々と下げた。

　時折、陸の顔を見ると、スーツ姿で正座をして緊張しているのがよくわかる。

　普段、Ｔシャツにジーンズ姿しか見ない私に今日の陸のスーツ姿はまぶしくて、ときどき目が合うとドキッとしてしまう。

　そんな気持ちを見透かされたくなくて、私は膝ひざの上に乗せた手に目線を合わせた。




　ひと通りの挨拶を終えると、お互いの両親たちはなぜか飲み始めてしまい、気づけばかなり盛り上がっていた。理由が理由だけに、私はどうしてもその場の雰囲気になじめず、トイレに行くふりをして自室に戻った。

「あ～っ」

　ベッドに倒れ込むように寝転がるのと同時に、派手な溜め息が出る。

　本当に花嫁役をこなすことができるのかな？　だって結婚式って、誓いのキスとかするんでしょ？　きっとおでこだろうけど……。

　それに、ブーケトスとかしちゃうんでしょ？　本来ならば私が受け取る側で投げる側じゃないじゃん。しかも陸の心には私じゃない別の人がいる中で……。なのに、ふたりで幸せそうな顔をしなきゃいけないんだよね。

　明日は藤田さんとの打ち合わせで、今回の身代わり花嫁の件を話すって言ってたけど、藤田さん、どんな顔するかな。イスから転げ落ちるかも。だって二回も迷惑をかけることになるんだもんね。

　山積みの不安に押しつぶされそうになっていると、ドアをノックする音が聞こえた。

「はい」

「俺だけど……入っていい？」

　陸だった。

　私はベッドから起き上がって深呼吸をすると、平常心を装って「どうぞ」と返事をした。

　陸がこの部屋に入るのは何年ぶりだろうか。バンドを始めたころは、ここでもよく四人でミーティングをしたものだった。

　陸が部屋に入ってきて、中を見渡す。そして壁に貼ってあるflybyのポスターを見ながらフッと笑った。

「あんま変わってないのな？」

　ぶっきらぼうな言い方はあのころとなにひとつ変わっちゃいない。変わったのは私の陸に対する気持ちだけ。

「まあね。模様替えとか得意じゃないし……」

　陸はベッドとは反対側の壁にもたれるように座った。そこは昔から陸の定位置だった。

「やっぱりそこに座るんだ」

　当たり前のように座る陸になんだか笑えた。

「身体が勝手に動いてさ……」

　陸は少し照れたように笑いながら私を見上げた。

　ベッドに腰掛けていた私も陸につられるように隣に座る。これもずっと変わらない私の定位置だった。

「こうやって話すの、久しぶりだな」

　なにかを懐かしむように呟つぶやく陸の声はとても穏やかだった。

「……そうだね」

　しばらく沈黙が続く。

　陸はなにを考えているんだろう。やっぱり私ではなく百恵さんのことなんだろうな。

「春姫」

　不意に呼ばれ横を向くと、陸の顔がすごく近くにあった。

「な、なに？　顔、近くない？」

　鼓動が伝わるんじゃないかってくらいドキドキしてきた。

　陸の目がほんの少し細くなり口角が上がる。

　ただでさえかっこいいのに、その顔は反則だよ！

「近い？」

　陸は身体ひとつ分の隙間に手をついて、その隙間を埋めるように身を乗り出し、私との距離を縮めた。

　なにか言い返したいのに、陸を好きだと自覚して恋する乙女になっている私は、ただ固まってしまう。

「俺たち……結婚するんだよね」

　陸の言葉に私は無言で頷いた。

「だったらさ、このくらいのことは当たり前だよね」

　そう言ったかと思うと、瞬時に私の身体をぐいっと引き寄せて唇を重ねた。

「ん!?」

　なにが起こったの？

　あまりに突然のキスに私は目を開いたまま呆然とする。

　そしてようやく状況を理解したとき、私は陸を突き飛ばしていた。

「ちょ……ちょっと、いきなりなにするの？」

　いったい陸はどんなつもりで私にキスしたの？

　奥さん役ってだけでこんなにムードの欠片かけらもないキスをされるものかと思うと、ショックだった。

「これから結婚するってふたりがこんなリアクションだと嘘がバレバレじゃねぇ。そんなんじゃ困るよ、奥さん」

　私は心臓が飛び出そうなほどドキドキしているのに、陸は表情ひとつ変えず、むしろこの状況を楽しんでいるようだった。

　たしかにキスのたびにこんなリアクションじゃまずいと思うけど、別に人前でキスするわけじゃないんだから、予行練習の必要性はないと思う。

　大体、陸はこの一週間を乗り切ればいいとしか思っていないだろうけど、私にも気持ちってものがある。

　お互いの相手を思う気持ちに温度差がありすぎる。

　だからといって、そんなことは指摘できない。指摘しちゃったら、私の気持ちがばれてしまう。

　その上、『奥さん』とか言われて、内心うれしかったりする私もどうなんだろう。

　私の気持ち、顔に出てない？　大丈夫？

　確かめるすべもなく、ごまかすようにわざと口を尖とがらせた。

「わかってます。そのくらいの演技、やってやろうじゃん！」

　その瞬間、陸の口角が上がる。

　え？　もしかして言い方、間違えた？　私、めっちゃ上から目線だったかもしれない。本当はそんな余裕全然ないんだけど……。

　すると今度は、陸は私の顎に手を当てた。

「そんなに余裕なら、もう一度やってもらおうか？　一応、俺たち教会での結婚式なんだから、みんなのいる前でキスするんだろ？　そのときは、俺のこと大好きって演技しながらキスしろよ」

「ええええ？」

　偽にせの花嫁なんだから、せいぜいおでこにでもするものだと思ってたのに。

「『ええ？』じゃないだろ。自分の言葉には責任を持って。ほら」

　顎を持つ手に少しだけ力が入り、彼の顔が接近してくる。

　……それなら私、今だけは本当の気持ちを出していいんだよね。それが陸のリクエストだから。

　私は覚悟を決めて、そっと目を閉じ、陸とキスをした。

　陸とする三回目のキスは、今までにないほど優しく甘いものだった。

　陸は、ときどき角度を変え、わざとリップ音を出す。

「んっ……ん……」

　キスって、こんなに気持ちがいいものだっけ？　大好きな人とだから？

　私は自分の置かれている立場を完全に忘れ、陸のことが好きなひとりの女としてキスを受け入れていた。

　唇が離れると、陸がさらに口角を上げた。

「お前、めっちゃエロい顔すんのな」

「え？」

「まぁ、演技なんだろうけど……。俺のことが好きだってのが伝わるようなキスで、つい止められなかった。さすが豪語しただけのことはあるな。じゃあ明日の打ち合わせ、頼むな。九時には迎えに来るからよろしく」

「……うん」

　陸は立ち上がり、あっさりと部屋から出ていった。

『そのくらいの演技、やってやろうじゃん』なんて大口叩いておきながら、試すような陸のキスに虚しさが込み上げた。




　　　＊　＊　＊




「ちょ、ちょっとこれ……どういうことなのかな？」

　翌日、フェリシェールの打ち合わせスペースで、藤田さんは目を見開いた。まったく状況を把握できないでいる様子。

　そりゃそうだ。だって本来なら、陸の横には百恵さんがいるはずなのだから。

　さすがにバツが悪くて、私は藤田さんと目を合わすのを避け、白いテーブルをガン見することしかできない。

　緊張と驚きで空気が張りつめる中、ただひとり、能天気な男がその空気を壊した。

「顔違いますが、百恵なんでよろしく」

「はい？」

　素になった藤田さんの声が響いた。

「だーかーら、百恵とは別れたんです。でも俺の都合で、結婚式はやろうと決めたんですが、相手がいなきゃできないってわけで……春姫にお願いしたんです」

「春ちゃん、あなたはそれでいいの？」

　それは藤田さんが私の陸に対する気持ちを知っているからこその言葉だった。

　私は黙って頷いた。

「でも、すでに百恵さんの名前で招待状は送っていますし、他の印刷物などもでき上がっていますが……」

「大丈夫です。春姫には百恵として出てもらうので……」

「ええ？　それは……春ちゃんのご両親も了承した上で言っているんですか？」

「その辺も大丈夫です。先日、春姫のご両親には挨拶に伺って理解してもらえたんで、このまま準備を進めてください」

　陸の言い方に、藤田さんの眉間にシワが寄る。

「自分の損得だけで決めてもいいのでしょうか？　みなさんに嘘をつくことになりますが……。私はお客さんの考えを重視しなきゃいけない立場なので、こんなことは言いたくありません。なので春ちゃんの友達として言わせてもらいます」

　藤田さんは私をじっと見つめると、なにかを決心したように陸に視線を移した。

「はい」

　陸は返事と共に姿勢を正した。私も同じように藤田さんに視線を向ける。

「私の大事な春ちゃんを傷つけるようなことだけはしないでくださいね。あなたにとっては単なる百恵さんの代わりかもしれないけど、身代わりになって結婚式をするって、そんな簡単なものじゃありません。もし彼女を泣かせるようなことをしたら私が許さない。そういうつもりで、私はあなたたちの担当をさせていただきます」

　藤田さんは深く頭を下げた。

「藤田さん……」

　私に視線を合わせると、藤田さんは少し寂しそうな表情で私を見た。

「春ちゃんには幸せになってもらいたいから……」

　彼女には本当に心配かけてばかりだ。紺野さんのときも今回の陸のことも……。

　本当はもっと喜ぶような報告がしたいのに、それができない自分が恥ずかしかった。

「ご迷惑おかけしますがよろしくお願いします」

　今は頭を下げることしかできなかった。

　陸も「よろしくお願いします」と言うと立ち上がり、頭を深々と下げる。その表情は、さっきまでとは打って変わってとても真剣だった。




　式場を出ると一気に疲れが出た。

　結婚式の大まかな流れとか、百恵さんとの間で決めたことをひと通り聞いただけで、本当に私に務まるのかと不安がのしかかる。

　結婚式の準備は前にも一度経験をしているが、あのときは違った。あーしたいこうしたいと自分の要望をどんどん出し、藤田さんと協力して、結婚式を作り上げた。

　……すべてパーになったけどね。

　でも、今回はもうほとんど形が決まっている。考えたのは私ではなく百恵さん。正直、決められたことをやるのは決して楽しいものではない、と思った。

　ドレスに関しては、たまたま百恵さんとサイズが同じだったから、百恵さんの着る予定だったドレスを着ることになった。これも自分の意見がまったく反映されないから、おもしろくない。

　でも仕方がない。これはすべてお芝居なのだから……。

　まるで女優にでもなった気分だ。

　役になりきれ！　私は春姫じゃない……百恵さん……百恵……ああああ！　苦しい！

　重い足取りのまま駐車場に着いた。

「春姫はこれから店？」

「打ち合わせがいつまでかかるかわからなかったから、今日は休みにしてもらったよ」

　陸は車のエンジンをかけると「じゃあ早く乗って」と急かしてきた。

「陸こそ用事があるなら、私はここから歩いて帰るよ？」

「いいから早く乗れって」

　急いでいるようだったから遠慮すると、そうじゃなかったようだ。

　いつもそうだ。陸って、内容も言わずにあーしろ、こうしろって命令するんだよね。

「わかったわよ！　乗ればいいんでしょ」

　本音を言えば、少しでも一緒にいたいと思ってしまう自分がいるのだけれど、素直になれないから、ついぶっきらぼうな言い方をしてしまう。

　もっと素直で百恵さんみたいにかわいい女の人だったら、こんな言い方しなかっただろうし、陸も優しい言葉で接してくれたのかな？

　思わずそんなことを考えてしまい、自己嫌悪。

　なんとか気を取り直して車の助手席に乗り、シートベルトをすると、陸はゆっくりと車を発進させた。

　車からflybyの曲が流れている。私たちが知り合うきっかけとなったバンドだ。

　長い間、ラブソングを作らなかったバンドだったが、最近は少しずつラブソングを発表している。

　陸との話題はそんなラブソングが増えたflybyのことだった。

「ねえ……この『そのドアを叩いたら』って曲、flybyにしては珍しくラブソングだよね」

　真剣に運転している陸の顔をちらっと見た後、窓から見える見慣れた景色へ視線を移した。

「そうだね。でも俺はこの曲好きだよ。相手のことを一途に思っているんだけど、ときどき空回りする。そんなときは気づかせて教えてほしいって。達たつらしく遠回しに言ってるんだよな。俺……達の気持ちわかるよ」

　しみじみと言う陸。

　それは誰のことを思って言っているのだろう。きっと私ではない。

「でも、女は言ってくれないとわからないよ。『言わなくてもわかるだろう？』は男のエゴよ。女は男からの言葉を待つ生き物なの。この曲、私も好きだけど、女心をわかっちゃいない不器用な男の人の歌なんだろうね。こんな男が彼氏だったら彼女も大変だよね」

　音楽の話となると、つい熱く語ってしまう。

「お前もそうなの？　言わないとわからない？」

「そりゃーそうよ。言葉は必要よ。まどろっこしい言い方じゃなく、ストレートに。誰が聞いてもわかるような言葉が欲しいもん」

　陸はそれに対してなにも言わず、ただ黙って前を向いて運転していた。

　返事のない陸に、やっぱり陸は百恵さんのことを思い出しているのかもしれない、と思った。そして、彼女のことを想いながらこの歌を聴いているのだろう、とも。

　話に夢中になっていて気がつかなかったが、車は店や自宅とは別方向へ走っていた。

「ねえ、どこ行くの？　店も家も逆方向よ」

「海……」

「え？」

「お前をよく知るためにデートすんの」

　知るためって……私たちの付き合いは無駄に長いし、ある程度はお互いのこと知ってるじゃん。

　そう思ったが、私がなにか言ったところで軽くスルーされるだろうと、言葉にするのはやめた。

　デートなんて紺野さんと別れて以来だ。

　久々のデートに胸が高まるが、うれしそうな顔したら陸にいじられそうで、顔に出さないよう必死に堪えた。




　ずいぶん遠くに来たようで、どこの海だかよくわからない。

　まだ海開きには早いらしく、人ひと気けはない。私と陸のふたりだけだ。

　海の向こうには大きな夕日が空を朱色に染めていた。

　こんなに美しい夕日を見たのは久しぶりだ。いつも店の中にいるか、ときどき店先に出る程度なので、夕日が沈む様子をゆっくり見ることなんてなかった。

　ただ、陸と一緒っていうのが……。

　うれしいけど、デートだなんて宣言するから妙に意識してしまっていた。

「たまにはさ、こうやってなにも考えずに景色の変わる様子を見るのもいいだろ？」

　夕日がまぶしいのか、少し目を細める陸の姿を半歩後ろで見つめる。

「陸はよくここに来るの？」

　陸は振り返りながら「まあね」と答えると、手招きをしながら腰を下ろした。

　私もそれに続くように腰を下ろす。バッグひとつ分のふたりの距離感は、まるで今の関係を表しているようだ。

　ここ数日、バタバタした日が続いていたせいか、気持ちに余裕がなかった。だから、こうやってただ景色を見ているだけの時間は心地いい。

　陸も黙って海を見ている私に声をかけることはなく、同じようにじっと海を見ていた。




　どのくらい景色を見ていただろう。不意に陸が口を開いた。

「なあ……」

「ん？」

「ごめんな……」

「え？」

　なんで急に謝ったりするの？　別に謝るようなことはなにもないのに……。

「お前、俺と目を合わせてくれなくなっただろう。やっぱり……こんなお願いは普通に考えたらおかしいよな……」

　陸の横顔は、夕日のせいなのかはわからないが、とても寂しそうに見えた。

　違うの。目を合わせられなくなったのは嫌いだからじゃなく、陸を好きだと自覚して、どう接したらいいのかわからなくなっているから。

　だって、これって完全に片想いなんだもん。陸は私のことなんかなんとも思っちゃいないことはわかってる。

　それに、これは私がしたくてやってること。少しでも陸のそばにいたくて……。

「……なに言ってんのよ。どうせこんな役を頼めるの、私しかいなかったんでしょ？目を合わせないのは……照れよ、照れ。そんなことくらい察してよ」

　あー、私ってつくづくかわいくない女だなぁ。『気にしないで』って言えば済むことなのに。

「そうだよな。俺にはお前しかいないからな……」

　まるで愛の告白でもされているような錯覚に、思わず顔を上げて陸の顔を見たが、夕日が反射してよく見えない。

　でも口元だけはとても優しそうに微笑んでいるように思えて、私の胸はギューッと締めつけられた。

　気づけば夕日は沈んでいて、空には星がうっすらと見え始めた。

「……腹減ったな」

　陸はゆっくり立ち上がると、お尻しりについた砂を両手で払い、手を差し出してきた。私はその手を取り、ぐっと力を入れて立ち上がった。

　お尻の砂を払おうと陸の手を離そうとするが、離してくれない。

「陸？　私も砂を払いたいから、手……」

　離して、と言おうとしたが、陸は離すどころか一層強く握りしめ、私をグイッと抱き寄せた。

「り……陸？　ちょっと……」

「腹減った」

「それはわかったから。ご飯、どこかで食べよう？　でも……この体勢はどうかと思う」

「俺が欲しいのは……こっちなんだけど？」

　目の前が一瞬暗くなったかと思うと、陸に唇を塞ふさがれた。

　驚いて足踏みするが、陸は「バタバタしないの。俺、食事中だから」と言うと再び唇を塞ぎ、なにも言い返させてくれなかった。

　陸がどんな思いで私にキスしたかなんてわからない。もしかしたらこれからの一週間を乗り切ろうと気合いを入れたのかもしれない。

　ただ、そのキスはとても甘く優しくて、時間が許す限りこうしていたいと思ってしまうようなものだった。

　こんなキスしたら本気で勘違いしちゃうよ！　だって愛情があるのはきっと私だけなんだから……。










それぞれの思い




　翌日、店先で開店準備をしていると、よく知った顔がふたつこっちに向かって歩いてきた……というより目が合った途端、小走りに。

　そして開口一番。

「春姫！　陸から聞いた。お前本気かよ！」

　その顔は少し怒っているようだった。

　陸が自分で話すって言うから私からは連絡しなかったが、いつ話したのよ陸は。どう考えたって、昨日とか一昨日って感じだよね。

　なんとなく叱られているように感じて、思わず視線を逸らしながら「陸の言った通りです……」と答えると、ふたりの男……松田くんと藤堂くんは思いっきり溜め息をついて、肩を落とした。

「マジかよ……」

　松田くんは頭を抱えながらしゃがみ込んでしまった。

「ちょ、ちょっと、なんでそんなに落ち込むわけ？　だって今回のは、あくまでお芝居なんだよ」

　そう、お芝居なの、悔しいけど。だから、そんなにあからさまに落ち込まれても困るというか……てか、松田くんがここまで落ち込む必要はないのでは？

　そう思ったが、さすがに店先で大の男がしゃがみ込む姿は目立つと思い、両親に事情を説明し、二階の休憩室へと移動した。




「はい……コーヒーどうぞ」

　小さなローテーブルを挟んで向かい合うように座るふたりにコーヒーを差し出す。

　三人同時に無言でマグカップに口をつけると、また同じタイミングでテーブルにマグカップを置いた。

　陸から花嫁役のことを聞いてわざわざここに来たということは、私に聞きたいことがあるんだろう。

　私は小さく深呼吸をすると、ふたりに視線を向けた。

「で、陸からはどこまで聞いたの？」

　覚悟を決めて問いかける。

　最初に口を開いたのは藤堂くんだった。

「昨日の夜遅くに陸から百恵ちゃんとの結婚が白紙になったって連絡が来たんだ」

「昨日？」

　昨日、海から帰ってから連絡したの？　遅すぎじゃない！　こういう大事なことはすぐにでもこのふたりに話すべきだったのに、陸ったらいったいなに考えてんの？

「そう。で、白紙になったけど結婚式はするって言うからまた驚いてさ。そしたら結婚相手が春姫っていうから、いったいどうなってんだよって話でね。しかも俺らは急きゅう遽きょ、新婦側の席に座ってほしいとかお願い事もいろいろされてさ。で、詳しく聞くなら陸より春姫だろうと思って、来たってわけ」

　一気にしゃべって疲れたのだろう、藤堂くんは再びコーヒーを飲んだ。

「百恵さんとの結婚がダメになったのは本当よ。陸と付き合っていたけど、ずっと忘れられない人がいたみたい。それでダメ元で告白したら相手の人も百恵さんのことが好きだと分かって……。その上、彼との間に赤ちゃんができたらしいの」

　そこまで言うと、ふたりは顔を見合わせながらかなり驚いていた。

「でも式まで約一週間、今キャンセルするとキャンセル料がかかるし、陸の会社での立場も悪くなるでしょ。それで、結婚式当日まで私が百恵さんになってあげることになったの。もちろん花嫁さん役だから実際には籍も入らないし。それに、ウチはこの通り自営でしょ。本当の式じゃなくても、周りへの影響は薄いから」

　笑顔で元気にしゃべっている自分がとても滑稽に思えてしまう。

「春姫は……春姫はそれでいいの？」

　今まで黙って聞いていた松田くんが、まるで私の心の内を読み取るかのように鋭い質問をぶつけてきた。

　それでいいなんて思ってない。この数日、百恵さんとして陸の横に並び、幸せそうな演技をする姿を何度想像しただろう。

　みんなから祝福を向けられても、陸の心の中には私ではない人の姿がある。籍だって、もちろん入らない。それは納得済みで花嫁役を了承したけれど、でもそんなのは本心じゃない。本当の意味で祝福を受けたいし、陸の心にいる女性は私だけにしてほしいと思う。籍だって……。欲を言えばきりがない。

　そのくらい私の中は陸への想いでいっぱいだけど、どれも叶わないのはわかっている。

　それでもそばにいたいと決めたのは、ほかでもない自分だもん。

「……うん」

　一瞬、松田くんは目を見開いたようだったが、すぐに表情を元に戻して頷いた。

「春姫が納得してるなら俺はなにも言わない。俺らも式が成功するよう協力するよ！」

「ありがとう。がんばるよ」




　それからしばらくすると、ふたりは帰ると言って、一度は店の前まで出た。すると松田くんが「あ！　ごめん藤堂。俺、二階に忘れ物しちゃったから、先に歩いててくれ」と言って、私の手を掴み再び二階へと上がった。

「松田くん、忘れ物って……」

　部屋には忘れ物らしきものはなかった。

「春姫は、本当は陸のこと好きなんだろう？」

　いきなりの直球に私は固まった。

「な……なに言ってるの？　いきなり……私は友達として……」

「好きじゃなきゃ、こんな無茶なこと引き受けたりしないだろ。なあ、いつ自分の気持ちに気づいた？　頼む、教えてくれ」

　こんな怖い顔の松田くんを初めて見た。私の両肩を強く掴み、まるで尋問されているようだった。

　ダメだ……松田くんには隠し事はできない。

「……招待状が届いたときよ。遅すぎでしょ～」

　笑って見せるも、松田くんは表情を変えようとはしなかった。

「同じ質問するけど、春姫は本当にそれでいいの？　もしかしたら陸の心に春姫はいないかもしれないんだぞ。名前だって春姫じゃなく百恵で式を挙げるんだよ。みんなからの祝福だって……」

「わかってる！」

　気づけば涙が溢れていた。

「春姫……」

「わかってるけど、好きなんだもん。好きだって気づいちゃったんだもん。そりゃあ苦しいよ、私に百恵さんを重ねているんだもん。だけど、どんな理由でも私は少しでも陸のそばにいたいの。陸の……陸の役に立ちたいの、だから……」

　言葉を遮るように松田くんに抱きしめられた。

「わかった。もう言うな。……くそっ。こんなことなら、春姫が自分の気持ちに気づく前に俺のものにしてしまえばよかった」

「松田くん？」

　どういうこと……？

「好きだった……」

「え？」

　いきなりの告白に心臓がバクバクしてきた。

「春姫が陸のこと好きだったことなんか、ずっと前から気づいてた。でも、いつも否定するから油断してた」

「松田くん……私……」

　だが、その先の言葉は松田くんの言葉で掻き消された。

「大丈夫。俺の入る隙すきがないのはずっと前からわかってたから……」

　松田くんは悲しそうに笑った。

「え？」

　言っている意味がわからず問いただそうとしたが……。

「大丈夫だよ。陸なら……」

　松田くんは言いたいことだけ言うと、抱きしめていた腕を離し、そのまま私を残して階段を下りた。




　　　＊　＊　＊




　松田くんからの告白から数日が経った。

　結婚式の細かな準備は陸がほぼやってくれたらしい。私は自分の式に使うブーケやらアレンジメントの準備に忙しく、海に行った日以来、陸とは会ってない。

　メールや電話はしているけど、会話といっても事務的で、本当にこんなふたりが結婚するの？と思ってしまう。

　実際、お芝居なんだけどね。

　ふと時計を見ると約束の時間が迫っていたことに気づき、式場へと向かった。

　披露宴会場の最終確認をしたかったからだ……といっても今日は花屋として。藤田さんにお願いしたら、今日は平日で空いていると教えてくれたのだ。




　会場に到着すると、藤田さんが待っていた。

「春ちゃん！」

「藤田さん。今日はすみません、無理言って……」

「いいのよ～。それよりもなんだか大変ね。自分の結婚式なのに花の飾りつけやら、自分のブーケも作らなきゃだしね……」

　事情を知っているだけに藤田さんも複雑な心境なんだろう。

　苦笑いしつつ、バッグの中からデジカメを取り出した。

「今日は最終確認みたいなものです。今回は、店である程度土台を作っておいて、ここでは手直し程度に済ませないと当日、間に合いませんもんね。その代わり、前日はかなり忙しくなりそうですけど……」

　藤田さんは両手を自分の頬に当て、同情した様子で「そんな～」と深く溜め息をついた。

「そりゃあ今回は非常事態だけど、式の前日ぐらいちゃんと睡眠とらないとだめよ。一応花嫁さんよ。お化粧のノリだって違うのよ。今はブライダルエステなんて当たり前の時代で、みんなやってるのに、春ちゃんはなんにもなしでいきなり挙式と披露宴。それなのに……」

　藤田さんの気持ちは痛いほどわかる。でも私は本当の花嫁じゃない。陸と一緒にいられるのはうれしいけど、あくまで私は百恵さんの代わりなの。

「藤田さん心配してくれてありがとう。でも私、こう見えても肌は丈夫だし、徹夜も平気だから」

　私はガッツポーズをして見せたが、藤田さんの顔は不安そうなままだった。




　店に戻ると陸が店に来ていた。

　たった三日会わなかっただけなのに、なんだか久しぶりな感じがする。

「どうしたの？　なにかあった？　仕事は？」

　約束もなしに来るもんだから、つい矢継ぎ早に質問をしてしまった。

「なにかなきゃ会いに来ちゃいけないのか？　今日は有休を取ったんだよ。俺すっげー余ってるし」

「……別にそんなんじゃないけど」

　急に来たらドキドキしちゃうじゃない！

　……とは言えないから視線だけを逸らした。

「ちょっと見てもらいたいものがあってさ」

　そう言って陸は一枚のディスクを差し出した。そして、奥にいる母に二階を少し貸してほしいと言った。

　部屋に入ると、陸はＤＶＤプレーヤーの電源を入れた。

「それ貸して」

　手に持っていたＤＶＤを陸に渡すと、それをセットして私の隣に座った。私も続いて座る。

「なに見るの？」

「ん？　披露宴のときに使うふたりの記録？」

　ふたりの記録って？　付き合っていない私たちにそんなものがあるなんて思ってもいないから、首をかしげながら画面を見た。

　すると、いきなり私の生まれたころの写真が写った。

「え!?　なにこれ。これって私よね……」

　もう一度よく見て確認しようとすると、今度は男の赤ちゃんの写真が写った。

「これは俺」

　記録って、そういうことなのね。でも、いつの間にこんな……。

　私が驚くのは想定内だったらしく、陸は私の母から写真を借りたと言った。

　しばらくすると幼稚園の入園式の写真が出てきた。

「このころの春姫を知らないから、新鮮だった。それにかわいいしな」

　小さいころの自分に向けて言われただけなのに、陸に『かわいい』と言われて心臓がバクバクする。

　次に目に入ったのは陸の入園式のときの写真だ。

　冗談抜きでかわいい。目がぱっちりして紺色のスモックがやたら大きく見えた。

「陸もかわいいよ」

　きっと陸の子供もこんなかわいい子になるんだろうな、と勝手に妄想してしまう。

「だろ？　きっと俺の子供もこんな感じで絶対かわいいぞ」

「どこからくるのよ。その自信は……」

　まるで私が考えていたことを当てられたようで、私は焦っているのがばれないようにそっけなく言った。

　陸はなにも答えなかったが、なんだかうれしそうに見えた。

　それからモニターには、小学校、中学とお互いの写真が映し出された。そして私たちが出会うことになる高校時代……。

　陸との出会いは今でも鮮明に憶えている。

　大好きなflybyがきっかけで意気投合した私たちは、いつしかバンドを組むようになった。

　当時の写真のほとんどは、ライブの様子や練習のときにふざけて撮った写真だった。

「このころ、本当に陸ってモテてたよね。私なんか『恋愛処理班』なんて名前までつけられて……大変だったんだから」

「ごめん……」

「別にいいよ。あのときは本当に悪いなんて思ってなかったの知ってるしね」

　ほんの少しの嫌みに陸は苦笑いをしながら画面を見つめていた。

　高校を卒業すると別々の大学に進み、会うのは練習とライブのときのみ。画面に映る写真もこのころから枚数が激減する。しかもライブ後の集合写真や打ち上げでお酒を飲んでいる様子など、似たような写真ばかりでメリハリに欠ける。

「写真、ないだろ」

「まあ少ないけど、それは仕方ないんじゃないの？」

「そういうことじゃなくて！　恋人らしい写真が一枚もない……ないんだよ」

　急に強い口調で言う陸の言葉に驚いていると、陸はＤＶＤの電源を切って立ち上がった。

「だから……行くよ」

「な……なに？　行くってどこへよ」

「いいから。時間がないから早く行くよ」

　手を掴まれて立ち上がり部屋を出ると、陸は母に私を借りると言った。

　母はなにか知っているかのようにニヤリと笑ったかと思うと、私のバッグを差し出した。

「あと三日で式だから今日明日は仕事休みなさい。明後日はブーケやアレンジメントを作らなきゃいけないから無理だけど……」

「でも……」

　しかし母は私ではなく陸のほうを見て、「後はよろしくね」と言った。




　陸は車に私を乗せると、私の家の方向へと車を走らせた。

「ねぇ、陸？　どこに行くの？　ねぇってばー。教えてくれなきゃわからないじゃない！」

「とりあえず……春姫んち」

　陸は運転しながら答えた。

「私の家って……行ってなにすんの？」

「だから、思い出作りだって！」

　それだけ言うと、私がなにを質問しても完全にスルーだった。

　家に着くと、陸は私に普段着じゃなく、ちょっとしたお出かけ着をいくつか用意しろと言った。

「だから、服を用意していったいなにをするの？」

「さっき見せたＤＶＤじゃ、俺らがラブラブだってことがまったく伝わってないと思わなかった？　俺たち結婚するんだよ。だったら少しでもふたりで楽しんでるところを見せる必要があるだろ」

　たしかにツーショットなんてほとんどなかったが、だからといって服を、しかもいろんなバージョンで揃えろって、陸がいったいなにを考えているのかわからなかった。

　だけど、あまりに陸が急いでいるようだから、これ以上、追及するのはやめた。

「……どのくらい必要なのよ」

　要件だけを聞くと、陸は口角を上げた。

「どのくらいでもいいよ。それと今の服は完全に仕事着だから着替えて。春姫のイチ押しにね。俺は車の中で待ってるから」

「え？　これじゃダメって……ちょっと陸？」

　私の声など届いていないかのように、陸は片手をヒラヒラさせながら家を出た。

「イチ押しって……なによそれ」

　口を尖らせながら呟いたものの、陸が楽しそうに『春姫のイチ押しにね』なんて言うからドキッとした。

　あんな言い方反則だよ。

　私は胸の高鳴りを抑えるようにクローゼットを開けた。




　――コンコン。

　車のガラスを軽く叩くと、陸は車から降りてきた。

「荷物を後部座席に……」

　途中まで言いかけて、その場に立ちつくす陸。

「陸？」

　陸はハッと我に返り、私の持っていた荷物を奪うように掴むと後部座席に置いて、ドアを勢いよく閉めた。

「お前……それ……反則だろ……」

　陸はぼそぼそと呟いたけれど、しっかり聞きとれなかった。

「え？　なに？　反則？」

「いや、なんでもない。早く乗れよ」

　そっけなく言うと、陸は助手席のドアを開け、私を中へ促した。

　せっかくイチ押しの服を着たのに、なにも言ってくれないの？

　アイスブルーの膝上十センチのオフショルダーワンピースに、ストラップ付きのウェッジサンダル。私にしてはずいぶんがんばった。

　それなのに、横を向けば陸はただ真っすぐ前を見て運転してるだけ。

　……どうせ、陸の心の中には私なんかいないんだよね。

　そう思ったら、なんだか虚しくなってきた。

　せっかくがんばったのに無言の陸にショックを受けて話す気にもなれず、下を向いていると……。

「……似合ってる」

　信号が赤になったとき、前を向いたまま陸が少し照れたような顔で呟いた。

「え？」

「こんなかわいい姿を初めて見て……なんて言ったらいいかその……わかんなくてさ」

　ちょっと！　いきなりそんなこと言われたらドキドキしちゃうじゃない。

「あ……ありが、とう」

　きっと私、すごく顔が赤いよね……。

　このままでは陸に気持ちがばれちゃいそうで、私は咄とっ嗟さに横を向いた。




　それから車で走ること一時間。着いた場所は『フラワーパーク』だった。

　たくさんの温室と世界の有名な庭園を模した庭のある、花のテーマパークのようなところだ。入り口から数十メートル歩いたところには大きな花壇があり、そこには色とりどりの季節の花が植えられていた。

「やっぱ春姫っていえば花かなって思ってさ……。ここで誰かにツーショット写真を撮ってもらおう」

　どうやらここで、ＤＶＤに収める写真を撮るつもりらしい。

　思い出って、即席で作れるんもんなんだな。

　そう思ったら、少しテンションが下がった。そのとき……。

「すみません。写真を撮ってもらえませんか？」

　声をかけられて振り向くと、五十代くらいのご夫婦だった。

「いいですよ」

　陸が笑顔で答える。

　花壇の前に並ぶふたりは、とても仲がよさそうだった。旦那さんは奥さんの腰に手を回すのだけれど、そのひとつひとつの動作がとても自然で、奥さんのことを大切にしているのが見ているだけで伝わってきた。

　私にこんな未来はあるのだろうか……。

　目の前の夫婦につい自分を重ね合わせてしまう。だけど、たった十日間の花嫁役では、二十年後はとても想像できない。

　もしも願いが叶うなら、今隣にいる陸と、このご夫婦のようになりたい。それができないのなら、せめて写真の中だけでも幸せそうなカップルに見られたい。

　そう思いながら私はふたりを見つめた。

「春姫」

「……ん？」

　陸に呼ばれて慌てて返事をすると、「俺たちも撮ってもらおう」と陸が提案した。

　そうだった。やるべきことをすっかり忘れていた……。

　陸は私の手を掴むと、さっきご夫婦が立っていた場所まで移動した。

「素敵なカップルね」

　奥さんが私たちに笑顔で声をかけてくれる。

「ありがとうございます」

　陸は慣れた様子で返事をするが、私はそれどころじゃない。陸がさっきのご夫婦がしていたように私の腰に手を回してきたからだ。

「陸……恥ずかしいよ……」

　小声で文句を言うが、陸は笑顔を崩さない。

「いいからいいから。笑顔で、ね」

「そうそう！　笑ったら、今より美人さんになるよ」

　ご主人からも似たようなことを言われ、顔が真っ赤になる。

「なんだか私たちの若いころを思い出すわ。ね、お父さん」

　ご主人は奥さんに視線を向けると、笑顔を見せて頷いた。

　違うんです。私たちはあなた方が思っているような恋愛をしているんじゃないんです。

　すべて偽り。どんなに彼のことを思っていても、この想いを伝えるつもりも、勇気もない。少しだけ夢を見ているだけなの。この写真だって……。

　いろいろ考えてしまい、自分が今、どんな表情をしているのかわからなくなっていた。

「春姫、笑って。俺のために……」

　陸の顔を見ると、とても優しい眼差しで私に微笑んでいる。

　どうしよう……。こんな顔されたら、本当に私のことが好きだって勘違いしてしまう。

「はい、撮れたよ」

　ご主人の声にハッとする。

　陸は私から離れると、ご主人のほうへ駆け寄った。

「あっ！　いいですね」

　撮ってもらった写真を確認して、満足そうに微笑む。

「彼女の笑顔も素敵だし、君の彼女への想いが写真に出ているね」

「わかります？」

　陸は少しおどけて見せた。

「私なんか久しぶりにドキドキしたわ。いいわね～。あなたたち、本当に想い合っているのね。お兄さん、彼女のこと大事にしなきゃダメよ」

　奥さんは目を細め、両手を握りしめながら頷いていた。

「はい」

　陸のその声は迷いがないように聞こえた。

　するとご主人が私に近づいてきた。

「写真ありがとうございました」

　慌てて頭を下げた。

「お嬢さん。彼はあなたのことをとても大切にしているよ」

「え？」

「後で写真を見せてもらうといい。僕は素人だけど、君たちふたりの表情はすばらしかったよ。だからね、そんな今にも泣きそうな顔をしてちゃダメだ。この写真のように笑ってなきゃね。それに彼は君のことを愛してる。もっと自信を持ちなさい。そして彼を手放しちゃダメだよ。……なんだか君たちを見ていたら昔の自分を思い出したよ」

「え？　昔の自分？」

「そう。だけど、その話はまた今度。もしここでまた会えたら教えてあげるよ。じゃあ」

　ご主人は奥さんの元へ行くと、陸に挨拶をしてその場を立ち去った。

『彼を手放しちゃダメだよ』とご主人は言ったけど、私がどんなに思っても、あのふたりのようにはなれない。だけどせっかくだから、あのご夫婦の昔の話を聞きたかった……。

「は～るひ」

　陸に呼ばれて顔を向けると、とてもうれしそうな顔をしていた。

「どうしたの？　そんなニコニコしちゃって」

　陸はデジカメを差し出した。

「これ最高にいい写真だよ。これならいけそうだよ」

　モニターに映る写真を見て、目を見開いた。

　そこに写っている陸はとても大切なものを見るような目をしていて、私はというと少し目を潤ませて陸を見つめている。

　胸の奥がドキドキした。

　偶然が重なってこんな写真が撮れたのだと思うけど、それでもこの写真の中のふたりは本当の恋人のようだった。

　だけど、この写真……。

「どうして私たちのアップなのよ！　背景ないじゃん！」

　でもやたら気に入った様子の陸を見ていたら、自然と笑みがこぼれた。

　あともう少しだけ夢を見させてもらおう……。




　一日でいろんなところに行って、とにかく写真を撮った。三カ所目くらいになると、なんだか慣れてきて自然な表情が作れるようになった。

　とはいえ、即席の思い出写真。そこに本当の思い出などない。

　これから先、今日撮った写真は自分の中でどんな思い出として残るんだろう……。

　車に戻ると、陸は今日撮った写真をずっと見ていた。きっと披露宴で使う写真の構成を考えているんだろう。

「使えそうな写真は一、二、三枚か～。でも、やっぱりこれが一番いいな」

　そう言って差し出したデジカメに写った写真は、フラワーパークで最初に撮ってもらったアップのものだった。

　陸は身体をぐっと私に近づけて、写真を指差した。

「この春姫の顔、なんか色っぽいんだよね。目が潤んでて。ねぇ、なにを考えてた？」

「え？」

「単にドキドキしたとかって顔じゃなかったよな。なにかを考えて目を潤ませた。そうでしょ？」

　息がかかるほどの近さで問いかけられ、私は視線を泳がせた。

　陸のことを考えてたなんて、言えるわけないじゃない。

「……意味なんかないよ。眠たかっただけ」

　自分でも情けないと思うほどのこじつけの理由を陸は信じるはずもなく……。

「へ～。眠くてあんな色っぽい顔ができんなら、ずっと寝不足でいろよ。俺が襲ってやるからさ！」

「ちょ、ちょっと、なに言ってんの。冗談やめてよ」

　上手にかわすことができず、強い口調で返してしまった。

「あははは。お前が冗談みたいな理由を言うからだろ？　で、本当のところは？」

　なんでそんなにしつこく聞くのか理解できなかった。

　単なる好奇心？　それともおちょくってるの？

　私はイラ立ち気味に質問で返した。

「なんでそんなこと、陸に言われなきゃいけないの？　だったらなんで陸はこんな優しい顔すんのよ！　誰を思ってこんな優しい顔してるのよ」

　言った後に後悔した。

　こんな言い方じゃ、まるで私以外の人を思っていたんでしょって、嫉しっ妬としているようなものだ。今の言葉を取り消したい。

「ごめん！　今のは……」

　言葉のあやで、と言おうとしたが、陸の言葉に遮られた。

「お前以外に誰がいるって言うんだよ！　バーカ……」

　しかし、陸も言った直後にハッとした顔をした。

「だから……その……これは披露宴でみんなが見る写真だからさ……」

　バツの悪そうな言葉に、改めてこれが嘘で塗り固められた証拠写真だと気づかされて、胸の奥に痛みを感じる。でもそんな自分は知られたくなかった。だから……。

「……私も同じ気持ちよ。一応、陸のお嫁さんの百恵さんなんだから、それらしくしなきゃって思っただけ。演技よ、演技」

　自分に言い聞かせるように言った。

「春姫……」

　帰りたい。きっと今の私は本当に泣きそうな顔をしているから……。

　陸は結婚式が無事に終わることだけしか考えていないのに、私は自分の立場を忘れてしまうところだった。

　それからしばらくふたりの会話は途切れた。車内に流れるラジオの音すら耳に入ってこなかった。

　その間、私の頭の中には、昼間出会った中年の夫婦の言葉がぐるぐると駆け巡っていた。

『彼は君のことを愛してる』

　たしかにあの写真にはそう写ったのかもしれない。でも、私にはそう思えなかった。

『手放しちゃダメだよ』とも言われたけど、手放されるのは私のほう。でも、どうせ手放されるくらいなら、もっと貪どん欲よくになってもいいのかな、とも思う。

　まぁ実際にはそんな勇気ないんだけどね。

「は～る～ひ～」

　呆あきれたような顔で陸は私を呼んだ。

「え？」

「何回呼べば返事してくれるのかと思ったよ」

　すっかり自分の世界に入り込みすぎて、名前を呼ばれていたなんて気づかなかった。

「ごめん。なに？」

「さっきのことだけど……」

　車が大きな公園の駐車場に止まった。

「さっき？」

　なんのことかわからず首をかしげると……。

「その……写真の……こと」

「……うん？　あれがどうしたの？　撮り直したいとか？」

　外はすっかり暗くなったけど、この公園でも撮り直しくらいできるだろう。

　私は車を降りようとドアに手をかけた。

「違う！」

　陸の大きな声に、身体がビクッとなった。

「あ……ごめん。いや……あのときさ、本当に春姫のことだけを思っていたんだ。決して披露宴用だからとかじゃなく、春姫を見てたら……」

　陸の顔が一気に近づき、息がかかる距離まで近づいてきた。

「え？　……あっ……なに？　……私を見たらなんなの？」

　目の前にあるのは、フラワーパークで撮ったあの写真と同じ顔だった。とても愛おしいものを見るような眼差しで私を見つめている。

　その瞳に、陸ヘの感情が一気に込み上げてくる。

　苦しい……。そんな目で見ないで。自分の感情をコントロールできなくなる。

「や……」

　私は溢れる感情を押し殺すように、『やめて』と言おうとした。しかし、その言葉は陸の唇で塞がれた。

　どうしようもないくらい好きな相手からのキスに、全身に力が入らなくなった。そして唇がほんの少し離れたとき……。

「キス……したくなったんだ」

　陸の口から出た言葉に、このままどうなってもかまわないとさえ思った。

　どうしよう……。今ここで本心を伝えたら、私は楽になれるんだろうか。

　いや、なるかもしれないけど、百恵さんのことを好きな陸にとって、私の本心はきっと重荷になるだろう。今のキスだって、少しでも結婚式がうまくいくようにするためのムード作りでは？

　初めて陸とキスをしたのは、紺野さんとの結婚が破談になった日。あのキスは結婚がダメになったことよりも衝撃的だった。

　でも、あのときよりも今は何倍も苦しい。だって、恋ってこんなに苦しいものなのだと初めて知ったのだから……。

　陸の中には百恵さんへの想いがたくさん残っているはずなのに、どうしてそんな優しく甘いキスをするの？　勘違いしちゃうじゃない。欲張りになっちゃうじゃない。

　陸を突き放さないと後で泣くのは自分だってことはわかっているのに、キスされるたびにほだされてしまう。

　何度も角度を変えながら繰り返されるキスを、私は陸の服を掴んで受け入れていた。

　いったん唇が離れて見つめ合う。しかし陸はなにも言わない。代わりに再びキスが落とされる。

　どうしてなにも言わないの？　陸にとって、このキスの意味は？

　そう思ったら身体が勝手に陸を拒絶した。掴んでいた服から手を離して、その手で陸の胸を強く押す。

　唇は弾けるように離れて、お互いの視線だけがぶつかっている。

「春姫……」

　陸は少し驚いた様子で、私の頬に手を当てた。

「……やめて」

　聞こえるか聞こえないかくらいの弱々しい声で訴えるが、その手は離れなかった。

「どうして泣くの？」

　泣いているなんて、言われるまでまったく気がつかなかった。

　陸は自分の親指で私の涙を拭った。

「…………」

　答えられるわけがない。もしここで本音をぶつけたら結婚式なんてできない。

「春姫？」

　陸の親指だけじゃ拭いきれないほど涙が溢れ出る。

「……さしく……優しくしないでよ！　こんなキスしてくれなくたって、結婚式ではちゃんと陸の相手を務める。だから……こんなキスしないで！」

　涙を拭う陸の指を跳ねのけ、睨みつける。震える唇をなんとか動かして、今の気持ちをぶつけた。

「春姫……おい……落ち着けよ。春姫……」

　その続きを聞くのが怖くて、私は手の甲で涙を乱暴に拭いながら、咄嗟に言葉を繋げた。

「知ってる？　今日最初に写真を撮ってくれたあの中年のご夫婦、私たちを見てなんて言ったと思う？　『彼は君のことを愛してる。もっと自信を持ちなさい。そして彼を手放しちゃダメだよ』なんて言ったのよ。陸、どんだけ役者なの？　笑っちゃうよ。でも……勘違いされたこっちはいい迷惑よ」

　思ってもいないことを口にすることで、自分の本心を隠し通そうとした。

「……お前、それ本心なの？」

　陸は驚いた様子で私を見ると、私の両肩を掴んだ。

　なんで陸がそんな寂しそうな声で聞くの？

　私は唇を噛みながら、真っすぐな陸の視線を逸らすように横を向いた。

「なぁ、今のは本心なのかって聞いてんだよ！」

　声を荒らげる陸に私も同じような口調で答えた。

「本心に決まってるでしょ？」

「じゃあなんで……あんなキスすんだよ。嫌ならすぐに拒絶したらいいだろ。拒絶したくない理由があったんだろ？」

　なんでそんな意地悪な質問するのよ……。

　悔しいのと悲しいのと苦しいので、おかしくなりそうだった。

「……意味なんかない」

　そう答えた瞬間、陸はハンドルを思いきり叩くと、そのままなにも言わず車のエンジンをかけた。

　それから陸は私の家に着くまでひと言も言葉を発することはなかった。




　家の前に車が止まると、私は荷物を持って助手席のドアを開けた。なんて声をかければいいのかわからず黙って降りる。そのとき……。

「春姫」

　陸が私の名前を呼んだ。だがその声は淡々としたものだった。

　私は涙をぐっと堪えながら立ち止まり、振り返ることなく陸の言葉を待った。

「じゃあ、ワガママ言いますが、結婚式よろしくお願いします」

　ワントーン下がった陸の声と言葉に、力なく息を吐いた。

　私は背中を向けたまま「はい」とひと言だけ言葉を返した。

　車の動く音と共に、涙がとめどもなく溢れ、目の前の玄関のドアノブも歪んで見えた。

　鍵かぎを開けて家に入ると家の中は真っ暗だった。

　まだ両親は店にいるのだろう。

　両親がいないことにほんの少し安あん堵どした。

　今、自分の顔を誰にも見られたくなかった。涙でぐしょぐしょで鼻水も半端なく出ている。

　私はバスルームへ直行するとバスタブにお湯を入れた。なんとなくここから離れたくなくて、蛇口から出るお湯をボーっと見つめる。

　このお湯のようになにもかも洗い流してくれたら、楽になれるのに……。

　結婚式の奥さん役は自分で望んで引き受けたことだった。陸が好きだと気づいたから、短い間でも一緒にいられるなら身代わりでもよかった。私じゃない別の人を重ねていてもいいと思った。

　でも、こんなにも苦しいものだとは正直、思いもしなかった。

　どんな優しい言葉も仕草も、すべて私へ向けられた本心ではない。それなのに、都合よく考えて自分の置かれている立場をときどき忘れてしまう。

　いや、忘れるんじゃなくて忘れたふりをしていた。そして現実を思い出し、そのたびに落ち込む。

　恋ってこんなに苦しいものだったんだね。

　これまでいくつかの恋愛を経験したけれど、こんなにも苦しいと感じたことはなかったと思う。

　それって、今までの恋は本物じゃなかったってこと？　本当の恋っていうのは、もしかして心をえぐられるような苦しみも伴うものなんだろうか……。

　こんな気持ちのまま、三日後には、私はウェディングドレスを着て陸の横で偽の花嫁を演じなければならない。しかもそのドレスは百恵さんが着るはずだったもの。百恵さんが着たいと思ったドレスを着て、百恵さんになりきって微笑まなければならない。そして、百恵さんがいいと思った料理や引き出物が出席した人たちに配られる。

　そのどこにも私という存在がない。……私はそれでいいの？

　自問自答しても、答えはノーだった。

　ほんの少しだけ私らしさを出しても罰は当たらないと思う。

　そう思ったら、いてもたってもいられなかった。

　私はお湯を止めると、いったんバスルームから出て、スマホを取り出した。

「もしもし」

『もしもし……あら春ちゃん。どうしたの？』

「藤田さん、お願いがあるので明日、式場に行ってもいい？　詳しいことはそのとき話すから……」










ウェディングドレス




　翌日、藤田さんに会うため、式場を訪れた。

「春ちゃん、どうしたの？　なにかあった？」

　式が明後日だということもあり、急なトラブルかと思ったようだ。

「トラブルじゃなないんだけど……こんなこと頼めるの藤田さんしかいなくって」

「とりあえず話を聞こうか……」

　私たちがイスに座ると、式場のスタッフがタイミングよくコーヒーを運んできてくれた。

「ウェディングドレスの変更って、できますか？」

　いきなり本題に入ったため、これには藤田さんもかなり驚いた。

「ドレス変えるって……式は明後日よ。なにかあったの？」

　私は首を横に振った。

「私が百恵さんの変わりに花嫁として出ることはちゃんと理解しているし、しっかり役目も果たそうと思ってるんです。でも、なんか苦しくて……。陸が一生懸命、式の準備をしている姿を見てるのも、辛いんです。だって、それは私のためでもなんでもない。なんか私、いつの間にかワガママになってて……」

　とりとめのない私の言葉にも、藤田さんはただ黙って、優しい眼差しで聞いてくれた。

「……代役の分際でこんなこと言うのはおかしいとわかってるんです。それでも、陸に私という存在を憶えておいてほしいって思っちゃったんです。そう思ったら、こんなことしか考えられなくて……」

「春ちゃん……」

「こんなお願い、無理なのは承知です。でも陸にだけは……百恵さんではなく私の存在を一瞬でもいいから感じてほしくて……」

　泣きそうな気持ちを必死に堪えて、思っていることを藤田さんに吐き出した。

「それで、せめてドレスだけは自分の選んだものがいいと思ったのね」

　私は黙って頷いた。

「……う～ん。正直に言うと明後日っていうのはね……かなり厳しいわね」

「やっぱり無理ですよね……」

　一気に肩の力が抜けて落胆した。すると……。

「でもね……う～ん。これは本当に個人的なことなんだけど、私が結婚式で着たドレスなら貸せるんだけど」

「え？　それ本当ですか」

　思わず立ち上がってしまった。

「うん。体型も似ているし、サイズはね、大丈夫だと思うんだけど……」

「なにか問題でも？」

　藤田さんはためらいがちに話し始めた。

「今流行りのドレスとはほど遠いものよ。クラシカルと言えば聞こえはいいけど、実は私の母が着たものなのよ。正直に言えば、百恵さんが選んだドレスのほうが今の時代に合ってると思うんだけど……」

　私は首を思いっきり横に振った。

「それ、すばらしいじゃないですか！　藤田さん、そのドレスをぜひ貸してくれませんか？」

　すると、しばらく黙っていたが、藤田さんがＯＫしてくれた。そしてスマホを差し出した。

　そこに写っている画像には、ウェディングドレスを着た藤田さんの姿があった。

　藤田さんのお母様が着ていたものは、その当時からすればかなり大胆なデザインだったと思う。

　スイートハートネックにローズのポイントがあしらってあり、大きめパフスリーブはオフショルダーにすると背中がかなり見える。

　前はかわいらしく、後ろはセクシーという感じ。着方のバリエーションがいくつもありそうなデザインだった。

　藤田さんの話によれば、一九七〇年代のものらしいのだけれど、それはとても素敵なもので、まったく時代を感じさせなかった。

「素敵です。どうしよう、ブーケどうしようかな……」

　百恵さんのドレスを着ると決まったときは、オーソドックスなブーケでいいかなくらいにしか思っていなかったのだが、藤田さんから見せてもらった写真を見たら、テンションが上がってきた。

　かわいいブーケを作りたい！　それが本物の結婚式じゃなくても……。




　　　＊　＊　＊




　普通の花嫁さんなら、きっと挙式の前日は、今まで育ててくれた両親と独身最後の日を特別な思いで過ごしているのだと思う。

　決して私のように焦ってはいないんだろうな……。これまで、自分の結婚式のブーケや装飾を自分でする花嫁がいただろうか？

　結婚式を明日に控えた私は、目の回るような忙しさに追われていた。

　朝から接客はせず、店の奥の作業場でひとり黙々とブーケを作っていた。すると、ポケットの中のスマホが着信を知らせた。電話の相手は藤堂くんだった。

「もしもし？　どうしたの？」

　松田くんとは定期的にメールや電話のやり取りをしていたが、藤堂くんが連絡をくれるのは珍しかった。

『いや、明日結婚式だろ？　でも春姫って結婚式の花の仕事を受けてたんじゃないかなって思い出してさ』

「そうだよ。明日、午前中に挙式でしょ？　だから今日の夜には装飾用のお花のセッティングに行かなきゃならないし、その前にブーケも作らなきゃで、かなりハードなんだ」

『だよな～』

　それから少しの沈黙が続いた後……。

『わかった。で、装飾用の花の搬入って何時？』

「え？　一応、夜の九時にってお願いしてあるけど……どうして？」

『その仕事、俺らにも手伝わせてくれよ』

　思いがけない言葉に驚いて、言葉がすぐには出てこなかった。

「……え？　でも藤堂くんだって毎日忙しそうだし」

『なに言ってんだよ。一応、春姫と陸の結婚式だろう？　だから俺と松田で手伝いに行くよ』

「本当？　すごく助かる。藤堂くん、ありがとう！」

『いいって。それよりも今日はダッシュでやるよ。じゃないと、明日は目の下にくまができるぞ！　俺はそんな花嫁なんか見たくないからな』

　言い方は厳しいけど藤堂くんなりに私のことを心配してくれているようで、胸の奥がじわっと温かくなるのを感じた。

　電話を切ると、私はブーケ＆ブートニア作りを再開した。

　もともとはティアドロップ型のブーケにしようと思っていた。カサブランカにバラ、カラーなどの生花にグリーンを足してまとめるつもりだったけれど、藤田さんから借りたドレスがアンティークだったので急遽、プリザーブドフラワーに変更した。

　ラウンド型で白をベースにした配色だ。微妙な色の変化でアンティーク感が出るよう、バラの花を何色が用意して作った。

　コロンとしたまんまるなブーケは、自分で言うのもなんだけど、とてもかわいらしく仕上がった。

　かわいすぎる感も少々あるけど、あのドレスにはこれくらいでちょうどいい。

　本物の結婚式じゃなくても、参列した方々に『よかった』『素敵だった』と言われたい。

　でも……ブーケトスは、やっぱりやるんだよね。私も一応、独身なんだけどな……。

　これ、けっこう力作だから、自分で投げて自分で受け取るのはありなのかなぁ、なんて思ったりもした。

　続いて、ブーケに使った花を使って陸のブートニアを作った。

　私がブーケとブートニアを作っている間、両親も装飾用のアレンジメント作りを手伝ってくれた。ここである程度作り上げたものを搬入し、会場で少し手直しをする予定だ。




　夜の八時半ごろ、約束通り松田くんと藤堂くんが手伝いに来てくれた。父と一緒に花を車に積み込むと、てきぱきと動いてくれた。

　会場には、遅い時間にもかかわらず藤田さんも駆けつけてくれて、準備は順調に進んだ。

　一時間半ほど作業に集中して、八割方でき上がり、一息ついたころ……。

「春姫……あんたは先に帰ってなさい。残りの作業は私とお父さんでやるから」

　テーブル席の花のアレンジのセッティングを終えた母が私のバッグを差し出した。

　私を気遣ってのことだけど、明日が忙しいのは私だけではない。ここにいるみんな同じだ。

　自分だけ先に帰ったってゆっくり眠れるわけがないし、今回のことでは両親をはじめ、藤田さんや松田くん、藤堂くんにも迷惑をかけている。

「でも、この仕事は自分がやると決めたことだから、途中で投げ出せないよ」

　みんなの視線が私に向けられる。すると、母が近づいて私の手を取った。

「春姫の仕事に対する熱意は伝わった。だけど、母親としては明日に結婚式を控えている娘の体調も気になるのよ。どんな理由にせよ、あなたは明日、花嫁になるのよ。今日は先に帰ってゆっくり身体を休めてちょうだい」

　この場にいるみんなも母の言葉に頷いた。

「お母さん……」

「てかさ～、そのための俺らじゃないの？」

　しんみりとした空気を変えるように、藤堂くんが言った。

　私は、みんなの好意をありがたく受け取ることにした。深呼吸をして頭を下げる。

「今回は本当にご迷惑かけてしまって申し訳ありませんでした。明日は友達の陸のために花嫁役を精一杯がんばりますので、ご協力お願いします。……そしてお父さん、お母さん。本当の結婚式じゃなくてごめんね……」

　父も母も首を横に振りながら、優しく微笑んでくれた。

　あ～本当は、『今まで育ててくれてありがとう』と言いたいところなんだけどね。

「春ちゃん、後のことは任せてちょうだい」

　藤田さんがガッツポーズを見せると、藤堂くんが私のそばまで来て、肩を叩く。

「安心しろって。みんな楽しんでやってるんだからさ。それよりも夜ふかしすんなよ」

「ありがとう……みんな」

　私はもう一度、深く頭を下げた。

「春姫」

　気づけば、松田くんが私の横にいた。

「ほらほら。お礼はもう十分聞いたから、さっさと帰れ」

　結局、みんなから、明日の化粧のノリが悪くなるから早く風呂に入って寝ろと言われ、無理やり帰された。







第二章










偽彼女と偽彼氏




　結婚式の前日。

『もしもし椎名さん？』

「はい」

　電話は俺と春姫の担当である藤田さんからだった。

　夜に装飾花の搬入があり、春姫とその両親、そして松田と藤堂が式場に行くと聞いていた。

　俺は、そこにいる春姫以外の人にどうしても聞いてもらいたい話があった。なので、藤田さんに頼んで春姫を早めに帰し、連絡をくれるようお願いをしていた。

　春姫は無事帰ったようで、俺は急いで式場へと向かった。

　俺の本心を……そして作戦を聞いてもらうために。




　――百恵と出会ったのは会社の先輩に無理やり参加させられた合コン。

　百恵はかわいらしい声とお嬢様っぽい服装で、男受けしそうなイメージだった。他の男連中はみんな目をつけていたと思うが、俺はまったく興味がなかった。

　彼女は、どちらかというと合コンなんか参加したくないというオーラを全身から出していたからだ。

　決して近い場所ではなかったが、百恵となぜか何度も目が合った。

　普通ならここで運命を感じて恋愛に発展するって展開になるのかもしれないが、俺たちの場合そういったことは一切なかった。

　自慢するわけではないが、俺は黙って酒を飲んでても周りの女からいろいろと話しかけられる。彼女はいるのか。趣味はなにか。

　少しでも自分との共通点を見つけようと必死な女の相手は正直、面倒くさい。

　それは百恵も同じように見えた。先輩なんか必死にアピールしているのに、そっけない態度で答えている百恵の様子は、少し離れた場所にいた俺にもわかったほどで、まるで自分を見ているようだった。

　俺のほうも最初は女たちが猛アピールしていたが、俺があまりにもつまらなさそうに話すから、脈がないと感じて早々に離れていった。

　ときどき先輩から「もっと愛想よくしろよ！」と言われたが、別にこんなところで彼女を作りたいとか思ってない。「俺の中にはひとりの女しかいないから」と適当に返事をすると、先輩もそれ以上のことは言わなかった。

　店員からラストオーダーと告げられ、みんなが一斉に最後の飲み物をオーダーしているときに俺は席を立ち、喫煙所で煙草を吸っていた。

　途中で消えられないようにと会費は清算直前に回収と言われていたため、まだ帰れないことを思い出す。

「あ～面倒くせ～。早く帰りて～」

「……私も」

　独り言に誰かが賛同したことにびっくりして横を見ると、そこには百恵がいた。

「あっ、どうも……」

「あなた、面倒くさそうに飲んでたわね」

「そういうあんたもだろ？」

　百恵はフッと笑った。

「ねえ……この後、一緒に飲まない？」

　面倒くさいと言いながらも『一緒に飲まない？』なんて誘うなんて、こいつは策士かと思った。しかし……。

「はっきり言うけど下心なんかさらさらないから、安心して」

　それは男のセリフじゃないか？

　俺は口をポカンと開けたまま百恵を見つめてしまった。

「どうすんの？　飲むの飲まないの？」

「飲む……」

　なぜか即答していた。




　合コンの後、俺と百恵はそれぞれの誘いをうまくかわし、別の居酒屋で飲み直していた。

　合コンのときとは打って変わって、百恵はものすごいピッチで飲み始めた。驚いたことにかなりの酒豪らしく、顔色ひとつ変えずに飲む百恵の姿には感心するほどだった。

　そんな百恵が生ビールを四杯ほど飲んだころ、とんでもない頼みを持ちかけてきた。

「ね？　お願い。あなただったらきっと有あり村むらさんも……。だから、彼氏のふりしてくれない？　これでもしあの人がなにも反応を示したりしなかったら私……そのときは諦める。だから、お願い。少しの間だけ彼氏のふりをして！」

　目が点になるようなお願いだった。

　出会ってまだ数時間しか経ってないのに、いきなり彼氏のふりをしてくれって……。

　よくよく話を聞くと、百恵には高校生のときからずっと想いを寄せている男性がいるとのことだった。

　百恵のふたつ上の先輩で有村という名前らしい。その男に五回も告白をして、全敗。

　普通なら諦めるんだろうけど、百恵の中に〝諦め〟という言葉はなかったらしい。

　どこからそんなパワーが出てくるのだろう。

　さっきの合コンの様子を見ていればわかるが、けっこうモテるタイプだと思う。それでも全敗するって、どんな理由なんだ？

「引き受ける、受けないはちょっと置いといて、振られた理由はなに？」

　百恵は口を尖らせながら不服そうな目で俺を見た。

「……妹にしか見れないんだって！　最悪じゃない？　妹って、遠回しに『絶対ない！』って言われてるようなものでしょ。でも、どんなに諦めようとしても諦められないの。好きで好きで仕方ないの。あんたにこの気持ちわかる？　この胸をえぐられるような気持ち……」

　胸をえぐられるような気持ち……？　あるに決まってるじゃねえか！

　そう叫びたい気持ちをぐっと堪えて、「ある」とだけ呟くように言った。

　百恵はそんな俺の言葉を聞き逃さなかった。

「あるって……あんたもそういう片想いの相手がいるんだ……」

　意外そうな顔でマジマジと顔を見られ、思わずジョッキのビールを一気飲みした。

「……いるよ。いるけど……あんたって言い方はないだろ？　仮にも彼氏役を頼んでる相手だぞ。俺の名前は椎名陸。あんたは？」

「城しろ田た百恵。百恵でいいよ。どうせ今日から陸は私の彼氏役なんだからさ」

　口角をぐーっと上げた百恵の顔が憎たらしく見えた。

「おい！　俺はまだやるとは……」

　だが百恵のトークは止まらない。

「もう！　いいじゃない。ね？　……そうだ！　さっき陸も片想い中みたいなこと言ってたでしょ？　私もその彼女の前では陸の彼女のふりしてあげる。もし陸のことが気になるなら、なにか動きが出るかもよ。運がよければ振り向いてもらえるかもよ」

　全部仮定の話じゃないか。しかし、とんでもない女に引っかかった……。

　百恵はどうだか知らないが、俺の場合、春姫には相当ダメ男だと思われている。

　まぁ思われても仕方がないか。高校時代は恋愛処理班なることをやってもらい、大学時代も女にだらしない姿を散々見られた。

　春姫の結婚がダメになったときも、力になれるのは自分しかいないとか勝手に思い込んで駆けつけたはよかったが、想いが一気に溢れ出てきちゃって、春姫の気持ちなど考えもせず勢いに任せてキスまでして……。しかもその後のフォローもなにもできないくせに、心のどこかで春姫の結婚がダメになったことを喜んでいた。

　案の定、何度か電話をしたが出てくれるはずもなく……気がつきゃ、一年以上も経っていた。

　まったく最低だよ。春姫のことを好きなのに友達期間が長すぎて、今さら好きと正面からぶつかる勇気もない。ヘタレもいいとこだ。

　だから百恵に偽の彼女役になってもらったとしても、『よかったね』とひと言で終わりそうだ。

「陸？」

「は？」

「『は？』じゃないの。お願いね！」

「……彼氏役って、いったいなにすればいいんだよ」

　すると百恵の口角が最大まで上がった。




　結局、会って数時間で俺は、百恵の偽の彼氏にさせられた。

　多分あの勢いで頼まれたら、どんな男も首を縦に振らざるを得なかっただろう。それぐらいの色気……ではなく威圧感があった。

　要するに必死なんだよな、こいつも。

　とりあえず、偽彼氏を引き受けるに当たって、俺たちは取り決めを作った。

　一緒にいるときはとにかく彼氏彼女として演じること。軽いボディタッチはＯＫだがそれ以上はしない。お互いの頼みは極力協力する。ただし不必要に会わない。

　ほとんど百恵の考えたルールだった。

　気がつけば日付が変わっていたので、その日はお互いの連絡先を交換し、解散した。




　　　＊　＊　＊




　それから二週間後、百恵から電話が来た。偽の彼氏としての初仕事だ。

　地元の仲間との飲み会で、百恵の片想いの相手だという有村って人も参加するようだ。百恵はそこで俺を紹介したいらしい。

　正直こういうのが一番面倒くさい。愛想を振りまくのは得意じゃない。バンドのライブでも、ＭＣはほとんど松田に頼んでたくらいだ。でも引き受けた以上、行くしかない。

　了承すると、『詳細はメールするね』と一方的に電話は切られた。




　　　＊　＊　＊




　当日、百恵が『事前に打ち合わせをしたい』とのことで、少し早めに近くのカフェで待ち合わせた。

　そこで俺は再び固まった。もちろん百恵に、だ。今日で会うのは二回目だが、どこをどう見ても……。

　前回の合コンと違うだろう。

　目の前に現れたのは、〝かわいいお姉さん〟だった。

「なによ？」

　百恵は不機嫌そうに俺を見ると、アイスコーヒーのストローに口をつけた。

「いや、前回とはまた違う服装に驚き中なんだよ。……で？　本当はどっちよ」

「……こっちってことにしておいてよ。有村さんの前ではいつまでもかわいい女の子でいたいもん」

　ワンオクターブも高い声で話す百恵に空いた口が塞がらなかった。

「……お前……やっぱ怖いわ」

「どうとでも言って。私はこのキャラで通すよ。陸の彼女役でもこのキャラでいくからよろしくね！」

　もうここまで来たら頷くしかなかった。




　その後、百恵の彼氏として飲み会に参加した。百恵を何度も振った有村という男はスーツの似合うイケメンだった。

　誰にでも優しくする癖の悪さは気になったが、本人はそれをわかってない。

　そう、無意識なんだよな。あれは罪だ……って、俺も人のこと言えないんだけどね。

　これは百恵も大変だ、と同情さえした。

　で、飲み会での百恵はというと……必要以上に俺に甘えたふりをしてきた。見せつけてる感たっぷりで。

　俺はそれに必死に付き合っているのだが、どうも百恵には不服な点が多かったらしく、何度か足を蹴られた。

　でも仕方がないだろう。会って二回目でめちゃめちゃラブラブなふりをしろというのがそもそも無理な注文なんだから、大目に見てほしい。

　一方、有村さんは百恵を何度も振ったくらいだから彼女なんか眼中にも入ってないと思っていたが、飲み会の間に何度も視線を感じた。

　まるで俺に対して敵意を向けているようにも見えて、居心地が悪いったらありゃしない。

　もしかすると、この作戦、案外いい方向に行くのでは……？




「今日はありがとう。次は陸のお手伝いをするよ」

　飲み会が終わり居酒屋を出ると、俺はみんなから少し離れた場所で百恵に小声で話しかけられた。

「手伝いって、なにしてくれるんだよ」

「とりあえず、いきなり私が彼女の前に登場するのもなんだから、まずは陸の友達に私を紹介してよ。あんたバンドやってんでしょ？」

「……まあな。でも今は活動休止中でメンバーともあまり会ってない」

「じゃあ……連絡取り合って、近いうちにセッティングしてね！　とりあえずそのメンバーの誰かとの飲み会」

　百恵は口角をぐっと上げ、俺を覗のぞき込んだ。

「お前、本当に飲むの好きだよな」

「そういう陸だって好きでしょ？　さっきもずーっと飲んでるか、苦笑いしてるだけだったしね」

　そう言うと、またあの〝かわいいお姉さん〟スマイルに戻って腕を組んできた。

　ここまでさっと切り替えができるのは、ある意味天才だと思った。

　すると、さっきの飲み会で一度も百恵に話しかけなかった有村が俺たちのほうにやってきた。

　俺は慌てて頭を下げると、有村もためらいがちに頭を軽く下げた。

「百恵……」

　有村は俺をちらっと見ると、遠慮がちに百恵を呼んだ。

「……なに？　有村さん」

　百恵も百恵で、本当はうれしいはずなのに俺の腕に自分の腕を回しながら、そっけなく返事をした

　こいつは女優か、と思うほどの演技力に感心してしまう。

「あ、いや……いい彼氏ができて……よかったな」

　有村は笑顔を向けていたが……。

　んん？　なんか本当にうれしいとは思っていない感じがするぞ？

「うん！　素敵でしょ？　陸……彼ね、バンドのヴォーカルやってるのよ」

　俺の歌なんか聞いたことないくせに……。

「そうなんだ……。陸くんだっけ、百恵のことよろしくお願いします」

　いきなり頭を下げられ、一瞬困惑してしまった。

　だってすごく悲しそうな顔してるじゃないかよ……。

「俺みたいなのでいいんですか？」

　その言葉に百恵のほうが驚いて一瞬目を見開いた。だが俺は有村さんの顔をじっと見た。

　この男、絶対百恵のこと気になってる。ただ、それに気がついているかは別問題だけど。

「いいも悪いも俺が決める権利はないし、俺は百恵が幸せになってくれれば……」

『そんな辛そうな顔して、なにキレイ事言ってんだよ！』と言いたかったが、百恵が泣きそうな顔しているのを見て、留まった。

　帰り際、案の定、百恵に怒られた。

「なんであんなこと言ったのよ！」

　だけど俺は謝らなかった。

「百恵さ～、死ぬ気でがんばってみたら？　あの有村って男……」

「え？」

「やたら百恵のほうを見てたし、嫌いじゃないのはわかった。ただ見た感じ鈍感そうだから、自分の気持ちに気づくのに時間かかりそうだな。隕いん石せきが落ちてきそうな大事件でも起きない限り……。大変ちゃー大変だわな」

「…………」

　百恵はなにも言わなかったが納得しているように見えた。

　俺は無性にこいつの恋を応援したくなった。百恵がうまくいけば、自分の恋もうまくいくのではないかと思えてしまったから。




　　　＊　＊　＊




　あの飲み会から一週間が経った。

　またしても百恵からの招集だ。しかし今回の主役は俺らしい。

　予定通り、直球勝負ではいかず外堀から攻めるとのこと。

　それで俺は松田に電話をした。彼女ができたから紹介したいので一緒に飲まないか、と……。

　松田は少し考えていたようだが、ＯＫしてくれた。

　そのことを百恵に報告したら、『私に任せて』と自信満々な様子。

　なにをたくらんでるのかさっぱりわからないが、一度乗った船は下りられない。ここまで来たら、行けるとこまで行ってやると決めた。










想定外なライバル




「おー。遅いぞ！　松田……えっ、春姫!?」

　なんで春姫が松田といるんだよ。電話じゃなにも言ってなかったじゃないか……。

「ごめんごめん。さっきまで仕事してたのを無理やり連れてきたんだ。な？　春姫」

　松田と春姫は互いの顔を見て楽しそうに微笑んでいた。

　なんだかいい雰囲気なオーラが出まくってるじゃねえか……。落ち着け……落ち着け、俺。

「元気そうだな」

「そっちも……」

　春姫との一年半ぶりの会話はそっけないものだった。

　テンションが下がりかけたとき、女優・百恵が本領を発揮した。

「ねぇ？　陸くんのお知り合いなの？」

　ちらりと春姫の顔を見ると複雑そうな顔をしている。

　本当は否定したいところだが、俺の彼女は一応百恵になってるから、なりきることにした。

「俺のバンド仲間」

「へー、陸くんってバンドやってたのね。百恵も陸くんが演奏するところ見たいな～」

　百恵の演技力はすごかった。

　俺がバンドをやっていることはすでに知っているのに、声まで作って知らないふりをするとは……。

　素の百恵を知っている俺は、そのぶりっこぶりが恥ずかしいくらいだった。しかも目の前のふたりもどん引き気味。

　正直、俺のタイプじゃないキャラだよな……。

　しかも百恵は完全に俺の彼女としてこのテンションをキープするものだから、俺もそれに合わせて春姫たちにラブラブぶりを見せつけるのはかなり疲れた。

「え～っと。とりあえずさ、座ろうよ」

　松田のナイスなひと言で、鳥肌トークがいったん終了した。

　ふたりが向かいのイスに座る。

「俺は、松田優斗。陸とは高校からの付き合いで、同じバンドでギターをやってます。で、こちらは内田春姫。ベースをやってて、俺の彼女です」

　は？　おいおい、ちょっと待てよ。聞いてないし……つーか、どういうこと？　おい、嘘だろう？

　あまりに俺の動揺が悪目立ちしすぎていたのだろう。百恵からの蹴りが入った。

「内田……春姫です。よろしくね」

　なんとなくぎこちなさを感じたが、春姫は『彼女』と紹介した松田の言葉を否定しなかった。

　マジかよ。俺の計画は出だしから失敗かよ……。

　しかし、うなだれそうになる気持ちをなんとか奮い立たせ、百恵を自分の彼女だと紹介した。

　その後のことは正直あまり憶えていない。俺の頭の中は松田に春姫を取られたショックが大きかったからだ。

　百恵はそれでも必死に俺の彼女役をこなしてくれたが、俺の意識は松田と春姫の会話に向いていた。

　あのふたりの仲のよさを自分の視界に入れたくない。てか、もう帰りたい……。

　そんな気分だった。




　一時間半ほどで、俺たちは店を出た。

　百恵はいい感じに酔ったマネをして俺の腕にしがみついている。

「俺、百恵を送っていくから。またな」

　春姫の顔をまともに見られず、松田に声をかけた。そして踵きびすを返すと、松田がなにかを言いかけたが、それを春姫が止めた。




「本当にあんた、どんだけヘタレなのよ。あれじゃあ彼女だって、あの松田くんって人になびくわよ」

　春姫たちの姿が見えなくなった途端、しがみついていた腕をパッと離した百恵の顔は怒りに近いものだった。

「仕方ないだろ？　ふたりが付き合ってたなんて知らなかったんだから」

「知らなくても一応私があんたの彼女なんだからね。あんな、もの欲しそうな顔で春姫さんをちらちら見てたら、もろバレで計画もなにもないでしょ？　……まったく！演技する私の身にもなってよね」

　腰に手を当て眉間にシワを寄せる姿は、自分の母親かと思うほど。これが本当の百恵だなんて誰が思うだろうか。

　自分のダメさ加減に肩をがっくり落としていると……。

「でもさ、まったく脈がないとは言い切れないね。ただ、かなり時間がかかりそう。それこそ私が先週、陸から言われたことをそのまま返すよ。隕石が落ちてきそうな大事件でもない限り、大変ちゃー大変だわね、って」

　百恵は口角を上げ、思いっきり上から目線で、したり顔だ

「俺だって、さっきの飲み会で大変だってことは十分わかったよ」




　それから百恵を家まで送り届けて帰宅してからも、あのふたりの顔がずっと頭から離れなかった。

　ソファに倒れ込むように寝転がり、大きく伸びをする。

　疲れた……。それもこれも松田が春姫を連れてきたからだ。しかも、マジでアイツら付き合ってたのかよ。

　ショックだった。

　俺はずっと春姫が好きだった。

　恐らく高校生のころからだと思うが、当時はそれを表に出そうとは思わなかった。仲間としても大切な存在だったから。もし春姫が俺以外の男と結婚しても、友人としてなら長く付き合える。友人なら、よっぽどひどい喧けん嘩かをしなければ関係が崩れることはない。

　だけどこれが恋愛となると話は変わる。だから俺は友達でいることを選択した。

　誤算だったのは、アイツの結婚がなしになったときだ。

　あのときは気持ちが揺らいだし、アイツを欲しいと思った。でも、それが間違いだった。結局、連絡を取らないまま一年半が経った。

　久しぶりに会ったかと思えば松田の彼女とか……どうなってんだよ。

　自分の動揺を気づかれたくなくて百恵とばかり話をしていたら、結果的に春姫を避けるような形になった。

　こんなんで、あの計画がうまくいくのか？　本当に大丈夫なんだろうか……。

　悶もん々もんとしながらいろいろ考えていると、突然電話が鳴った。松田からだった。

「お……おー。さっきはどうも……」

　平常心でいようと思うが、どうも無理っぽい。

『なにも聞かないんだな』

「なんのことだよ」

『春姫と俺のこと』

　直球だな。聞くのが怖いからに決まってるじゃないか。だけど、そのままスルーするのはよろしくないよな。

「けっこうお似合いだったよ。付き合い長いのか？」

『……違うよ。彼女じゃないから。お前が彼女を連れてくるのに俺ひとりじゃ間が持ちそうになくて、春姫に頼んだ。でも陸がこのままでいいって言うなら……俺、本気出すから』

　マジかよ。春姫は松田の彼女じゃなかったんだ。

　さっきまでの沈んだ気持ちが一気に安堵に変わったかと思いきや、今度は別の不安がのしかかる。

　松田が前に『好きな人がいる』って言ってたのは春姫のことだったんだ。まさかこんな近くにライバルがいたとは思いもしなかった。

　悔しいけど、仲よさそうに話をしているふたりの姿は本当の恋人に見えた。

　でも俺、このままでいいのか？

　そう思うと、なんて返せばいいのかわからなかった。

『お前が春姫のことを好きなのはずいぶん前から知ってたよ。今日連れてきた百恵ちゃんだって、どうせ本気の彼女じゃないんだろ。でも、本当にいいの？　春姫とは恋人より友達っていう繋がりを選んだみたいだけど、今日俺が春姫を彼女だと紹介しただけで、あんなに動揺してたのに』

　松田には俺の感情がだだ漏れだったようだ。百恵とのことが本気じゃないのもばれていた。

「……わからないんだ」

　多分、それが俺の本音なのかもしれない。

　春姫に対してどうしたらいいのかもわからないし、好きだって言っていいのかもわからない。

『たくさん悩めよ。でも俺もそんなに辛抱強くないから。一応宣戦布告しておくよ』

　そう言って松田は電話を切った。

　くそっ！　なにが『たくさん悩め』だ。松田に言われる前から悩んでるよ。もう一年半も前からね……。
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　春姫と再会してから三週間が過ぎた。

「話ってなによ」

　俺は今、百恵の勤務している会社近くのカフェにいる。いつもなら大概、俺が百恵に呼び出されるんだが、今回は違った。だらだらと百恵と偽の恋人を続けることに焦りが出たからだ。

　発端は松田からのあのひと言だったと思う。

『たくさん悩めよ。でも俺もそんなに辛抱強くないから。一応宣戦布告しておくよ』

　このままだと本当に松田に春姫を取られるかもしれない。その前に早くなんとかしなきゃいけない。それに、百恵も百恵で平行線が続いているようだった。

　それなら、大きな賭かけに出て、ふたりとも決着をつけるしかない。

「なぁ、結婚しない？　俺たち……」

「……はい？」

　百恵は豆鉄砲でも食らったような顔で俺を見た。

「だーかーらー。俺たち結婚しない？」

「ない……ないない。ありえない」

　百恵の顔には、『なにバカ言ってんの？』と言いたげな表情が浮かんでいる。

　想定内のリアクションだが、こうも全否定されると男としてどうよと思いたくなる。

　だけど今はそんな場合じゃない。

「話を最後まで聞けよ。ありえないのは俺だって同じだよ！　いいか、まずは結婚式場を決めて本当に結婚すると見せかける。その間に百恵は有村さんにちゃんと告白をする。俺は、春姫に百恵と有村さんのことを話して、結婚がなしになったと言う」

　百恵の会社近くのカフェだ。誰が聞いてるかわからない。俺は向かい合う百恵との距離を近づけるため身を乗り出し小声で話した。

「はぁ～」

　百恵は俺の話をただ口をポカンと開けて聞いていた。

「春姫にはギリギリに伝えて、今式場をキャンセルしたらキャンセル料がバカにならないし、俺の会社での体裁もかなり悪くなるから、百恵の代わりに花嫁役を頼めないかと話をする……」

　百恵はなにかを考えるようにコーヒーをひと口飲んだ。

「ってことは、お互いに本気モードで相手にぶつかるってことね。私は有村さんに告白。陸は春姫さんに私の代理を務めてもらいつつ、ちゃんと本当の気持ちを言うってことね」

「ああ、これが俺たちの最後のミッションだ」

「……それは決定事項なのね」

　俺は黙って頷いた。

「ちなみにうまくいかなかった場合は？」

「そんなこと、やる前から言うなよ……」

　俺の言葉に百恵がくすっと笑った。

「な、なんだよ」

「陸にしてはすごいことを思いついたなって思ったの。あんたかっこいいけどかなりヘタレなとこがあったから、心配していたんだけどね。でも、ちょうどよかったのかな？」

「ちょうどよかった？」

「実はさ、縁談話が来てるのよ。私も若くないじゃん？　親がめちゃくちゃ焦っててさ。紹介できるような人がいないなら、父親の会社の部下でいい人がいるからってその人と……。だから、どうしたって有村さんに告白するのはこれが最後のチャンスなの」

　百恵も百恵なりにいろいろあるんだな。それなら、この計画はなんとしてもやり遂げないといけない。

　まずは春姫が花嫁役を引き受けてくれるかどうかわからないが、松田に取られるくらいなら、俺はどんな手段を使っても振り向かせてやる！
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　数日後、俺は百恵に呼び出された。百恵は、自分にも時間がないからと早速、式場をピックアップしてきた。

「はい、これ」と目の前にパンフレットを差し出される。式場の名前を見て、なにか引っかかりを感じた。

　すると、百恵は口角を上げてフッと笑った。

「春姫さんって、ここで式を挙げようとしたんだよね」

「なんでお前……」

　そんな場所まで知っているのか、と聞きたかったが、言葉を遮られた。

「バーカ。最後まで聞きなさいよ。ここに春姫さんを担当した藤田さんって人がいるのよ。彼女ならきっと力を貸してくれるはず」

　どうやってそういう情報を手に入れたんだよ……。

「どうせ大金をはたいてやるなら、協力してもらえそうな人はどんどん使わなくっちゃダメよ。春姫さんには少し酷かも、と思ったけど、藤田さんはこの計画を実行する上でかなり力になってくれると思う」

　そこまで調べてもらって、嫌だとは言えない。

　しかしなんで百恵はそこまで協力的なんだ？

　偽の恋人を提案したのは百恵のほうだったが、こんな突拍子もないことを言い出したのは俺だ。それに百恵には今、縁談話が出ていて、自分だって本当は大変なときなはず。ここまでしてくれるのには、なにか理由でもあるのんだろうか？

「なあ、どうしてこんなに協力してくれんだ？」

　俺の問いかけに百恵はフッと笑った。

「あんたのためだけじゃない。みんなが幸せになるために決まってんじゃん」

「わかった。じゃあ本気出すぞ。百恵には少し迷惑かけるけど、よろしく頼む」

　百恵に頭を下げた。

「とりあえず、今すぐに式場へ行ったところでいきなり藤田さんに会えるとは限らないから、ちょっと時間ちょうだい。アポだけ取って、決まり次第メールする」

　百恵は時計を見ると、立ち上がった。

「なんだ……用事でもあるのか？」

　俺もつられるように立ち上がると、百恵は口角を上げてニヤリと笑った。

「ナイショ」

　そう言って先に店を出た。
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　後日、百恵から【週末にアポが取れた】とメールで連絡が来た。

　ふたりで式場に行くと、百恵は俺に「少し後ろで待ってて」と言い、受付の女性になにやら話をしに行った。

　すると、受付の女性がどこかに電話をかけ始め、それが終わると百恵は振り向き、俺に向かってＶサインを送ってきた。

　受付の女性に笑顔で『ありがとう』とお礼を言って、俺の元に戻ってくる。

「藤田さん、もうすぐ来るって」

　どうやって藤田さんを指名できたのかと聞いたら、先日カフェを出た百恵はひとりで式場に来て下調べをしたらしい。

「いきなり藤田さんを指名するよりは、きっかけを作っておけば楽でしょ？」

「さすがだわ」

　彼女の行動力に心の底から感心する。

　すると、急に真面目な顔をした百恵に「あなたは余計なことは言わない。私に話を合わせておけばいいから」と釘くぎを刺された。

　だから打ち合わせでは、俺はほとんど無言で相あい槌づちを打っているだけだった。

　その間、百恵は話をじゃんじゃん進めていく。しかも本当に楽しそうに藤田さんにいろいろ話をするもんだから、本当にこのまま俺たち結婚すんじゃねえの？って思っちゃうぐらいで、一瞬焦る。

　だけど、こんなこと本当にうまくいくのだろうか。

　自分で言ったこととはいえ、こんな手の込んだことをしたにもかかわらず春姫にあっさり断られたらどうするんだ？という不安はある。

　きっと人生で最初で最後の大きな賭けだ。

　百恵が一生懸命藤田さんと話をしている間、俺は春姫のことばかり考えていた。




　打ち合わせが終わり式場を出ると、さっきまでのラブラブな雰囲気は一切なくなった。

　不機嫌そうな顔で三歩先を歩いてた百恵がピタッと足を止め、振り向く。

「ねぇ！　もうちょっと仲のいいとこ見せつけないとダメじゃない！　なによさっきの……完全に自分だけ別世界にいたよね。困るんだよね～。打ち合わせ中に私以外の女の人のこと考えるの。わかってると思うけど、今は私が婚約者なんだからね」

　なんだか会社の上司に嫌みを言われているような気分だった。

　百恵は今後の予定をひとりぶつぶつ言いながら、また俺の半歩先を歩き始めた。

「なぁ……」

「はぁ？」

　面倒くさそうに返事されるのには慣れたが、俺限定っていうのは毎度のことながら嫌なもんだ。

　有村さんにはこんな返事しねぇのにな……。

「有村さんにはいつ告白すんだよ」

　ぴたっと百恵の足が止まる。

「……明日」

「明日？」

　あまりに急すぎて、驚いた。

「でも、私の結果がどう出ようと、この計画はこのまま進めてね」

　振り返りもせず真っすぐ前を向きながらしゃべる百恵に、俺はなにも言い返せなかった。

　ただ心の中で、がんばれ……と強く願った。










最初のハッピーエンド




　翌日、仕事から帰ってきて缶ビールを三本空けたとき、百恵から電話がかかってきた。

　俺が『もしもし』と言う前に百恵の興奮した声が聞こえ、思わずスマホを耳から離す。

『陸！　陸！　どうしよう～』

　その声からは、これから聞く内容がいいことなのか悪いことなのか、判断できなかった。

　ただひとつ言えるのは、百恵の声がいつもの声ではなく有村さんに話しかけるときの声だということ。

「おいおい……落ち着けって。どうした？」

　そう言えば告白するって言ってたっけ……。じゃあ、まさかその報告？

　ここまで一緒に戦ってきた同志。なんだか俺まで緊張してきた。

『あのね、あのね……有村さんが……有村さんが……』

「有村さんがどうした？」

　もったいぶった言い方にこっちまで焦る。俺は唾つばを飲み込んだ。

『……結婚してくれるって！』

「は？」

『だから！　私、有村さんと結婚するの！』

「マジか！」

『マジ』

「お前なんて言って告白したんだよ？」

　俺まで興奮してきた。

『「陸と結婚することになったけど、どうしても踏み切れない。それはあなたが好きだから。もう一度告白して振られたら、私はあなたへの想いをきっぱりと断ち切って陸と結婚します」って言ったの。そしたら、「陸くんと結婚するな！」って言ったのよ。おかしいでしょ？　好きって伝えたのに、その返事が「結婚するな」だなんて……。だから、「じゃあどうすればいいの？　有村さんが私と結婚してくれるの？　好きって言ったって、あなたはなにも言ってくれないじゃない」って』

「そしたら？」

『そしたら……抱きしめられて……それで……』

　むちゃくちゃ気になるような言い方にイライラする。

「それで？」

『押し倒されて……』

「えええ!?　押し倒されてって……それで？」

『エッチしちゃった♪』

　なんだ？　最後の♪マークは……。しかも、このジェットコースターみたいな展開は……っていうか、アイツどこから電話かけてんだ？

「おい！　お前、今どこにいんの？」

『……え!?』

　なんなんだこの間は……。おいおい、まさか隣に有村さんがいるんです、とか言うんじゃねぇだろうな……。

『こんばんは……』

　あれ？　この声……えええええ！　俺の予想当たったじゃねーかよ。こういうときはなんて答えりゃいいんだよ。

　なんとなく、これが百恵の彼氏役としての最後の仕事だと思った。

「有村さん……」

『はい』

「百恵は……本当に有村さんが好きだったんです。振られても振られても有村さんを想う気持ちは変わらなかった。そんな強い想いをあんたはちゃんと受け止めることができますか？　百恵だけが有村さんを想っていても、百恵は幸せになんかなれません。有村さん自身が百恵と同じくらいの想いじゃなきゃ」

　俺にしてはかっこいいこと言えたかも。

『はい。……その点は大丈夫です。僕も百恵のこと相当好きだったってことに、やっと気がついたので』

　はっきりと宣言する有村さんの言葉に、迷いも嘘もないとわかった。

　長い道のりだったけど百恵よかったな……。

「百恵のことよろしくお願いします」

『はい。一生かけて幸せにします』

　なんだろう。親が子供の幸せを願うような、そんな気持ちになった。

　そのまま電話を切ろうとしたら、かわいらしい声で『電話を貸して』と言う声が聞こえてきて……。

『陸！　次はあんたの番だよ。次の打ち合わせは一カ月後！　いい？』

　いつも俺と話すときの地声に戻ってるし……。

「わかったよ。でもお前、その地声、有村さんの前だけどいいの？」

　百恵はフフッと笑った。

『もういいの。今よりもっと好きになってほしいから。素の自分も見せることにしたの。じゃあ、またメールするから』

　相変わらず言いたいことだけ言って切られた。

　でも気分は悪くない。なんだかまたビールが飲みたくなって、冷蔵庫から缶ビールを取り出すと、冷蔵庫にもたれながら一気に飲んだ。

「あー！　うま～いっ」

　次は俺の番か……。
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　百恵がどんな理由で一カ月後に打ち合わせをすると言ったのか、よくわからなかった。だが、一カ月ぶりに会った百恵はめちゃくちゃキレイになったように思えた。

　恋の力は恐ろしい。

「な……なんかキレイになったな」

「え？　本当？　幸せだからね♪」

　堂々とノロケられると、突っ込む気も失せる。それに今日はこの話をするために集まったわけではない。

　しかし、打ち合わせというよりは、百恵の決定事項を聞いているだけのようだった。

「これから言うことをちゃんとやってほしいんだけど……まずは最終確認ね！　春姫さんのこと本当に愛してる？」

「いきなりなんだよ！」

「いいから、ちゃんと答えて！」

　唐突な質問に驚く俺に、百恵は強い口調で返事を催促してきた。

「あ……愛してるよ！　じゃなきゃ、こんなむちゃくちゃなことやらねぇ～よ」

　なんで春姫への想いを百恵に向かって真面目に宣言しちゃってるんだ？　大体、春姫にもこの想いをぶつけたことないのに……。

　百恵はフッと笑うと真剣な表情に戻った。

　おいおい、反応はそれだけかよ。

　思わず心の中で突っ込みを入れる。

　すると百恵はスケジュール帳を取り出した。中身には結婚式までのスケジュールが細かく記入されていた。

「招待するゲストのリストアップをしたいんだけど、春姫さんのご両親が欠席での結婚式はまずいと思うんだよね。そのためには陸の両親にもひと芝居打ってもらわないと話が進まないと思うの」

「あ～それがあったな……」

　たしかにそうだ。俺と春姫が結婚式を挙げるのに、双方の両親の出席は必須だ。

　ってことは……こりゃ大事かも。今ごろ気づく俺も相当バカだわ。

「でね、考えたんだけど、陸には地盤作りをしてほしいわけよ」

「地盤？」

「そう。まずは自分の両親に事の経緯をすべて話して了承してもらう。それから春姫さんの両親にも陸の春姫さんへの想いと、この作戦の内容を説明して、全面協力を仰ぐ。それができなきゃ結婚式そのものもキャンセルだから……がんばってね」

　おいおい。『がんばってね』って、そう簡単なことじゃねーだろ！

　俺は肩を落としながら両手で顔を覆うと、溜め息を漏らした。

「あれー？　もうびびっちゃった？　言い出しっぺは陸だよ。少女マンガじゃあるまいし、ふたりだけがよければいいなんてことはないの。双方の親を説得したら次のステップへ進むから、了承を得たら連絡ちょーだい」

「連絡って……俺ひとりでやるんだよな」

「他に誰がいるのよ」

　百恵の呆れた顔に苦笑いを返す。

「俺の両親と、春姫の両親には本当のことを言うからいいけどさ、春姫はもちろん、松田と藤堂には百恵との結婚をドタキャンされたって設定だろう？　ドタキャンの理由ってなにか考えあるの？　それも説明しないとまずいんじゃないか？」

　すると、百恵は俺の目の前に指を三本出した。

「なんだ？　それ……」

　百恵は口を尖らせながら「三カ月ってことよ」と、その指を俺の目の前で左右に揺らした。

「全然意味がわかんないんだけど」

　俺にはその三カ月の意味すらわからなかった。

「私が陸以外の人といい関係になって妊娠しちゃうの」

「……またすごい理由を考えたよな。それでいいのかよ」

「まあね。これ今朝考えたのよ。なかなかのナイスアイデアだと思うのよね！　でも本当にそうなったりして。エヘヘ」

　嫌みなくらいの幸せオーラ。

「まぁ、お前が幸せならうれしいよ」

　素直に気持ちを伝えると、百恵はうれしそうに微笑んだ。




　　　＊　＊　＊




　それから数日後、俺はなんとか親に了解を得ることができた。

　あ～疲れた。さすが俺の親だけあって、変わってるよな～。お袋は『ドラマみたいでおもしろそう』とか言い出すし、親父は親父で春姫のファンだから『このまま本当の夫婦にならないと許さない』とか。

　親としては絶対におかしすぎる反応だと思ったが、この先このふたりにはかなり協力してもらうことになるんだから感謝しなきゃな。

　問題は春姫の両親だよな……。こんな話をしたらなんて言われるだろう。

　春姫のご両親には、俺が高校生のときからいろいろと世話になっている。とても仲のいい素敵な夫婦で、俺の理想でもある。

　だからといって、今回の話を了承してくれるとは思えなかった。以前、結婚式のドタキャンを経験しているからこそ、娘の結婚には慎重になっているに違いない。

　俺の春姫への想いは彼女のご両親に伝わるだろうか……。

　不安は募るばかりだった。




　　　＊　＊　＊




　数日後、俺は春姫の自宅におじゃましていた。ご両親は笑顔で迎えてくれた。

　春姫にはうまいこと言って店を抜けてきてくれたらしい。もちろん、このことを春姫は知らない。

　目の前にコーヒーが差し出されたが、今から話す内容を考えるとコーヒーをごちそうになる資格はあるのかと考えてしまう。

　だが、そんな気持ちとは裏腹に、緊張のあまり口の中はからっからに乾いている。

　猫舌でいつもなら少し冷ましてからじゃないと飲めないのに、今日は余裕がないため、すぐにコーヒーカップに口をつけてしまった。案の定、舌先に痺しびれが走り、慌ててカップを置いた。

　こんなときにやけどとか、本当にバカな俺……。

「ところで、春姫のいないときにだなんて、改まってなにか相談でもあるの？」

　春姫の母、忍しのぶさんが笑顔を向けてくれる。

　この笑顔が別の顔になるのかもと思うと顔が引きつりそうだった。

　だが、ここまで来たら腹をくくるしかないよな。

　俺は深々と頭を下げた。

「今日はお願いに上がりました。単刀直入に言います。春姫さんと……結婚させてください」

　部屋はしーんと静まり返っていた。

　そりゃそうだ、本人なしで言う内容じゃないしね……。

　ふたりがどんな顔をしているのか知るのが怖くて、顔を上げることもできなかった。

　しばらく沈黙が続いた後、春姫の父、隆たか俊としさんが口を開いた。

「陸くん、顔を上げてくれないかな。ちゃんと話を聞きたいんだ」

　俺は慌てて顔を上げた。

　ふたりの顔にはさっきまでの笑顔はなかった。ただ、怒っているようにも見えなかった。

「その……ふたりは付き合って……」

「ません」

　忍さんの問いかけにはっきり否定すると、ふたりの目は一・五倍大きくなった。

「ません、て……。じゃあ、結婚って……」

「僕、個人の希望です」

　ふたりはお互いの顔を見合わせた。

　俺は大きく深呼吸をすると、今までの経緯をすべて話した。

　春姫のことがずっと好きだったが、今までその気持ちをずっと封印していたこと。百恵との出会い、偽の彼氏彼女となって春姫の気持ちに揺さぶりをかけたかったこと、そして今回の結婚式のこと……。

　こんな無謀でバカげている話をふたりは真剣に聞いてくれた。

　もし断られても、ここまで真剣に聞いてくれたならもういいかな、とさえ思えた。

「……式が終わったら彼女には本心を伝えます。この偽の結婚式が、本当の結婚式となるように……。ですから、どうか了承していただけませんか」

　俺はテーブルに頭がつくほど思いっきり頭を下げた。

「陸くん……顔を上げて？」

　忍さんの優しい声に思わず顔を上げると……。

「もし偽の花嫁をやりたくないって春姫が言ったら？」

「……それが彼女の本音だと受け止め、すべてを諦めます」

　それしか言いようがないと思った。だが……。

「陸くんの気持ちはその程度のものなのか？　だったら俺は断るよ。君の計画していることは娘の人生を変えるかもしれないんだ。そのすべてを受け入れる覚悟と、諦めない気持ちがないようなら、この話はなかったことにするから」

　娘の幸せを第一に考えた、隆俊さんの言葉だった。

「ちょ、ちょっと待ってください。俺……いや僕はそんないい加減な気持ちで来たんじゃありません。どうしても彼女じゃなきゃダメなんです。どうかお願いします」

　……ちくしょー。キレイ事を並べてる場合じゃなかった。

　握りこぶしに力が入る。

「それでもダメって言ったら？」

　まるで俺を試すような言い方だった。だけど、そんな生なま半はん可かな想いじゃない。

「……すみません。それでも俺には彼女しかいません。この先の人生も彼女……いや、春姫さん以外考えられないんです」

　そう言って立ち上がり、頭を下げようとしたときだった。

　ふたりの肩が小刻みに揺れているのがわかった。

　え？　……なんだ？　このリアクションは……。

　すると忍さんが笑いを堪えるように口に手を当て、もう片方の手を隆俊さんの肩に乗せた。

「もう～お父さん、陸くんをいじめちゃダメよ。陸くん、私たちはなにをしたらいいかしら？」

「え？」

　思いもよらぬ言葉にマヌケな声が出てしまった。

「試すようなことを言ってごめんなさいね。……陸くん、春姫が結婚直前でダメになったことは知ってるわよね」

　俺は黙って頷いた。

「あれから娘は恋愛に対して臆病になったの。口では『彼氏が欲しい』って言ってるけど、実際はそうでもなくて……。だから親としてはどうしたらいいのか、ずいぶん悩んだわ」

　忍さんの言葉を隆俊さんも頷きながら聞いていた。

「会社を辞めて店を手伝い始めて、今ではひとりでも店を任せられるようになった。でも花屋なんて出会いもないでしょ～。私は女としての幸せも見つけてほしいと思ってるんだけど、それってやっぱり自分自身で掴むものでしょ。私たちがなにかしたところで、いい結果が出るとは限らないし」

　忍さんは苦笑いを浮かべ、コーヒーをひと口飲むと俺の目をじっと見つめ、フッと笑った。

「でも、陸くんのおかげでなんだかパッと前が明るくなったわ。こういう形もありなのかなって。それに陸くんなら、春姫のいいところも悪いところもわかってくれてる。それだけあなたたちは長く付き合ってきたものね。あなたのこの計画、非現実的だけど、春姫の心のドアを開けてくれるきっかけにもなるんじゃないかな……」

　正直、こんなふうに賛成してもらえるとは思わなかった。

　隆俊さんの顔を見ると、口角を上げ、どこか楽しげに俺を見た。

「で？　俺たちが次にするべきことを教えてくれるかい？」

「あ……は、はい！　えーっとですね、僕の両親にも了解を得ています。それから招待客をリストアップして招待状を郵送しなくてはいけなのですが、春姫にやってもらうわけにはいかないので、親しん戚せきへの根回しとか、春姫のほうの友達のリストアップをお願いできませんか？　その後、少し時間を置いた後に、僕は春姫さんに結婚式のキャンセルが難しいから花嫁役をやってくれないかとお願いします。それでもしＯＫがもらえたら、僕が両親を連れておふたりの元へ許しをもらいに伺います。そして……」

　俺は結婚式までの流れを春姫のご両親に細かく説明した。そして、このことは春姫には絶対に気づかれないように、と改めてお願いした。




　その日の夜、百恵から電話がかかってきた。

「よかったじゃない！　これで本気出していくわよ！　とりあえず招待する人のリストを作って。もちろんその中に春姫さんも入れてよ。じゃないと話が進まないから」

「ああ……」

　これで終わったんじゃなく、これから始まるんだと百恵の言葉に気づかされた。

「で、いよいよ藤田さんにも協力してもらうから、アポ取っといてね」

「え？　本当に彼女にも話すの？」

「あったり前じゃない。役者は多いほうがいいって言ったよね。この計画を成功させるためには藤田さんは必要不可欠よ。アポが取れたらメールちょうだい。わかった？」

「わかった」

　気がつけば多くの人を巻き込む形になってしまったが、それでも俺は春姫の両親からいい返事をもらったことで、俄が然ぜんやる気が出ていた。




　　　＊　＊　＊




　それから数日後、俺と百恵は藤田さんにこの計画のすべてを話した。

　藤田さんの驚きは半端なかった。だが俺の春姫への想いを理解してくれた。それは、なにより藤田さん自身が春姫の幸せを願っていたからでもあった。

「おふたりの話はよくわかりました。正直、『はい喜んで』という返事は、この仕事に携わってる者としてはできませんが、春ちゃんのことは本当の妹のように思っています。なので、姉代わりとしてお手伝いさせていただきます」

　その返事に俺よりも百恵のほうが喜んでいたのには驚いた。

「ありがとうございます！　こんな突拍子もないことをこの男が思いついたけど、実際のところ本当にできるか心配だったんです。でも同じ女として春姫さんには幸せになってほしいって思うんです。ま～、私はなんだか春姫さんに気に入られてないようでしたが……」

「え？」

　俺のマヌケな返事に百恵が眉間にシワを寄せて睨んできた。

「ちょっと！　あんた気づかなかったの？」

「……そうなの？」

　百恵は俺から視線を外すと、深く息を吐いた。

「けっこうあからさまだったわよ。なんで陸の彼女が私なのかなって、いつもそんな感じの顔されてましたが、なにか？」

　百恵には申し訳ないが、なんだかちょっとうれしいような……。

　そんなやり取りを見ていた藤田さんがぽつりとひと言。

「おふたりも十分お似合いだと思うんだけど……」

「思いません」

「思いません」

　珍しく意見が一致。これには藤田さんも苦笑いするしかなかったようだ。

「では……この計画は口外せずに進めていきます。もちろん私も春ちゃんにばれないよう、がんばります。それでいくつか提案があるんですが……」

　藤田さんからのアドバイスを受け、俺たちは式の準備を進めることになった。

　ブーケや装花を春姫に頼む件は、藤田さんのアイデアだった。




　　　＊　＊　＊




　両親や藤田さんの協力が得られ、計画が本格的に始動して三カ月。今日、招待状ができ上がった。

　用意された招待状は二種類。新婦の名前が百恵になっている招待状は三枚。それ以外はすべて春姫になっていた。

　藤田さんは三枚の招待状を俺たちの前に出した。

「この招待状は、松田さんと藤堂さんと春姫さんにお渡しするものです。今、松田さんと藤堂さんに本当のことをお教えすると、この計画が春姫さんの耳に入ってしまう可能性がまったくないとは言い切れません。春姫さんにばれないようにするためにも慎重に事を進めたいので、彼らには申し訳ないですがギリギリまで内緒にしていただきます。ちなみに他の招待状ですが、春姫さんのお友達や親戚関係には【サプライズ結婚式なので新婦様にはご内密にお願いします】とメモを添えておきましたので、恐らくばれる心配はございません」

　正直、ここまで頭が回ってなかった。

　やはり結婚式のプロである藤田さんにお願いしてよかった。

　招待状を郵送し終えたら、次はブーケの注文を藤田さんから春姫にお願いすることになっている。

　いよいよだ……。




「次に会うのはブーケの打ち合わせか……。これが済めば私はお役御免ね」

　打ち合わせが終わり式場を出ると、百恵が呟いた。

「ああ、そうなるね」

　百恵には本当にいろいろと助けてもらった。俺が百恵にしてやったことは正直あまりないような気がする。

　ところで百恵のほうはどうなっているんだろう。最近は俺らのことばかりで有村さんとのことを聞いてあげる余裕もなかった。

「そういえば、有村さんとは話進んでるの？」

　すると、さっきまで普通にしゃべっていたのに、百恵は急に顔をピンク色に染めて恥ずかしそうに言った。

「うん……来年の春に……ハワイで……」

「ハワイ!?」

　思わず声を上げてしまった。

　百恵は口角を上げ俺にＶサインを送った。

「どうしてハワイなんだよ」

「だってさ～、形だけとは言っても、私は陸との結婚をドタキャンして別の男性と結婚することになるのよ。そんな私が堂々と国内で結婚するのは、ちょっと体裁が悪いじゃない？」

　たしかにそうだよな……ってことは、俺の突拍子もない計画のせいか？

　申し訳ない気持ちになり、謝ろうとしたら……。

「もう！　陸のせいじゃないって！　私、海外での挙式に憧れていたの。ねえ、陸たちもさ、もしこの計画が成功したら私たちの式に来てよ！　新婚旅行がてら……」

「あはは……。成功したらな」

　この計画の結末がどうなるかわからないのに軽々しく返事できず、言葉を濁す。

　だが百恵は俺とは対照的に、「結婚式のときは春姫さんにブーケ作ってもらいたいな～」とまで言った。

　俺もここまでポジティブになれたらいいのに……。




　　　＊　＊　＊




　招待客への郵送を済ませて数日が経ったころ、藤田さんからブーケの打ち合わせを今週の土曜に行いたいと連絡が入った。

　ここからがラストスパートだ。そして、百恵との偽カップルはこれが最後の日でもあった。

　土曜日。藤田さんとの約束の時間の三十分前に、いつものカフェで俺と百恵は打ち合わせをした。

　今回は百恵が中心になってブーケと式のイメージを話すから、俺はあまり話をしなくてもいいと言われた。

「これが最後の日だからね。これから先は、なにかあれば私じゃなく藤田さんに相談してちょうだい。最後まで見届けることができないのは残念だけど、ドタキャンした相手とこうやって普通に会うのは不自然すぎるからさ。今までありがとね」

　一瞬だが寂しいと感じた。

　百恵と出会わなかったら、俺はただグジグジしたまま、なんの進展もない生活を送っていたに違いない。それを変えてくれた百恵には、感謝してもしきれない。

「お……おい。お礼を言うのは俺のほうだよ。いろいろと……ありがとう」

　偶然にも同時に手が差し出され、俺たちは初めて握手をした。

「ただ、結果だけは連絡ちょうだいね」

「ああ」

　時計を見ると、もうすぐ約束の時間だ。俺は席を立った。

「では、行きますか、僕のフィアンセさん」

「行きましょ～」

　百恵の顔はとてもイキイキしていた。










結婚式前夜




　結婚式を明日に控えた前日、俺は藤田さんから連絡を受け、式場を訪れていた。

「お疲れ様です」

　披露宴会場の扉を開けると、そこには藤田さんをはじめ、春姫のご両親、そして松田と藤堂が準備を手伝っていた。

「陸！　どうした？　春姫ならさっき帰ったけど……お前いいのか？　明日式なのに」

　藤堂の言葉に、首を横に振る。

「いいんだ。春姫に用事があったわけじゃないから」

　俺はそのまま春姫のご両親の元へと近づいた。ふたりは道具を片付けている最中だった。

「明日はいろいろとご迷惑おかけしますが、よろしくお願いします」

　俺は深く頭を下げた。

「陸くんありがとう」

「え？」

　頭を上げると、忍さんがとてもうれしそうに俺を見ている。

「娘の結婚式の装飾をするのが私たち夫婦の夢だったのよ。今回はちょっと変わった形になったけど夢が叶ったわ。本当にありがとう。明日は陸くんにとっても春姫にとっても長い一日になるだろうけど、うまくいくように春姫の母として応援してるから。春姫を本気でゲットできるようにがんばんなさいよ！」

　藤堂たちには聞こえない小さな声だったが、胸が熱くなった。

「はい！　がんばります」

「春姫のお父さん、花嫁の父として忙しくなるかと思いますが、よろしくお願いします」

　隆俊さんにも明日のことを改めてお願いする。

「俺は黙って見てるから、思う存分がんばれ。まー、それでダメなら春姫のことはきっぱり諦めるんだな！」

　顔をニヤつかせた隆俊さんに肩を思いっきり叩かれた。その姿は、明日の式を違う意味で楽しみにしているようだった。

「陸くん、いよいよ明日ね……」

　後ろから声をかけられて振り向くと、藤田さんが立っていた。

「藤田さん」

　百恵がお役御免になってから、本当にこの人にはお世話になった。

　恐らく彼女は春姫からいろいろと話を聞いているだろうが、俺は敢えてそのことに触れないようにしてきた。

　藤田さんに春姫が俺のことをどう思っているか聞くのは簡単だけど、やっぱりそれは自分で確かめるのが筋だと思ったから。

　人に頼る部分とそうでない部分ははっきりさせないとな。

「いろいろとありがとうございました。明日もたくさんご迷惑をおかけするかと思いますが、よろしくお願いします」

「大丈夫よ。私に任せなさい」

　藤田さんは笑顔を残して、そのまま作業を再開した。

　最後は、ここへ来た本当の目的を果たさなければ……。

「松田、藤堂、話があるんだ」

　なんの話なのかわからないふたりは顔を見合わせた。

　すると隆俊さんは、俺がこのふたりに春姫とのことで大事な話をしようとしているのを察したようだった。

「おーい。松田くんと藤堂くん、今日はありがとう！　ここはもうほとんど終わってるし、後は母さんとふたりで片付けして帰るよ。陸くんも今日が独身最後の日だからさ、よかったら三人で飲みにでも行ってきたら？　……といっても、そう長くは困るけどね」

「そうだよな～、一応、陸は今日が独身最後の日ってことになってるからな」

　藤堂がニヤリと笑うと、松田も「そんじゃ～、一杯行きますか！」と賛成した。

　俺はもう一度、春姫の両親と藤田さんに深く頭を下げて、式場を後にした。




「カンパーイ」

　移動した居酒屋で、生ビールを一気に飲み干す。同時に空になったジョッキを置き、すかさず三つ追加注文した。

　話があると切り出したはいいものの、どこから話せばいいのか悩む。特に松田は春姫のことが好きだから、俺のやり方は卑ひ怯きょうだと思うに違いない。

「話したいことがあるんだろ？」

　なかなか話を切り出せない俺を見かねたんだろう松田が振ってくれた。

　俺は意を決して、今までの経緯を話しだした。とはいえ、こいつらの目を見て話す余裕などなく、俺の目線はテーブルの上をさまよっていた。

「ああ……実は……」




　ひと通り話し終えると……。

「じゃあ、あの百恵ちゃんって、偽の彼女だったの？」

　藤堂はジョッキを持ったまま目を丸くしていた。

「あぁ」

「で？　百恵ちゃんはどうなった？」

　藤堂からの芸能レポーターのような質問攻め。しかしそれも仕方がない。今までなにも知らなかったんだから。

「百恵は百恵の想い人とハッピーエンド」

「へ～……って、今話したことって、もちろん春姫は知らないわけだよね」

「うん」

「結婚式ってさ、元から陸と春姫の……ってことに……なるわけ？」

「うん」

「でも、名前は百恵ちゃんってことだよね……」

　矢継ぎ早に質問する藤堂に、俺はひとつひとつ答えた。

「いや、それだけはちょっと違うんだよね」

「え？」

「百恵の名前で招待状を送ったのは、春姫とお前たちふたりだけなんだ」

「ええええ!?　それってどういうこと？」

　これにはさすがの松田も驚いているようだった。

「春姫とお前たち以外の招待状は、俺と春姫の名前になっているんだ。春姫の友達へは春姫のご両親に頼んでお願いした。ただ、どうしても春姫には知られたくなかったから、一番身近なお前たちには内緒にしていたんだ」

　それまで黙って俺と藤堂のやり取りを聞いていた松田が俺を睨んだ。

「陸、お前……それ正気なのか？」

「正気？　……正気じゃねえかもな。実際、お前に取られたくなくて考えたことだからな」

　つい本音が出てしまった。

「お前に……って……え？　えええ？　まっちゃん……春姫のこと好きだったの？」

　藤堂は驚いた様子で俺と松田の顔を交互に見ている。

「おお、好きだったよ。振られたけどな……」

　松田は二杯目の生ビールを喉に流し込むと、ふてくされながら言った。そして残りのビールを一気に飲み干し、店員にお代わりをした。

「振られたって……いつ？」

　俺と藤堂の声がハモった。

「……お前から、結婚が白紙になって春姫が代わりに花嫁役をやるって聞いた後だよ！」

　松田は視線を逸らして吐き捨てるように言うと、ポケットから煙草を取り出した。ライターで火をつけると、大きく吸って通路に向けて煙を吐く。

　春姫とは毎日のように電話やメールはしているし、松田に告白された数日後には会ってもいるのに、どうして春姫は黙ってたんだ？　それに振ったって……なんで松田を振ったんだろう。

　腹の中はまったく穏やかじゃないが、松田と春姫の間にあったことは春姫の口から直接聞きたかったので、ここはぐっと堪えた。

「だけどさー、なんで前日になるまで黙ってたんだよ！」

　口を尖らせる藤堂に俺は額がテーブルにつくほど頭を下げた。

「お前たちに黙っていたことは謝る。ごめん」

「陸……。もういいよ。ここまで来たらやるっきゃないだろ？　それにしても春姫のこと、ずっと好きだったんだな。そうは見えなかったけど」

　藤堂に肩を揺すられ、頭を上げる。

　呆れた顔で俺を見ながら、松田がフッと笑った。

「もしかしてさ、この計画を聞いちゃった時点で俺らも共犯？」

「そういうことだな」

「しゃーねーなー。この恋愛バカのために共犯になりますか～。藤堂」

　松田が隣に座っている藤堂の肩を組む。

「本当にしゃーないなー。ま～、もし振られても俺らが慰めてやるからよ。明日は派手にやってくれよ！」

　藤堂も松田の肩に腕を回すと、ニヤリと笑った。

「松田、藤堂……」

「じゃあ！　改めて陸の恋愛バカっぷりと明日の成功を祈って、カンパ～イ」

「カンパーイ」

　その日俺は、独身最後の夜（予定）を高校からのバンド仲間と過ごした。







第三章










偽の花嫁になる日




　一足先に家についた私は、お風呂の用意をして湯船に浸つかった。

「明日結婚するんだ……偽物だけど……」

　まるで他人事のような言い方をしてしまう。

　私はあくまでも百恵さんの身代わり。だから、どんな祝福の言葉も私に向けられるものじゃない。

　頭ではわかっているが、明日ちゃんと花嫁役をこなせるのか、緊張のあまり自信がなくなってきた。

　感情を押し殺して役に徹していればいいのだけれど、できるだろうか。

　不安も募る。

　でも、陸のために花嫁役をやりきると決意したんだから、こんなネガティブになっちゃいけないよね……。

　そんなことをずっと考えながらお風呂に入っていたため、のぼせそうになり、慌てて湯から出る。

　着替えを済ませると、冷蔵庫から缶ビールを取って二階の自室のベランダに向かった。

「ふ～っ、気持ちいい～」

　火ほ照てった身体に外の風はとても心地よかった。

「たまにはここで飲むのもいいよね」と缶ビールを空け、喉に流し込む。

　炭酸が喉を通るときの感覚がたまらなく好きだ。

　飲めるところまで飲んで一気に息を吐く。

「……っか～！　おいし～い」

　残りのビールをぐいっと飲み干すと、夜の空が視界に入った。

　星がキレイ……。

「明日は晴れるかな……」

　空のビール缶を手に部屋に戻ると、ドアをノックする音が聞こえた。

「春姫～、起きてる？」

　母だった。

「起きてるよ」

　母は遠慮がちに部屋に入ってきた。

「お母さんごめんね、私だけ先に帰らせてもらって」

　でも母は、いつものように笑って首を横に振った。

「いよいよ明日ね……」

「うん……」

　めったに部屋に入らない母がここにいるのは、なんだか不思議な気持ちだった。母とこうやって私の部屋で話すのは何年ぶりだろう。

「なんか、娘が嫁ぐときってどんなんだろうって、ずっと思ってたのね。まぁ今回の場合はちょっと違うんだけど……それでもね、春姫の小さいころのことを思い出しちゃって……なんだか少し寂しくなっちゃった」

　母は部屋に飾ってある小さいときの私の写真を指でなぞりながら、鼻をすすっている。

「お母さん！　なに言ってんの？　明日は本当の花嫁になるわけじゃないのよ。式が終わればここに戻って、またいつもの毎日に戻るの。朝ご飯を家で食べて仕事に行って……って……」

　そう自分で言いながらも、胸の奥がきゅーっとなにかに掴まれたような感覚が襲う。

　本当はそうじゃない明日が欲しい。だけどそれは望んではいけない。

　熱くなる目頭を母に見せないように下唇を強く噛んだ。だけど、そんな娘の表情を見過ごす母ではなかった。

「春姫……あなたは昔からすぐに顔に出る子ね」

　なんでもお見通しといった顔で母が言った。

「…………」

　私の心の中を読まれているようでドキッとする

「好きなんでしょ？　陸くんのこと……」

「お母さん……」

「何年あなたの母親やってると思ってるのよ」

　そのひと言に、今までの思いが込み上げ、それは涙と共に溢れ出した。

「好き……陸のことが好き……。でもそれに気がついたのは招待状が届いたときだったの。私、バカだから自分の気持ちに気がつけなかった。百恵さんとの結婚がダメになって代役の話が出たとき、ほんの少しの間だけでも陸と一緒にいられるなら、この想いが叶わなくてもいいって思ったの」

　震える唇で今にも泣きそうだった。

「だけど……式が近づけば近づくほど陸への想いが大きくなって……。でも陸には百恵さんしか見えてない……。私はただの代役。この式が終われば、単なるバンドのメンバーに戻る。そう思うと苦しくて……。自分で決めたことなのに、残された想いはどうしたらいいんだろうって」

　想いと同じ重さの大粒の涙が溢れる。これ以上泣いたら目が腫れてしまうのに、止めようとしても止まらなかった。

　そんな私を母は抱きしめ、頭を撫なでてくれた。

「そっか。やっぱり春姫は陸くんが好きだったのね……って、私はかなり前からわかってたけど」

「……え？」

「そんなの、陸くんがいるときの春姫を見ればすぐわかるわよ。知らぬは陸くんと春姫、あなたたちだけよ」

　母は抱きしめる腕を離すと、いきなりデコピンをしてきた。

「いった～い。お母さん？」

　なんでデコピンするのよ！

　私はおでこをさすりながら母を見た。

「いい？　いくら身代わりだろうと、明日の式はあなたが主役なの！　堂々と陸くんのお嫁さんとして式に臨むこと。そして、今の想いをちゃんとぶつけなさい。振られたっていいじゃない。だって、もともと春姫は告白前に振られてるようなものでしょ。それが運よく陸くんのお嫁さん役に選ばれたんだから。言ってみれば、陸くんは今、フリーなわけよ。もしかしたら『イエス』って答えてくれるかもしれないし。グジグジ悩んでいるくらいなら、当たって砕けろ！」

　母は私の手を握ると活を入れるように力強く言った。

　なんだろう……この妙な説得力。つまり、振られる覚悟で告っちゃえってことだよね。

「……簡単に言ってくれるよね」

「なんで？　『好きです』って言うだけじゃん」

「はいはい……」

　あんなに泣いてしまってたけど、母に話をしたことでなんだか気持ちが楽になっていた。

　落ち着きを取り戻した私を見て安心したのだろう。母は部屋から出ようと立ち上がった。

「やっぱり春姫は笑顔が一番だよ。じゃあ、おやすみ」

　私のことをちゃんと見てて、欲しい言葉をくれる母にはかなわないと思った。

「お母さん！」

「ん？」

「今までこんな私をここまで育ててくれてありがとうございました」

　私は座ったまま母を見上げると、頭を床につくくらい下げた。

　明日はきっと告白しても振られて、式が終わったらこの家に帰ってくると思う。だけど、どうしても言いたかった。母親への感謝の気持ちを。

「ちょ……ちょっと、やだ～。不意打ちは困るわよ。まさかそんなこと言われるなんて思ってなかったから……もう……」

　びっくりしている母の目にはうっすらと涙が浮かんでいた。




　　　＊　＊　＊




　式当日。目覚まし時計の音とカーテンの隙間から差し込む光で目が覚める。

　いつも通りの朝。だけど今日はきっと一生忘れない思い出となる日。

　吉と出るか凶と出るか、今はわからない。答えはすべて式が無事に済んでからよね。

　カーテンを開け、その場で大きく伸びをする。

　一階に行こうとスマホを取ると、メールが一件あった。陸からだ。

【おはよう。式場で会おう】

　なんの色気もないメールだけど、それでもうれしいと思ってしまう。

　私はドアの前に立ったまま、陸に返信した。

【おはよう。私のドレス姿見て卒倒しないように。じゃあ式場でね】

　送信して、朝ご飯を食べるため勢いよく階段を駆け降りた。

　いつもなら父は切り花の買い付けで市場に行っているが、今日はさすがに……あれ？　いない。

　リビングには誰もおらず、キッチンを覗くと母がいた。

「おはよう……って、母さんだけ？　父さんは？」

「おばあちゃんのところじゃないかな」

　おばあちゃんのところといっても同居しているわけではない。仏壇が置いてある部屋のことだ。

　大好きだったおばあちゃんが亡くなって五年が経つ。

　私の花嫁姿を見るまでは死ねないって言ったのにね……。

　でも、偽の花嫁だけど花嫁には違いない。私もおばあちゃんに挨拶しなくっちゃ。

　洗面所で歯磨きと洗顔を済ませると、おばあちゃんの部屋へ向かった。そこには父が仏壇の前で正座をして手を合わせていた。

　私も父のすぐ後ろに座ると一緒に手を合わせる。

　おばあちゃん。遅くなったけど、やっと花嫁姿を見せることができます。見ててね。それから今日の式が問題なく進みますように……と。

　ゆっくりと目を開けると、父が私と向かい合わせになるように座っていた。

「お父さん！」

　いきなり目の前にいる父に驚いて、思わずのけぞってしまう。

「なんだ？　俺に最後の挨拶でもしに来たのか？」

　口角を上げて冷やかすような目つきは、私のリアクションを楽しんでいるように見えた。

「最後の挨拶じゃないけど、今日はお願いします」

　私は手をついて頭を下げた。

「なーんだ。つまんねーな～。俺はさ、『お父さん今まで育ててくれてありがとうございます。このご恩は一生忘れません』なーんて言ってくれるのを期待してたんだけどな……」

　育ててくれたのはありがたく思ってるけど、今日はちゃんと帰ってくるし……。

　そう思うのだけれど、父は父なりに私のことを気遣ってわざとおもしろく言っているだけだということもわかっている。

「はいはい。そうでしたね。親不幸な娘でごめんなさい。お父さん、今までワガママな私を育ててくれてありがとうございました。」

　三つ指をついて頭を下げ、父のノリに合わせて言ってみたが、なぜか父からはノーリアクション。

　たまりかねて顔を上げると、父の目がうっすらと潤んでいるように思えてドキッとした。

　ちょ、ちょっと待ってよ。ここは笑って返してくれるんじゃないの？　なに、泣きそうな顔してるのよ。調子狂うじゃない……。

　そのとき……。

「お父さん！　春姫！　早くご飯食べてよ。今日は忙しいの！　私も着付けをお願いしてんだから」

　母の声が救世主のように思えた。

「ご飯だって。先に行くよ、お父さん」

　私は父を残し、部屋を後にした。




　朝食を済ませると、父も母も慌ただしく準備を始めた。

　父は洗面所で念入りにヒゲを剃そり、母は誰かと電話をし始めた。

　多分相手は叔母たちだと思う。いくら偽の結婚式といっても親戚が誰も出席しないのは体裁が悪いと協力してもらったらしい。

　私はそろそろ式場に向かわなければならない。

「お父さん、お母さん！　私、店から式場へ直接行くからね」

　ふたりにひと声かけ、まずはブーケーとブートニアを取りに店へと向かった。




　店に着くと、箱に入ったブーケとブートニアを車に乗せ、そのまま式場へ車を走らせる。

　花嫁準備のための時間より一時間早く着くと、披露宴会場に入った。すでに係の人たちが準備に追われている。私はエプロンをつけて花はな鋏ばさみとフローリストナイフをポーチに入れ、装飾花の手直しを始めた。

　花嫁がこんなことをするなんてと思うが、花嫁以前に花屋としての自分がいる。本当なら今日はこれに徹する予定だった。

　まさか自分が主役になるなんて思ってもいなかったしね。だからといって手抜きはできない。

　そんな思いで手直しをしていると、入り口から私を呼ぶ声がした。

「春ちゃん！　なにやってるの？」

「藤田さん。おはようございます」

　明らかに怒っている声だったが、振り返って明るく挨拶する。

「おはようじゃないわよ。あなたは今日主役なの！　今すぐ終了させて支度部屋に急いで。トイレは先に済ませておくのよ。それから着付けとヘアメイク。わかった？」

「は～い」

　私は後ろ髪を引かれる思いで会場を後にした。

「ところで昨日は眠れた？」

「う～ん。眠れたほうかな」

「それならよかった」

　藤田さんはホッとしたようで笑みを浮かべた。

　ふたりで支度部屋に入ると、そこには藤田さんが結婚式で着たドレスがあった。

「……素敵」

　土壇場で無理なお願いをして迷惑をかけたドレス。実物は想像以上に素敵だった。他人の私がこんな素敵なものを着ていいのかとためらってしまうほど。

　着方によってはかわいくもセクシーにも見せられるドレスに、胸が高鳴った。

「では早速ドレス着ちゃいましょうか」

　促されてフィッティングルームに入る。すると、藤田さんが紙袋を差し出してきた。

「これは……？」

　藤田さんはニコッというよりはニヤッと口角を上げて、意味ありげに微笑んだ。

「これは私からのお祝い。これをつけてからドレスを着るように。いい？」

　よくわからず「はい」と返事して、受け取った箱を開ける。

　中身を見て、私は目を見開いた。

　こ……これって……。

　それはなんとブライダルインナーだった。

「藤田さん!?」

　フィッティングルームから名前を叫ぶ。

「なあに？　開けるわよ」

　藤田さんはフィッティングルームのカーテンの端をそっと開けた。

「ちょ……ちょっと、これ……」

「だーかーらー、それは私からのプレゼントよ。サイズは春ちゃんママに聞いたから多分、大丈夫」

「いや……そういう問題じゃなくって……こんな高価なもの受け取れないっていうか、私は……本物じゃ……」

　本物じゃない、と言おうとしたが、藤田さんに遮られた。

「どんな理由だろうと今日の主役はあなたなのよ、春ちゃん。その主役に私がなにかしてあげたかったの」

　ここまでしてくれる藤田さんの気遣いに、胸がいっぱいになった。

「ありがとうございます」

　これが本当の結婚式ならよかった。そしたら、もっともっと心からありがとうと言えるのに……。

「これで陸くんも惚ほれ直すわよ！」

　そう言って藤田さんは親指を立てるが、多分それはないと思う。

　私は苦笑いを浮かべながら、着替え始めた。

　結婚式に花嫁が身につけると幸せになれると言われている四つのもの＝サムシングフォー。偶然にも、そのうち三つが集まってしまった。

　まずはサムシングブルー。青いものをそっと目立たないところにつけるといいらしい。

　藤田さんからいただいたブライダルインナーは、純白のキレイなロングラインのブラとショーツに加えて、ブルーのリボンをあしらったガーターリングがセットになっていた。

　幸せになれるのかな……。今日の結婚式はすべて嘘だとわかっていても、このガーターリングを身につけたい。せめて今日一日だけは陸のお嫁さんでいたい。

　サムシングニューは、まさにブライダルインナー。

　ブラとショーツはサイズがぴったり。ストッキングをはいてから、ガーターリングを強く握りしめ、陸への想いを込めて足にはめた。

　最後にサムシングオールド。これは藤田さんから借りたウェディングドレス。

　画像を見せてもらったときから、私の中では大きめのパフスリーブを両肩が出るまで下ろしてオフショルダーにして着こなしたかった。

　フィッティングルームから出ると、藤田さんと一緒に、着替えを済ませた母が待っていた。今にも泣きそうな顔で私を見ている。

「お母さんったら。なにもう泣きそうになってるの？　まだ準備も終わってないのよ。泣いてくれるなら、完成した私を見てからにしてよね」

「わかってるわよ。でもドレス、とても似合ってるわ。藤田さん、娘のワガママに付き合ってくれて本当にありがとうございます」

　深々と頭を下げる母に藤田さんは何度も「頭を上げてください」と恐縮していた。

　すると母はなにかを思い出したようにバッグから小さな箱と紙袋を差し出した。

「春姫……これ、つけてくれない？」

　箱の中にはパールのイヤリングが、紙袋には花の冠が入っていた。

「これは？」

「イヤリングは私が結婚したときにおばあちゃんからいただいたもので、この冠は私から春姫へのプレゼントよ」

「え？」

「これをつけたら、おばあちゃんもきっと喜んでくれるわよ」

「おばあちゃん……」

　大好きだったおばあちゃん。私の花嫁姿を誰よりも見たがっていた。

　もうこの世にはいないけど、母から差し出されたイヤリングを見るとおばあちゃんも近くにいてくれているように思えて、目頭が熱くなった

　そして、母手作りの花の冠は、私の作ったブーケと同じプリザーブドフラワーを使ったものだった。

　私は母からイヤリングを受け取るとイスに座り、ヘアメイクをお願いした。

　母がパールのイヤリングを持ってきてくれたおかげで、残りのサムシングボローまで揃ってしまった。

　これは偶然なのか、それとも必然なのか、私にはわからない。

　だけどもし本当にサムシングフォーが幸せを運んできてくれるのなら、この偽の結婚式のすべてが嘘じゃないものであってほしいと願ってもいいよね。




　え？　これが……私？

　鏡に映った自分の姿に一番驚いたのは、他ならぬ私自身だった。

「よく化けられたもんね……」

　ぼそっと呟いた言葉がヘアメイクさんに聞こえたらしく、鏡越しに目が合うとけらけらと笑いだした。

　あれ？　そんなに私、変なこと言ったかな？

　首をかしげると、また鏡越しのヘアメイクさんと目が合った

「もう～春姫さん。花嫁さんがそんなこと言っちゃダメじゃないですか。土台はとてもいいんですから、もっと自信を持ってください。本当におキレイですよ。きっと新郎様も惚れ直しちゃいますよ」

　キレイなんて言葉を言われ慣れていない私は顔が赤くなった。

「ありがとうございます」

　お礼を言って、母から借りたイヤリングをつけ、最後に花の冠をのせてもらった。

　気がつけば、部屋にはヘアメイクさんと私だけだった。

　母は親戚への挨拶回りだとかで出ていったし、藤田さんはそれこそ式全体を見なきゃいけないので当然ここにはいない。

　しばらくして、ヘアメイクさんも片付けを済ませて席を外した。

　部屋にひとりでいると、なんだか取り残されたような気分になる。

　どこかで気分転換したいところだけど、あまり動くなって言われてるし……。

　そういえば、今日はまだ陸に会ってない。自分のことばかりで陸のことをすっかり忘れていた。

　そのとき、ノックの音が聞こえた。

「はい」

「俺だけど、入っていい？」

　声の主は陸だった。

「うん……」

　ゆっくりとドアが開くと、陸はその場で立ちつくした。

「なにそんなとこで止まってるの？　さっさと入ればいいじゃない。」

　考えてみたら最後に会ったのは三日前。だけど、なんだか久しぶりな感じがした。

　そういえば、あの日は最悪な別れ方をしたんだった。陸への想いをうまく伝えられないせいで思ってもいないことを口に出し、八つ当たりするみたいに接してしまった。

　でも、ここまで来たらちゃんとしなきゃね。

　そう思って陸を見るが、陸の視線は泳いでいた。

「どうしたの？　体調でも悪いの？」

　しかし陸は首を横に振るだけ。

「じゃあ、どうしたの？　なにか結婚式で問題でも？」

「……ずるいよ」

　下を向きながら、聞こえるか聞こえないかわからないような小さな声だった。

「え？」

　なにがずるいの？

　そう思いながら陸を見つめると、陸の顔が徐々に赤みを増していく。そして……。

「……キレイだ……すごく……キレイで……」

　思いがけない言葉に、一瞬反応が遅れる。

「あ……あり……がとう」

　たどたどしいながらなんとかお礼を言うも、恥ずかしさのあまり私まで顔が赤くなる。

「あのさ……実は、ちょっと変更があるんだ。式のことで……」

「変更？」

「あー。でも……その……式に大きな影響は多分ないだろうから、あまり気にしないでっていうか……と、とにかくそういうこと」

　よくわからない説明だったが、とりあえず私がなにかしなくちゃいけないわけではないようなので、「わかった」とだけ言った。

　陸が部屋を出ていこうとする。

「陸！」

　思わず名前を呼んでいた。どうして呼んだのか自分でもよくわからない。

　しかし陸は……。

「ごめん。これ以上一緒にいたら俺、自分を押さえられないから」

　そう言って振り向きもせず、そのまま部屋を出ていった。

　それからしばらくして、藤田さんが「時間よ」と呼びに来た。

　私は自分の作ったブーケを持つと、藤田さんと共に式場へ向かった。










誓いの言葉




　チャペルの手前で父が緊張の面持ちで私を待っていた。

「お父さん」

　私の声に振り向くと、父は私を見て驚いているようだった。

「そんなに驚かなくてもいいじゃない。でもどう？　うまく化けたでしょ～」

「さすが俺の娘だ」

　父らしい最大級の褒ほめ言葉。

「そんなこと言ってもなにも出ないからね」

　父からの言葉に照れてしまって、素直な言葉が出てこない

「でも……本当にキレイな花嫁だ。ほら、ばあさんも見てみろよ……」

　父は胸ポケットからなにかを取り出し、私に差し出した。

「お父さん……これ……」

　それはいつも仏壇に飾ってあるおばあちゃんの写真だった。

　父は目を潤ませながら「ばあさんが一番見たかった姿だと思ったから」とだけ言って、またポケットに写真をしまった。そして、チャペルの扉の前に立ち、腕を差し出す。

　私は、その腕にそっと自分の手を添えた。

「なぁ……春姫、俺的にはこういうのは一回で十分だからな」

　私もそうありたい。

　でもこれはお芝居。本物の花嫁ではない。

「そうだね。こういうのは一回で十分よね」

　ぼそっと呟いた声と共に扉が開かれた。

　バージンロードを父と一歩一歩ゆっくりと進む。

　参列者を見渡すと、よく知っている人たちがたくさんいた。昔、勤めていた会社で仲よくしていた人や高校からの親友……どうやってこんなメンバーを集めてこられたのか、不思議なくらい多岐に渡っている。

　え？　なんで？

　時間がなかったし、参列者に関しては陸がなんとかするって言ってたけど……。

　動揺をなんとか隠して、陸の元へ歩み寄る。

　陸の左側まで行くと父と陸がお辞儀をし合い、父は私を陸へ引き渡した。

　いよいよだ。私は春姫じゃない……百恵さんなんだ。役に徹するって決めたんだから。

　改めて自分に言い聞かせる。

　聖歌斉唱の後、牧師が聖書を朗読して、お祈りをする。

　しかし聖書の言葉なんて、ちっとも頭に入ってこなかった。

　どうして私の友達がこんなにいるのだろう。中には会社員時代の友達もいた。陸はどうしてここまでできたのだろう。

　陸の顔をちらりと見ると、堂々とした様子でしっかり前を見ている。

　どんな気持ちで陸は式に臨んでいるんだろう。やっぱりこの式をお芝居として最後まで演じきろうと思っているのかな。

　気づけば、いよいよ誓いの言葉。

「椎名陸さん、あなたは内田春姫さんを妻とし、神の御定めに従い聖きよき婚姻を結んで共にその生涯を送りますか。あなたはこの女性を愛し、慰め、敬い、支え、両人の命のある限り一切、他に心を移さずこの女性の夫として身を保ちますか」

「はい、いたします」

　え？　い、今……え？　私の名前だったよね。どういうこと？　だっておかしいじゃない。私は百恵さんの代わりだから、ここは私の名前じゃなくて百恵さんの……。

　頭の中はパニック状態だった。だけどそんな私の思いなど知る由もない牧師は、私に視線を向けると、ゆっくりと誓いの言葉を言い始めた。

「内田春姫さん、あなたは椎名陸さんを夫とし、神の御定めに従い聖き婚姻を結んで共にその生涯を送りますか。あなたはこの男性を愛し、慰め、敬い、支え、両人の命のある限り一切、他に心を移さずこの男性の妻として身を保ちますか」

　間違いない……。百恵さんじゃない、私の名前だった。

　ちらりと隣を窺うかがうけれど、陸の表情に変化はない。まるで当たり前のように驚きもせず私の横にいる。

　どうしよう……。答えていいの？

　心臓が飛び出るほどバクバクしている。

　ねえ！　誰かなにか言ってよ。じゃないと私……『はい』って言っちゃう。

　間が開いてしまい、私の返事がないことに周りがざわつき始めた。すると……。

「春姫、『はい』って言って」

　陸が微かすかな声で、しかしはっきりと私に誓いの言葉を促す。

「はい、いたします」

　気づけば、そう答えていた。

　私の返事を聞くと、牧師は誓いの言葉の続きを語り始めたが、私にはもうなにを言っているのかわからなかった。

　なにがどうなって、どうして百恵さんから私の名前になっているのか、頭の中は混乱でいっぱいだった。

　しかしプチパニック状態の私を無視して、式は滞りなく進んでいった。

　指輪の交換になり、私はブーケと手袋を介添人に預けた。

　陸が牧師から指輪を受け取って、私の左手薬指にはめる。

　初めて見る結婚指輪はシンプルなデザインのプラチナリングで、私の指にぴったりと収まった。まるで最初から私の指に合わせて用意したのではないかと思うほどだ。

　続いて私も同ように陸に指輪をはめるのだけれど、さっきの誓いの言葉からペースが乱れて手が震えてしまう。

「大丈夫だよ。ゆっくりでいいから……」

　私の気持ちを察してか、そう囁ささやく陸はとても優しい眼差しをしていた。

　その瞬間、目の前が涙で滲にじみ始めた。この涙がなんの涙なのか自分でも正直よくわからない。

　陸はそんな私の涙を右手でそっと拭ってくれた。

　ぎこちない手つきではあったが、陸の左手の薬指に無事に指輪をはめることができてホッとしていると、今度は「誓いのキスを」と言われた。

　最初の打ち合わせでは、キスはおでこにするということになっていた。

　陸が私のベールを上げる。しかし、その瞳は私の唇を見ていた。

　目で、『キスはおでこだよね』と確認するように訴えるものの、陸の顔は唇にする気満々だ。

　さっきの誓いの言葉で私の名前が使われたことの説明もないまま、神様の前で、しかも参列者がたくさんいる前で、誓いのキスなんてできるわけがなかった。

　だけど陸の意思は固かった。しかも今まで見た中で一番素敵な笑顔を浮かべている。まるでこの結婚式を心の底から喜んでいるかのように……。

　一方、私だけが状況がまったく把握できす、どんどん落ち着きがなくなっていく。きっとひどい顔をしているに違いない。

　陸の顔が近づき、唇が触れるか触れないかのギリギリのところで動きが止まる。

　私の心臓はもうドキドキを通り越して身体が硬直しそうだった。

　そんな状況で陸は私に囁いた。

「春姫……愛してる。これが俺の本当の気持ちだ」

　もう頭の中は真っ白だった。

　陸が……私のことを……愛してる？　……今、そう言ったよね？　私の聞き違いじゃないよね……。

　自分の置かれている状況がまったく把握できない。それなのに、気づけば誓いのキスをしてしまっていた。

　そしてその後、私は気を失った。




「ん……んんっ……」

　ぼやけていた視界が徐々にはっきりしてくる。

「春姫？　……春姫！」

　視界の先に見えたのは心配そうな顔をした陸だった。

「あれ？　……私……どうしたの？」

　周りを見回すと、陸だけでなく、私の両親と陸の両親もいる。そして藤田さんに松田くん、藤堂くんまで。

　なんでこんなに人がいるんだろう……。ていうか、なんで私、ソファで寝ているんだろう。

　まだはっきりしない頭で考える。

　……ん？　あれ……私、たしか結婚式に出てたよね。それで……百恵さんじゃなく私の名前を呼ばれて、気が動転して……。そのまま指輪の交換と……誓いのキスしちゃって……それで……それで……。

　その後の記憶がない。

「ええええ！　私、もしかしてなにかした？」

　するとみんなが一斉に、「憶えてないの？」と声を合わせた。

「陸が春姫にキスしたら気を失ったんだよ」

　松田くんに言われて思い出す。

　……そうだ！　私、もういろんなことがいっぱいいっぱいになって……。

　挙式を中断させてしまったと申し訳ない気持ちで陸のほうを見ると、バツの悪そうな顔をしながら窓際へと移動……というより逃げた。

　いったい、どのくらい気を失っていたんだろう。

　正面の壁にかかっている掛け時計を見て、私は自分の目を疑った。

　披露宴の時間はとっくに過ぎていた。

「藤田さん！　披露宴は？」

　飛び起きて藤田さんを見ると、彼女は首を横に振った。

「ごめんなさい。今日は、予定がびっしりで……。本当は無理やりでも始めようかと思ったんだけどね。陸くんが春ちゃんのことを心配して。だけど、みんなにはちゃんとお食事もしてもらったのよ。披露宴というよりは飲み会のようなノリで。もちろん引き出物もお渡しして」

「嘘……」

　全身の力が抜ける。

　なんのために私は陸の花嫁役をやったのよ。これじゃあ逆に迷惑をかける結果になってしまったんじゃ……。陸が一生懸命作った映像も、メンバー全員で練習した曲も、私のせいですべて台なしになったってことだよね。

　自分に情けなくなって、目が潤む。

　そんな私の隣に母が腰掛け、肩を抱きながら微笑んでくれた。

「披露宴はできなかったけど、とっても楽しかったのよ。陸くんは普段着に着替えてね、新郎としてみんなが楽しめるように盛り上げてくれたのよ」

「え？　でも今は……」

　陸は式のときに着ていたタキシードを着ていた。

「陸くんはね、『春姫が起きたときにちゃんとした姿でいたい』って、また着替えたのよ。ね？」

　母がニヤリと陸を見る。しかし陸は手を顔に当て、恥ずかしそうに窓から見える庭園を見ていた。

「とにかく、春姫も元気になったみたいだし、我々はここで解散にしましょう」

　父のひと声でみんながそれぞれ挨拶を交わし、帰り支度を始めた。

　私はまだ状況があまり把握できておらず、みんなの姿をただボーっと見ているだけだった。

「内田さん！　まだ飲み足りないでしょ～。今から……どうです？」

「椎名さん！　いいですね～。飲みましょう飲みましょう～」

　どうやら陸のお父さんとウチの父は意気投合したようだった。

「春姫、お母さんたちも着替えを済ませたら帰るから」

　母も自分の手荷物を持って、親族の控室へ向かうため立ち上がった。

「え？　帰るからって……。私も……」

　帰る。そう言おうとしたが、母の目がそれを拒んだ。

　私はそれ以上なにも言えず、そのままみんなを見送る形となった。

　陸はというと、さっきからずっと私から離れた場所で松田くんたちと話をしている。

　目が覚めたときは近くにいてくれたのに、起きた途端放置プレイですか……。

　さっきのあの結婚式がまるで夢の中の出来事のように思えてきた。

　いや、あれは本当に夢だったのかもしれない。

「春ちゃん」

　後ろから藤田さんが声をかけてきた。

「藤田さん、本当にごめんなさい。いつも迷惑ばかりかけちゃって……。本当に私って……前回はドタキャンで、今回は披露宴が台なし。藤田さんのおかげでせっかく四つのサムシングが揃ったのに、私がこんなことになって……。幸せになる以前の問題だよね……」

　悔しいやら悲しいやら。

　藤田さんは私の横にしゃがむように座ると、私の手を握って微笑んだ。

「なーに言ってんの？　……幸せはこれから掴むのよ。まだちゃん向き合ってないでしょ。あなたの結婚式はまだ終わってないんだから。陸くんとちゃんと話してね」

「藤田さん……」

　ここまでよくしてくれた藤田さんになにかちゃんとお礼を言いたいのに、うまく伝えられない。

　すると藤田さんは陸としゃべっている松田くんと藤堂くんに近づくと、なにかぼそぼそと話しかけ、話し終えると帰り支度を始めた。

「春姫！」

　披露宴でたくさんお酒を飲んだようで、上機嫌のふたりが私の前まで来てくれた。

「松田くん……藤堂くん……」

「今日の春姫、めっちゃキレイだったよ」

「えっ!?　わ、ありがとう」

　松田くんの言葉に頬が赤くなる。

「あと……あれもよかったな」

　藤堂くんが思い出すようにニヤリと笑った。

「あれ？」

　意味がわからず首をかしげる。

「お前たちの馴なれ初そめの映像。めっちゃよかったよ。もし春姫がまだ見てないなら、絶対見せてもらえよ」

「……うん」

　そっか、披露宴で流したんだ。……でも、絶対って強調されるほどすごい画像なんてあったっけ？　前に見せてもらった映像に、急いで撮ったツーショット写真を加えたくらいでしょ？

「そんじゃあ春姫、俺らも帰るわ。悔しいけど、やっぱ春姫には陸が合ってるって、実感させられたよ」

　松田くんは目を細めながらフッと笑った。

「幸せになれよ」

　藤堂くんは私の肩をポンポンと叩くと微笑んだ。

「松田くん、藤堂くん……」

　ふたりは陸の元へ向かって、最後になにかを話した後、帰っていった。

　松田くんはああ言ってくれたけど、実感する以前の問題が山積みだ。陸には聞きたいことがありすぎる。




　次々とみんなが帰り、今この控室にいるのは私と陸のふたりだけ。

　なんなの？　この気まずさは……。大きな部屋にタキシードとウェディングドレスを着た男女が微妙な距離で視線も合わさず、しかも無言って……。

　結婚式場にあるまじき空気感。

　でも、なんて話を切り出せばいいのだろう。

　思い返してみれば、私、結婚式の誓いの言葉に『はい』って答えちゃったんだよね。百恵さんではなく春姫として……。

「陸！」

　勇気を振り絞って呼んだ。

「なに……？」

「そんなに離れた場所にいたらちゃんと話せないから、こっちに……来ない？」

　陸は小さく息を吐いた後、ソファに近づいた。

　式のときは緊張のあまりよく見られなかったけど、陸のタキシード姿は思った以上に素敵だった。

　白に近いグレーの細身のパンツは、ただでさえ長い脚をより長く見せて、ショート丈のジャケットとの相性は抜群だった。

　できれば私以外の人のためには着てほしくない……。

　そんな独占欲さえ生まれてくる。

「タキシード似合ってるじゃん」

　少し照れながら陸を褒めると、「今ごろそれ言うのかよ……」と少し呆れた様子だったが、目は優しかった。

　ずるい……。そういう目で見られるとドキドキしてしゃべれなくなるでしょ。

「だ……だって緊張してたし……。そんな余裕なかったもん」

　陸が私の座っているソファの前に立った。

「隣……座っていい？」

「うん……」

　陸はゆっくりと腰掛けると、私の顔を覗き込んだ。

「びっくりした？」

「え？」

「結婚式の誓いの言葉で、百恵の名前じゃなく春姫の名前が呼ばれたこと」

　私は首を大きく頷いた。

「びっくりしたよ。……そうよ！　なんで私の名前だったのよ。周りは誰も驚きもせずに黙って見てるし。まるで知らないのは私だけ、みたいな……」

「嫌だった？」

「え？」

「内田春姫さん、あなたは椎名陸さんを夫とし、神の御定めに従い聖き婚姻を結んで共にその生涯を送りますか。そう言われて嫌だった？　俺は……うれしかったよ。春姫が誓いの言葉に『はい』って答えてくれて。春姫は？　嫌だった？」

　嫌なわけないじゃない。

「うれしかったわよ。だって……だって私は……」

　陸のことが好きだから。

　そう言おうとしたが、その言葉は陸の手で塞がれた。

「ごめん。それは後でじっくり聞かせてもらう。その前に俺の話を聞いてほしい」

　陸は手を離すと私の手を絡ませるように握り、その手を自分の口元に運んで唇に当てた。そして視線を私に向ける。

　ちょ……ちょっと、そんな仕草は反則だよ！

　私の心臓は今にも飛び出してしまいそうだった。

「俺はずっと……ずっと春姫のことが好きだった。でも言えなかった。もし告白して断られたら、お前との繋がりがなくなる。それなら友情を取ったほうがずっと近くにいられると思って……。だから最初は友情を選んだんだ」

　陸は私の手を握ったまま、真剣な表情で言葉を続ける。

「だけど、春姫の結婚がダメになったと知った日に我慢ができなくなった。誰かに取られるくらいなら俺のものにしたいって。でも、いざとなるとあんな無理やりキスするようなマネしかできなくて、結局春姫とも疎遠になって、めちゃくちゃ後悔した。そんなとき、百恵と知り合ったんだ。そして俺はお前の気を引くため、百恵に偽の彼女になってもらったんだ」

　陸の口から語られた今までの経緯は、突拍子もない内容だった。

「はい？」

　非現実的すぎて返す言葉が見つからず、聞き返すことしかできない。

「だから、あれは全部……お芝居だったんだよ」

　偽の彼女とか、お芝居とか、なにを言ってるの？

　驚きのあまり声も出ない私を見て、陸は頭を抱えながら深く溜め息をついた。

　いやいや、頭を抱えたいのは私のほうだ。

　そう突っ込みたいが、そういう気にもなれなかった。だって今までのことはすべて嘘だったってことでしょ。私がどんな思いで百恵さんの代役を引き受けて、どれだけ陸のために悩んで泣いたのか、陸はなんにもわかってない。

　そう思うと沸ふつ々ふつと怒りが込み上げてくる。どんな理由にせよ、人を騙すような行為が私には許せなった。

「帰る」

「え？」

　立ち上がり帰ろうとしたが、絡められた指はそう簡単には離れなかった。

「離してよ」と言いながら手をブンブン振るも、男の人の力には到底かなわない。

「どうして……どうしてそんな卑怯な真似するのよ。なんで堂々とぶつかってくれなかったのよ！」

　陸を睨みつける。

「じゃあ、ストレートに好きだと言ったら、お前はイエスと言ってくれたか？」

「…………」

　正直、それには答えられなかった。この人を好きだと自覚したのは、陸が結婚すると聞いてからだから。

　すると陸は胸ポケットから封筒を取り出し、私に差し出した。

「な……なによ」

「これ……百恵から預かってたんだ。もしこうなった場合には渡すようにって言われてたから」

　下唇を噛みながら、手紙を奪うように取った。

「手……離してくれないと読めないんだけど……」

　そう言うと、陸はパッとその手を離した。そしてソファから立ち上がると、私と距離を取った。

　ピンクのかわいらしい封筒が百恵さんらしいと思った。手紙を開けると……。




『春姫さんへ。

　この手紙を読んでいるということは、結婚式は無事に終わったんですね。で、多分真実を知って怒っている。

　少し私から言い訳をさせてください。

　陸くんとの出会いは、合コンだったの。

　お互い乗り気じゃない者同士で意気投合してね、いろいろな話をしているうちに陸くんには何年も想い続けている女性がいることを知ったの。

　それが春姫さん、あなただった。

　そして私にもずっとずっと好きで好きでたまらない男性がいたの。その人には何度も告白して、そのたびに振られていたんだけどね。

　お互い諦めきれない相手がいることを知ったとき、あることを思いついたの。それが偽の恋人。

　最初は恋人のふりをして相手を嫉妬させて、なんとか振り向かせられればって軽い気持ちだったのだけれど、実際はそう簡単にはいかなかった。

　私が初めて春姫さんに会ったとき、陸くんのことが好きだってすぐにわかったわ。陸くんも私の好きな人を見たとき、同じように思ったらしいの。自分では気づいてなくても、他人にはわかるんもんなんだよね。

　そのときに思ったの。なんで運命の相手がこんなに近くにいるのにそれに気がつかないんだろうって。正直、もどかしかった。だから見せつけるような態度を取ってわざと煽あおったりもした。

　春姫さんは顔に出やすいから、私に対して敵意を見せていたのが手に取るようにわかったわ。でも、そこ止まりだった。

　どう見てもふたりは運命の相手なのに、このままだと運命の相手だと気づかないまま終わってしまうのではないかと思ったのね。陸を想う気持ちを春姫さんに気づかせるにはパンチのあることをしないとわからないんじゃないかって。

　そんなとき、陸くんから今回の話を聞いたの。

　最初はなんて突拍子もないことを考えているのかと思ったんだけど、あなたを想う陸くんの気持ちは本物だってわかった。

　陸くんは春姫さんに嘘をつくことに戸惑いがあったと思う。でも私から見たらあなたたちふたりはどう見ても運命の人。それは他の人たちも同じ思いだったと思うの。

　だからみんなが協力してくれた。あなたのご両親、陸くんのご両親、そして藤田さん。みんながあなたたちふたりの幸せを願って協力したの。

　もちろん騙したことはよくないこと。私も共犯なので謝ります。

　ただ、私も陸くんのおかげでずっと片想いをしていた人と想いが通じ、結婚が決まりました。だからどうか彼を責めないでください。

　そして本当の幸せがなにかよく考えてください。　百恵』




　……みんなが今回のことを知ってたんだ。

　今、思えば、納得できる部分が多々あった。

　偽の花嫁なのに、父や母の涙や、藤田さんからの言葉や贈り物……そのすべてにはそれなりの理由があった。

　手紙を封筒に入れて、視線を陸に向ける。

　窓から外を見ている陸の表情はどことなく不安そうに見えた。

　私はゆっくりと立ち上がり陸のほうへ歩み寄る。私に気づくと、陸の表情はより硬くなった。

　この人も私のことでずっと悩んでいたんだ。でも、陸が私のことをずっと好きだったなんて……。

「ぜんぜん気がつかなかったよ」

「え？」

　少し強ばった顔に緊張がプラスされ、陸の声が上ずったように聞こえた。

「陸が私のことを好きだったなんて、気づかなかった」

「……うん。気づかれないようにしてたからな」

「いつから好きだったの？」

　こんな上から目線でこんな質問するなんてって思うんだけど、聞かずにはいられなかった。

　陸は窓にもたれながら顔を上げ、少し考えているようだった。しばらくすると……。

「……いつっていう正確な時期はわからない。友達の期間が長かったしね。でも、今思えば、初めてしゃべったときには春姫のことが気になってたのかもしれない。憶えてる？　俺たちが初めて交わした会話」

「憶えてるわよ。陸の持ってたflybyのＣＤを見てすごく興奮したもん」

「だろ？　まだflybyはデビューしたばかりで、知ってる人なんてほとんどいなかった。だから春姫のうれしそうな表情を見てドキッとしたし、一緒にバンドを組みたいと思ったのだって……今思えば恋の延長線上だったんじゃないのかなって」

　懐かしそうに話す陸の顔が夕日に照らされ、ドキッとしてしまう。

　その言い方だとすごくキレイな思い出に聞こえるけど、そうじゃなかった……よね。

「でも実際は、女の子に告白されたら拒まずの最低男だったわよね。私なんか恋愛処理班なんて変な名前つけられちゃうし。全然説得力ないよ」

　陸は顔を手で覆うと壁にもたれかけ、そのままズズズーッとしゃがみ込んだ。

「あー！　それマジ勘弁して。俺の黒歴史だから……」

　でも、こんな大がかりなお芝居打ったんだから、少しは反省してもらわないとね。

　いたずら心に火がついた私は、同じように陸の隣にしゃがみ、耳元で囁いた。

「ダブルブッキングなんて日常茶飯事だったわよね～。何度も何度も呼び出されては説明して。毎回女の子に同じ質問されたな～。『あなたは陸の彼女なんですか？』って。そのたびに『違います』って答えてた。そのうち面倒になって、言われる前に自分から『彼女じゃありません』って念押ししてから話したこと。懐かしいな～。そんな陸があのときは大嫌いだった……」

　陸が『大嫌い』という言葉に反応して、手で覆っていた顔を上げ私を見つめる。それはひどく悲しげで、弁解の余地もないという感じだった。

　私は言葉を続けた。

「でもね、そんな陸だから心のどこかで安心していたのかも。特定の彼女を作らない。特別な人が陸にはいない。陸は誰のものでもないって。……だからね、百恵さんを初めて彼女として紹介されたとき、なんだかすごくショックだった。陸のこと好きじゃないのになんでこんなに心が乱れるんだろう。別に陸と私は友達なんだから、彼女ができたってどうでもいいのに。そう思うのに、よくわからないけど悔しくって腹が立って……。それでも私は、心の奥底に眠ってる陸への想いに気がつかなかったわけだけど……」

　とめどなく陸への想いが溢れてくる。

「春姫？」

　陸は私の目をじっと見つめ髪の毛をそっと撫でた

「でも結婚式の招待状が届いたときにね、やっと気がついたの。陸が好きだって。でも遅すぎた。だから招待状になんて返事を書けばいいのかって、すごく悩んだ。好きだって気づいたときには人のものになってたから。それなのに今度はブーケの依頼まで来て……正直、神様を恨んだわ。そして自分自身を恨んだわよ」

　話をしているうちに視界がぼやけてきた。

「春姫……」

　陸の手が私を抱き寄せる。

「そんなとき、百恵さんとの結婚がダメになったから代役をやってほしいと頼まれた。あのときは、陸の心の中に百恵さんがいてもいいから引き受けようと思ったの。短い時間でも陸のお嫁さんになれるならって。それが、一緒に準備を進めていくうちにだんだん欲張りになって、もっと一緒にいたいって気持ちが大きくなったの。陸の中には百恵さんがいる。私は百恵さんの代わりなんだって何度も自分に言い聞かせてんだけど、思えば思うほど苦しくて……。それなのに陸は私の気も知らないでキスしてくるし、優しくするし……」

「ごめん……。春姫、ごめんな。でも俺、今めちゃくちゃうれしい」

　陸の腕に力が入る。

　顔を見上げると陸が熱い眼差しで私を見つめていた。そして陸の顔がとても近くなった。

「陸……」

　陸は私の手を取ると、その指を自分の指に絡ませた。

「嘘をついたのは謝る。本当にごめん。だけどもうこの手は離さない。やっと想いが通じ合ったんだ。誰が離すもんか」

　陸は私の手を力強く握り、それ以外の選択肢はないと言うような眼で私を見た。

「陸……」

　陸の言葉のすべてが嘘のないものだとわかると、胸が熱くなった。

「俺と本物の恋をしてくれますか？」

「え？」

「俺のお嫁さん役ではなくて……本当のお嫁さんになって、これから一緒に嘘偽りのない恋をしてくれませんか？」

　目を細め、ゆっくりと私を見つめる。その声はとても甘く囁くようだった。

　これって夢じゃないんだ。私たち両想いだったんだね。そっか……私たち今から始まるんだ。もう、順番めちゃくちゃじゃない。

　そう思ったら、涙と一緒に笑ってしまった。

「今、そこ笑うとこじゃないぞ」

　そういう陸も笑っていた。

「陸のお嫁さんにしてください。そして、たくさん本物の恋をしよう」

　私はとびっきりの笑顔を作った。

　ふたりの距離が縮まる。

　しかし、今にもキスしそうになった瞬間、その距離が急に開いた。

　え？　なに？

　陸の顔を見ると、「あああ！　ダメだ。これ以上はダメ！」といきなり立ち上がり、私の腕を掴んだ。

「え？　ちょ……ちょっとどうしたの？」

「ここでキスしたら、歯止めが利かなくなる！　行くよ！」

「はい？」

「だから……行くよ！」

「どこへ？」

「秘密」

　陸は口角を上げた。

　だけど、私はまだドレスを着ている状態。陸だってタキシードのままだ。

「ちょっと！　私、まだ着替えてないんだけど！」

　しかし私の声は陸には届いていないようで、陸に引っぱられるように部屋を出た。










もうひとつのサプライズ




　ウェディングドレスのまま車に乗せられて、なにがなんだか訳がわからない。

　行き先も言わないばかりか、着替えさせてもくれないってどういうことよ！

　ウェディングドレスで街中に出れば、かなり目立つ。それに、引きずりそうな裾すそをグイッと持ち上げないと普通に歩けない。

　そんなドレス姿では車に乗るのも大変で、大事な借りものだから汚せないし、とにかく神経を使う。

　しかも後部座席には私の荷物がどっさり。

　いったい、いつ誰が積み込んだの？　恐らく……お母さんだ。

「ねえ！　ちゃんと説明してよ。この格好、恥ずかしい～」

　だが陸は前を向いてタキシード姿で運転中。

「この格好で運転してる俺も十分恥ずかしいよ」

　いやいや、私よりはましでしょ。

　そのうち車は高速道路に入った。

「陸！　だから～、行き先くらい教えてよ。今、高速道路だよね。トイレ行きたくなったらどうするの。この格好でサービスエリアとかぜーったい無理！」

「そんなに遠くないから安心しろ」

　それだけ言うと、陸は聞いていたラジオを消した。そしてボイスレコーダーを取り出し、再生を押した。そこから流れてきたのは……。

『春姫！　ご結婚おめでとうございます！　ドレス素敵だったよ。倒れたときはマジびっくりしたよね～』

　それは式に来ていた友達の声だった。

『春姫が倒れたとき、旦那さんが春姫をお姫様だっこしてチャペルを出る姿、あれ最高だったよ。私も結婚したくなっちゃった』

「え？　そうだったの？」

　陸を見ると、顔を赤らめたまま無言だった。

　その後も友人からのたくさんのメッセージが続いた。

　披露宴に参加できなかった私のために、松田くんたちがみんなからメッセージをもらってくれたようだ。

『春姫ちゃん。ウチのバカ息子のこと頼むな。いや～うれしいな～。おー！　内田さんもほらひと言……』

　陸のお父さんからのメッセージに、陸は運転しながら「あのくそ親父が……」と恥ずかしそうに呟いた。

　続いて私の父。

『春姫！　バージンロード一回で済んでよかったな。大変だったんだぞ。お前にばれないようにするのはさ。でも陸くんはいい男だ。幸せになれよ！』

「だいぶでき上がってたみたいね」

　ボソッと言う私に陸は笑った。

　次のメッセージは母からだった。

『まさか倒れるとは思わなかったわ～。でもいいもの見せてもらえたし私は満足よ。陸くんへの想いが叶ってよかったわね。ふたりのツーショット写真見たわよ。今度は本当の意味での思い出をたくさん作るのよ。あっ、そうそう。あんたの荷物、明日には新居に運ぶから、もうこっちには帰ってこないでね。あと一週間は休んでいいから陸くんとゆっくりしておいで』

「ええええ！　ねえ？　陸、これってどういうこと？」

　しかし陸は相変わらず前を向いたまま、真顔で運転している。

「結婚したんだから一緒に住むに決まってんだろ？　一週間の休みは、これから行く新婚旅行に決まってんじゃん」

〝寝耳に水〟とはこういうことなのか……なにも知らなかった。

　引っ越しするってこともだし、陸との新居だって知らない。もちろん今から行く場所も、それが新婚旅行だということも。

　それに、新婚旅行に行くのになんでドレスを着たままなのかが一番わからなかった。

　最後のメッセージは藤田さんだった。

『春ちゃん。今まで黙っていてごめんね。でもやっと気持ちが通じ合えて私もうれしいわ。陸くんと百恵さんから相談を受けた後、あなたから陸くんのことが好きだと聞いて、何度本当のことを言おうと思ったか……。でもふたりが運命の相手だってわかった以上、あなたにはどうしても本物の幸せを掴んでほしかったの。こんなにも春ちゃんを思ってくれる男性はいないわよ。時間はかかっちゃったけど……本当におめでとう』

　目頭が熱くなる。

　ここにメッセージをくれたみんなのおかげで、私たちはこうして一緒になれることができた。それを実感して、さらに胸が熱くなった。

　私はゆっくりと目を閉じた。これ以上泣かないために。




「……ひ……春姫！　着いたよ」

　軽く肩を揺すられ目を覚ますと、外はすっかり暗くなっていた。周りを見渡すと、そこは森の中のようだった。

　目の前にはコテージがあった。

　しばらく窓から周りの様子を見ていると、トランクの閉まる音が聞こえた。そして入り口の前で、荷物を下ろした陸が手招きしていた。

　私は車を降りて、ドレスの裾をぐっと膝下のあたりまで引き上げながらコテージの階段を上がった。

　陸が鍵を開け、「どうぞ～、奥様」と言って中へ招き入れてくれる。

　私もそのノリに会わせ、お姫様にでもなった気分で「ありがとう」と中に入った。

　そこは、木の香りが部屋いっぱいに広がった二階建てのコテージだった。一階にはキッチン、バス、トイレ、吹き抜けのリビングに和室。二階はベッドルームになっている。

「素敵！」

　感激の声を上げる私に、陸も満足そうだった。そして、ソファに座ることなく時計を見ると、「は～るひ～」と私を呼んだ。

「なに？」

　すると「行くよ」とひと言だけ言って、陸は玄関へ向かった。

「行くってどこへ？　ていうか、もう着替えてもいいよね！」

　しかし陸は「そのままでいいから早く車に乗って」と急かす。

　理由を言わない陸に少しイラ立ちを感じながらも、私はしぶしぶ車に乗り込んだ。




　車に乗ること三分。到着したのは小さなチャペルだった。

「どういうこと？」

　結婚式は済んだのになんで？

　陸は私の手を握ると微笑んだ。

「途中で気を失った奥さんとふたりだけの結婚式をしたかったんだ」

　私は陸の顔を見上げた。

「ふたりだけ？」

「そう。牧師も誰もいないけどさ。藤田さんに相談したら、ここを手配してくれてね。本当にあの人には頭が上がらないよ」

　陸は握ってないほうの手からブーケを差し出した。

「あっ！」

「気を失ってブーケトスはできなかったけど、ある意味よかったかもね」

　いたずらっぽい笑顔を向ける陸に苦笑いするしかなかった。

　いったん繋いだ手を離すと、陸がチャペルの扉を開けた。

　目の前に広がる幻想的な景色に足が止まる。

　祭壇の奥は一面ガラス張りになって、それは天井まで続いていた。そこから見る景色はまるでプラネタリウムのようだった。

「星が出ててよかった～」

　ホッとするような陸の声に振り向くと、陸は祭壇のガラス張りになった天井を見上げていた。

「ここさ、藤田さんが式を挙げた場所なんだって。山の中だけど、下を見るとほら、湖になってんだよ。だから昼間は湖を一望できるようになってるみたい。それはそれで素敵らしいんだけど、夜は天気がよければ、あの祭壇の上のガラスの天井から星が広がって、プラネタリウムみたいになるって聞いてたんだよね。どう？　気に入ってくれたかな？」

　私は天井から見える星に言葉も出ず、ただ頷くだけだった。

「さぁ、始めますか？　お姫様？」

「もう……それ、なんのプレイなの？　普通にしてよ～っていうか、どうするの？　ふたりで結婚式って……」

　陸はニヤリと笑い、私の手を掴んで祭壇前へ進む。そして、一度咳せき払いをした。

「では、ただ今よりふたりだけの本当の結婚式を始めます。う～ん。讃さん美び歌かとかそういうの飛ばすね！　で、いきなりですが……」

　なんだかかなり緩い結婚式だけど、堅苦しさがなくて、私たちらしいかもしれない。

「では……結婚の誓いから」

　陸はポケットから紙を取り出した。そこには誓いの言葉が陸の字で書かれていた。

　結婚式のときに牧師が言ったように陸が読み上げる。それに対して、私たちは互いに「ハイ」と答えた。

「指輪の交換は？」

　そう尋ねると、陸は首を横に振った。

「それはなし。だって、もうこの指輪は一生外さないって決めたから」

　そう言って私の指を手で撫でた。

「春姫も極力外さないこと……いい？」

　かなりの至近距離で囁かれ、ドキッとしてしまう。

「うん……」

　陸は指輪から視線を私に向けると、口角を上げた。

「じゃあ、誓いのキスしようか。誰も見ていなんだから覚悟しろよ。今度は倒れるとかなしだからな」

　陸は私のブーケを祭壇に置くと、片方の腕で私の腰を抱き寄せた。

　結婚式の誓いのキスとは思えない体勢だけど……。

「やっと一緒になれる。もう離さないから。……いいね」

　陸は私の返事も待たずに唇を重ねた。

　最初の結婚式とはまったく違う大人のキスだった。何度も角度を変え、私の呼吸を乱していく。絡めた手に力を入れると、それに応えるようにキスは激しさを増す。

「そんな色っぽい顔……反則だよ」

　反則は陸のほうだと言いたいが、そんな余裕すら与えられず、私は陸のキスで全身がとろけそうになっていた。

「……こんなの……結婚式……のキスの……レベルじゃないよ」

　恥ずかしい。キスだけで息が上がるなんて。

　陸は満足そうな顔を向けると、おでこにもう一度だけチュッとキスした。

「ざまあみろ。俺を待たせた罰だ！」

「な、なにがよ。そっちだって私の心を弄もてあそんだんじゃない！」

「だって俺、春姫が俺のこと好きだったなんて知らなかったしね」

　そう言いながら陸はポケットから封筒を取り出した。

　まさか、また百恵さんから？

　そう思いながら受け取ると、意外にも普通の茶封筒だった。

「なによこれ……」

「いいから、見てよ」

　口を尖らせながら封筒を開けると、そこには婚姻届が入っていた。まさかそこまで用意しているとは思ってもいなかった。

「結婚証明書に署名するっていう演出もあるんだろうけど、やっぱ俺たちにはこれかなって思って……。気が変わらないうちに書いて」

　そう言って陸はペンを差し出した。

　よく見るとほとんどの欄が埋められており、私の書くところは自分の名前を書く欄だけだった。

　今まで生きてきた中で自分の名前を書くのにこんなに緊張するのは初めてだった。

「間違ったら全部書き直しだからな」

　脅すように言う陸を軽く睨む。

「そういうこと言うと間違えちゃうの！　こういうときは温かく見守ってよ」

「温かく見守ってるよ～。がんばれ春姫、間違えるなよ」

　冗談交じりの陸に笑みがこぼれる。

「だからー、間違えるって言わないの！」

　私は一文字一文字、確認するようにゆっくりと自分の名前を書いた。

「書けた！　これを提出したら、私、椎名春姫になるんだね」

　慣れない名前に照れてしまう。

　そんな私を陸はうれしそうな顔で見つめていた。そして封筒に婚姻届をしまうと、ニヤリと笑った。

「よし！　これで俺たち本当の夫婦になれたんだよな！」

「うん。市役所に届けたらだけどね」

「そんなのわかってるって。とにかく春姫は完全に俺のものだ！」

　急にガッツポーズする陸に思わず笑ってしまう。

　だが陸はその口角をさらに上げ、私の腰に腕を回した。

「よっしゃ～！　これでこのウェディングドレスを俺だけが脱がせられるんだよな！」

「え？　なんでそうなるの？」

「『え？』じゃないの。俺はこの日をどれだけ待っていたか」

　そう言うと私の腕を掴んで、また無理やり車に乗せたのだった。










年とし甲が斐いもなく




　コテージへ戻る車の中。

『このウェディングドレスを俺だけが脱がせられる』

　頭の中でさっきの陸の言葉が繰り返されていた。

　たしかに結婚して私は陸のものになったけど、さっきの言葉はあまりにもあからさますぎて心臓に悪い！

　決して初めてってわけじゃない。でも陸とは初めてで……年甲斐もなく気持ちだけが乙女化している。もう尋常じゃないくらいドキドキしている。

　そうこうしているうちに、あっという間にコテージに着いてしまった。

　飛び出そうな鼓動をなんとか落ち着かせようと大きく深呼吸した。

「なんで深呼吸なんかしてんの？」

「え？　……あっ、山の空気は気持ちいいな～って、思って」

　わざとらしいにもほどがある。

　陸はそんな私を見てフッと笑うと、そのままコテージの中へ入っていった。ひとり残された私も慌ててその後を追う。

　コテージに入ると、陸はすでにタキシードを脱ぎ始めていた。ネクタイを緩めてボタンを外す姿が妙に色っぽく、私は立ちつくしたままその姿を見つめてしまう。

「なーに見てんの？　そんなに俺の脱ぐ姿が見たい？」

　陸がいたずらっ子のような笑みで私を見た。

「そ、そんなんじゃないから。それに見られて困るなら別の部屋で脱いでよね……」

　恥ずかしくて視線を合わせられず、下を向きながら訴えるせいで、まったく説得力がない。私は落ち着きなく視線を泳がせた。

「わ、私も着替えようかな」

　ドレスを脱がすなんて言ってたし、先に着替えちゃえば阻止できたりして……。

　グッドアイデアだと思い、パッと顔を上げる。

　すると、さっきまでソファにいた陸が私の目の前にいた。

「着替え？　そんなの……俺が脱がすって言ったよね」

　目を細め『そんなことさせないよ』とでも言いたげな目で私を見つめる。

「ぬ、脱がすって……。私だってこんなことになるなんて思ってもいなかったし……その……心の準備というか……」

　こんなこと言えば、どん引きされるかもしれないってわかってはいるんだけど、恥ずかしすぎて下着姿なんて見せられない。

　すると陸は私の手を取り、その手を陸の胸に当てた。

「どう？　わかる？」

　当てられた手から陸の鼓動が伝わってくる。私と同じくらいドキドキしている。

「陸？」

「こんなかっこつけたこと言ってるけど、俺だってすげードキドキしてんだよ。誰よりも近くにいて手の届く場所にいたのに、実際はめちゃめちゃ遠くて……それがやっと手に入ったんだ。普通でいられるわけないよ……」

　陸も私と同じ気持ちなんだね。

　ドキドキしているのは私だけじゃないとわかり、なぜかうれしくなる。

　私は陸の手をそっと掴むと、その手を自分の胸に当てた。

　陸はすごく驚いた顔をして、私の顔と胸を交互に見た。

　私だって自分の大胆な行動に驚いてる。だけど、心とは裏腹に本能がそうさせた。

「春姫……」

「ねぇ、私も陸に負けないくらいすごくドキドキしてるの。わかる？　その理由は陸と一緒。こんなに近くにいたのにその気持ちに気がつかず、手が届かないところに行ってから自分の気持ちに気づいたの。もう二度とこの手に触れることはできないって思っていたのに、陸は私を選んでくれた。すごくうれしいの。でも……すごく恥ずかしくって……」

　自分の言葉に顔が真っ赤になってしまい、陸の顔が見られない。

「いいんじゃないの？　それで」

「え？」

　パッと顔を上げると、そこにはやっぱり優しい顔があって、胸にあった手は私の頬を撫でていた。

「その気持ちがわかれば、もう十分、大丈夫。大丈夫だよ」

　陸は私を抱き寄せると耳元で小さく囁いた。そして耳にチュッとキスをした。続いて、おでこ、鼻の上、頬……と優しいキスが下りてくる。

　不思議だった。あんなにドキドキしてたのに、陸の『大丈夫』って優しく囁く言葉がすっと身体の中に入ってきて、心が落ち着いていく。

　理由はわからない。だけど、本当に大丈夫だって思えた。

　そのとき、背中のファスナーに手がかかるのがわかり、ビクッとした。だけど手の動きが止まることはなかった。ファスナーを最後まで下ろすと、ウェディングドレスは滑るように床に落ちた。

　同時に陸も私から身体を離す。そして後ろに回ると、ブラジャーのスナップをぎこちなく外し始めた。

「ガーターは自分で外せるよね」

　耳元で囁かれ、身体が跳ねる。私は無言でそれを外した。もう恥かしさマックスで、穴があったら入りたい気分だった。

　最後のホックが外された瞬間、ブラジャーが床に落ち、胸が露わになる。慌てて手で隠そうとするが……。

「その手はいらないよ」

　子供をたしなめるような陸の言い方に、もうここまできたら覚悟を決めるしかない、と思った。

　私は両手を力なく下ろした。恥ずかしさのあまり陸の顔をまともに見ることができず、視線が斜め下を泳ぐ。

　陸は私に向き合うように移動すると、私のおでこに自分のおでこをくっつけた。

「ありがとう。俺のために」

　ふたりのおでこが離れると、再び陸に抱きしめられる。私は陸の胸に顔を埋めた。

「もう……恥ずかしくて顔から火が出そうなんだけど」

　素直な気持ちを伝えると、陸はフフッと笑った。

「俺は春姫のこんなセクシーな姿にに鼻血が出そうだけど」

「もう！」

　思いっきり睨むと、またいたずらっ子のような笑みを浮かべた。

「じゃあ。早くこの姿から解放されたい？」

「当たり前じゃない。恥ずかしいから早く着替えたいよ」

　そう答えた途端、身体がふわっと軽くなった。

「ちょ、ちょっと、な、なに？　下ろしてよ。こんな……こんな格好で……嫌。お願い、下ろして」

　だけど陸は私の言葉など聞いていないとでも言うような顔で、階段を一段一段ゆっくりと上る。

「ちょっと！　階段って……私めちゃくちゃ重いのに！」

「そんなに動くと本当に階段から落ちるよ。もう観念しなさい」

　足をばたつかせる私に、大人が子供を叱るように言った。

「うううー」

　完全に陸のペースにはまってしまった。

　これ以上はどんなにあがいても無駄だと思い、もうなにも言わなかった。

　二階に着くとすぐ目の前に寝室があった。

　ドアは半分開いていて、陸は足を使ってドアを開け、部屋に入った。私をゆっくりとベッドに寝かせると、部屋の照明を落とした。

　ホッとしたのも一瞬で、陸はなぜかベッドの前のカーテンを思いっきり開けた。

　外が意外と明るいことに気がつき、思わず布団の中に潜る。しかし陸はそれを引き剥がし、覆いかぶさってきた。

　視線が絡まる。月明かりに照らされた陸の顔はとても色っぽくて、思わず息を呑のんだ。

　顔が徐々に近づき、唇と唇が今にも触れそうな距離に鼓動が速くなる。多分、私はこの先も陸に見つめられるたびにドキドキするんだろう。

　手を伸ばして、陸の頬に触れる。

「春姫？」

「私、今すごくドキドキしてるけど、とっても幸せよ」

「俺もだよ」

　どちらからともなく唇が触れ、愛おしさを満たすようなキスが繰り返された。

　陸の手は私の身体をなぞるように下へ下へと時間をかけて下りてくる。それは大事なものに触るようにとても優しかった。

「春姫……すごくキレイだ。本当にこうやって春姫に触れることができる日が来るなんて、思ってもみなかった」

「えっ？　あんな突拍子もないことをやった人が言うセリフ？」

　思わず笑ってしまったが、陸の顔は真剣だった。

「勝算なんて正直なかったよ。だからこうして今、春姫が俺のものになってくれたことが本当に夢のようなんだ」

　それは私も同じだった。

「夢じゃないよ」

「ああ、夢じゃない。春姫の唇もこの身体も幻じゃない」

　体中にキスをしながら陸の手が現実を確かめるように滑り、私の足を撫でる。私はその動きに呼応するように身を委ねた。

　陸の手がガーターリングのある位置で一瞬止まったかと思うと、一気に引き下ろした。

　ガーターリングを握り締めた陸と再び視線が合う。陸は私の前でそのガーターリングにキスをした。

　陸の色っぽい仕草に心臓が波打つようにドキドキする。

「愛してるよ……春姫」

　私も……。そう言おうとしたが、キスで塞がれた。それは決して荒々しいのものではなく、まるで自分の存在を刻み込むような深いキスだった。

「陸……大好き」

　唇が一瞬だけ離れた瞬間に想いが溢れる。

「俺も大好きだよ」

　そしてその想いは全身に注がれた。陸は私の身体にたくさんのキスを落とした。

　陸の指が私の敏感なところを刺激するたびに、私の息遣いは徐々に荒々しくなり、身体が否応なしに反応する。

　声を抑えようとすると、「誰もいないから声を出して」と囁かれる。

「は……恥ずかしいよ」

　手で顔を隠すと、その手を陸が外す。

「俺しか聞くことのできない春姫の声が聞きたいんだ。春姫が俺の指や舌で感じる声をね。だから聞かせてよ」

　陸は私の胸に舌を這はわせた。

　大好きな人と肌を重ね合うことがこんなにも幸せな気持ちになるなんて、過去に付き合った人には申し訳ないが、初めて感じたことだった。

「俺がこの日をどれだけ待ったかわかる？」

　陸に問われて、なにか言葉を返したいのに言葉が出てこない。

「あっ……ああっ……陸、ああっ」

　陸に触れられた部分が熱を持ち、荒い息遣いだけが部屋に響き渡る。

「そんな顔するとか反則だぞ」

　軽く唇を噛みながら私を見つめる陸の顔がかわいくて、思わず微笑む。

「ずいぶん余裕があるようだな。さっきまで恥ずかしいって言ってたのに」

　さっきまでのかわいい笑顔が一変し、いたずらっ子のような表情を浮かべながら顔がぐっと近づく。どうやら陸のスイッチを押してしまったようだ。

「ち……違う。そんなんじゃないよ！　余裕なんてまったくないよ」

　だが、私がどんなに弁解しても信じるつもりはないようだった。

「もう手加減しないからな。春姫が音を上げても寝かせてやんないからな」

　そう言って、陸の指が私の身体をなぞる。下へ下へと下りていき、私の敏感な場所へと滑り込む。

「あっ……んんっ……んんっ」

「春姫、もっと……もっと声を出して。俺に伝わるように」

　陸の指の動きがさらに激しくなる。その動きに合わせて私の身体が跳ね上がる。

「陸……り……くっ……」

　名前を呼ぶだけで精一杯だった。

「春姫、愛してる」

　陸の言葉に応えるように、彼を抱きしめる手に力を入れた。

　こうなるまでかなり遠回りだったけど、それがあったから今の私たちがいる。

　今こうして陸に愛されている悦よろこびに、私は心から幸せを感じていた。










ずっと好きだった




「陸！　はーやーく！　こっちこっち」

　あのドタバタの結婚式から三カ月が過ぎた。

　仕事が花屋ということもあり、サラリーマンの陸とは休みが合わず、なかなか休日を一緒に過ごすことができないのが悩み。

　だけど両親が気を利かせてくれて、月に一回だけ土・日休みをもらえるようになった。

　今日はその休みを利用して陸とデート。どうしても行きたいところがあった。それは結婚式のための写真を撮ったフラワーパークだった。

「そんなに走るなよ」

「もし行き違いになったら嫌だし、もしいたらちゃんと報告したいんだもん！」

　陸はやれやれと言った様子で私の後ろを歩いている。そして、あの写真を撮った場所に向かうと……。

　いた！

　五十代のご夫婦があのときと同じようにふたりで花壇を見ていた。

「あの……」

　私が声をかけると、ふたりは私を憶えてくれていたようで、「会えましたね」と笑いかけてくれた。

　奥さんに「今日はおひとり？」と尋ねられ、後ろを向いて陸を指差すと、奥さんはにっこりと微笑んだ。

「前に会ったときよりも、とてもいい顔をしてるね。いいことでもあったかい？」

　ご主人は前に会ったときと同じように優しい笑顔を向けてくれた。

「はい。実は三カ月前に結婚しました」

　報告するとふたりはとても喜んでくれた。

　ご主人は三カ月前にここで出会ったとき、『君たちを見ていたら昔の自分を思い出したよ』と言った。そして、もし今度会えたらそのときの話を聞かせてくれる、とも。

　私はどうしてもその話が聞きたくて、偶然会えることを期待して、思いきってここに来た。

「私たちが昔のおふたりに似ているという話、聞かせてくれませんか？」

　すると、ふたりは少し照れながらも頷いてくれた。

「すみません。妻がワガママ言って……」

　陸が申し訳なさそうな顔をするが、ご夫婦は私たちをベンチに誘って腰掛けると、昔を懐かしむように話し始めた。

「妻とはずっと友達のような関係だった。それぞれ恋人もいたし、お互いに幸せだった。片方が失恋すれば片方が慰めて……男女を超えた親友だと思ってたんだ。だけど妻が結婚すると聞いたとき、今までにない感情が襲ってきたんだ。それが彼女に対する愛情とは知らずにね。結婚式の日が近づけば近づくほど、彼女のことが気になって仕方がなくなった。だけど、それでも僕は気づかなくて……。だったら、このまま永遠に友達のままでいよう。そう決めたんだけど……人間って不思議でね。そう思えば思うほど、より相手のことが気になって仕方がなくなるんだ。それで、とうとうその想いが爆発したんだよ。しかも妻の結婚式の前日に」

「前日？」

　私と陸の声が重なった。

「そう。それでね、結婚式前日に連れ去っちゃったんだよね」

「えええええ！」

　失礼だが、とても真面目そうなお顔なので、そんなことをするようには見えなかった。

「それで？」

　陸は身を乗り出した。

「そりゃあ、その後は大変だったよ。親には勘当されるし、式場のキャンセル料を払えって言われたり……。でも、それでも彼女が欲しかった……」

　当時を懐かしむようにご主人は奥さんを見た。

「この顔からは想像できないでしょうけどね」

　奥さんがフフッと笑うと、ご主人はとても照れたように頭を掻いた。

「君たちを見てたら似たような雰囲気を感じてね。それで、手遅れになる前にちゃんと捕まえておきなさいよって意味でアドバイスしたんだけど……。どうやらアドバイスは効いたみたいだね」

　ご主人の言葉に、私と陸は驚きながら顔を見合わせた。

「そうだったんですか!?　でもおかげ様でお互いの気持ちを確かめて、夫婦になりました」

　陸の言葉にご主人は満面の笑みで「よかったよかった」と陸の手を握った。




　ふたりの新居であるマンションに着いたのは夕方五時ごろ。それから早めの夕飯を食べた。

「よかった～、話が聞けて。私たちって本当にいろんな人の協力でこうやって一緒になれた気がするね」

「そうだね」

　四カ月前は自分が陸の奥さんになるなんて考えもしなかった。

　きっと私ひとりではなにもできなかった。たくさんの人に支えられて今の私たちがいることを感謝しないと。

「春姫、片付けが終わったらちょっと……」

　キッチンで夕飯の後片付けをしていると、リビングにいる陸に呼ばれた。

　横に座ると、陸が封筒を差し出した。差し出し人は有村百恵となっていた。すぐに名字が城田から有村に代わっていることに気づく。

「読んでいいの？」

　陸が頷くので、封筒の中の手紙を取り出して読んだ。

　そこには、百恵さんが一カ月前に籍を入れたこと、そして今お腹に赤ちゃんがいて、十二週目に入ったこと、ハワイで挙式を挙げようと思っていたが妊娠発覚により延期になったことが書かれていた。そして、落ち着いたら式を挙げたいから、そのときにブーケをお願いしたい、とも。

　手紙を読み終えると、陸に返した。

「百恵さん、とても幸せそうでよかった。ブーケはぜひ作らせてくださいって言っておいて」

「わかった。百恵も喜ぶよ。本当だったらアイツこそ式に出て、ブーケトスでブーケを受け取るべきだったのかもな。といっても今だから言えることだけど」

　陸は私たちの結婚式を思い出すように、壁に掛けた小さなフォトフレームの写真を見た。それは式の途中に気を失った私を陸が抱きかかえている写真だった。

　もちろんこんな写真を撮る人は松田くんか藤堂くんしかいないけどね……。

　そこであることを思い出した。

「あ！　そう言えば私、あのときのＤＶＤ見てないんだよね。見ていい？」

「いいけど……」

「なに？　見られちゃまずいものでもあるの？　松田くんが『絶対に見るように』って言ってたから、見せてよ。なんか映像がどうたらこうたらって……」

　陸はしぶしぶとＤＶＤケースから結婚式と書かれたディスクを取り出した。それをセットして私の隣に座ると、リモコンの入力切り替えボタンを押した。

　しばらくすると陸の作った写真が映し出される。でも、見る限り変わった写真は出てこなかった。すると……。

　最後に突然、松田くんと藤堂くんが画像に現れたと思ったら、その後、見たことのない写真が登場した。

「陸……これ」

　そこに写っていたのは、陸と私がキスをしている写真だった。いや正確には、陸が私にキスをしている写真。

　写真は恐らく高校生のとき。私がベースを抱えてるから、バンドの練習をしているときだと思うが、陸が眠っている私にキスをしていた。

「じゃあ陸って、このときすでに……」

「好きだったよ。めちゃくちゃね……」







特別書き下ろし番外編










本当のファーストキス




　高校三年の秋。

「ええええ！　それマジで？」

　みんなのリアクションが予想以上に悪く、俺はふてくされながらも言い訳をする。

「文化祭の実行委員の大おお久く保ぼさんがさ～、今年も演奏してくれってしつこくってさ～。あの子胸でけーじゃん。目もくりくりっとしててさ～。あんなのに『陸くんお願い』なんて言われたら、お前ら断れるか？」

「断れない」

「断れる」

　意見がふたつに分かれた。断れると言ったのはもちろん春姫だが、それは想定内。このバンドで男三、女一ってだけで、軍配は俺に上がるのは確定。

「春姫には悪いけど、そういうことだからよろしくな」

　だが、春姫は納得していなかった。

「陸、あんたなに考えてんの？　動機は不純だし、演奏下手なのに……去年の恥の上塗りをする気？」

　春姫の発言に松田も藤堂も顔を見合わせる。

　春姫の言っていることは正論だからな……。

　だけど、やるって言っちゃったんだから仕方がない。なんとか春姫を説得し、しぶしぶ了承してもらった。

　そのときに春姫からいくつかの要望があった。

　大好きなflybyのコピーをするんだから、昨年のようなひどい演奏だけはしたくない。だから時間の許す限り練習をしようということだった。

　春姫の頭の中はflybyでいっぱいだ。特にヴォーカルの達たつに夢中で、携帯の待ち受けも達にしているほどの熱の入れよう。近くに同世代の男がたくさんいるっていうのに手の届かないヤツに想いを寄せている。

　なにかあれば『達が』『達が』……って、達の話で頬を染めている春姫にイラッとする。俺は断然、近くの女の子に限る。

　そりゃ～女優やアイドルはかわいいけど、どうやっても普通に会って会話などできるわけがない。ましてやそんな手の届かない相手と恋愛なんて考えられない。そんな雲の上よりも、すぐ手の届く距離の女の子のほうがいいに決まってるだろ。
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　文化祭の準備が始まると、それまで自由に使っていた教室が使えなくなった。

　その上、クラスの出し物の準備で、メンバーそれぞれに割り振られた担当があり、このままではバンドの練習があまりできないのではという不安が募る。

　しかし、レパートリーが少ないことがよかったのかどうかはわからないが、どの曲を演奏するかはすでに決まっていた。

　メールで四人が揃う日を確認し、先生に使える教室を聞いて、なんとか練習日を確保した。

　だがその練習日も数えるほどしかないため、その間は自主練習となった。

　今日は数少ない練習日だった。

　吹奏楽部が体育館で練習することになっていたので、音楽室が使える。久々にみんなと音を合わせることができると、朝からすごく楽しみにしていた。

　だが運悪くこの日は急遽、俺の所属する放送委員会の召集がかかり、終わり次第、音楽室に行くことにした。その上、その委員会が恐ろしく長引き、練習開始時間を大幅に過ぎてしまっていた。

　携帯でチラチラと時間を確認しては何度も何度も溜め息をつく。

　仕方がないから他の三人に【遅れる】とメールを送ると、すぐに返事が来た。

　最初は藤堂からで、クラスの出し物の準備が遅れていて、教室を出ようとしたときに見とがめられて軟禁状態らしく、こちらも終わり次第行くとのこと。

　続いて松田からもメールが来た。松田も委員会が長引いているらしい。アイツは風紀委員で、先生が癖のある岡おか島じまだから長引くのは想定内だが……。

　残るは春姫だけだな。

　そう思ったとき、タイミングよくメールを着信。その文面を見て思わず笑ってしまった。

【さっさと来い】

　俺にこんなメールを返すのはやっぱり春姫だけだ。

　なんでもっとかわいらしく絵文字なんかつけちゃうような返事が来ないんだ？　顔はいいのに、お前は男かってーの。




「ひ～！　ったく、なんだよ。四十分以上も遅れるとか。春姫、怒ってんだろうな」

　俺の委員会が終わるまでに他のふたりからも終わったというメールが来なかったということは、恐らく音楽室には春姫ひとりだけだ。

　鬼の形相で仁王立ちは覚悟したほうがいいかも。

　教室からカバンとギターを取り、ダッシュで四階の音楽室へと向かった。




　怒られるのは覚悟しているけどやっぱり変に緊張してしまう。

　俺は音楽室の前で深呼吸をすると、ゆっくりとドアを開けた。だが目の前に春姫の姿はなかった。

　まさか怒って帰っちゃったとか？

　そう思って教室をきょろきょろと見渡すと、窓際でベースを抱えた春姫が眠っていた。

「おいおい……寝てるのかよ……」

　教室が暑かったのか窓が少し開いていて、風に揺れるカーテンが春姫の頭にときどき当たるのだけれど、熟睡しているせいかまったく気がつかないようだった。

　だが、初めて見る春姫の寝顔に俺はそれどころじゃなかった。

　髪の毛がフェイスラインを沿うように流れ、風が吹くたびに揺れて、口はほんの少し開いていた。

　俺の知らない春姫は色っぽくて、俺の心臓はドキドキしていた。

　俺に対していつもなぜか攻撃的な春姫。まあ、いつも春姫には嫌なお願いを頼んでいるから嫌われても仕方がない。だけど本当の俺は、春姫が思っているようなことはしていない。実際はキスだってまだ未経験だ。

　だけどそんなことをいちいち説明したところで信じてもらえるとは思っていなかったから、言わなかっただけ。

　たしかにいろんな女の子とデートしたりしている。だけど正直、それ以上どうにかなりたいと思った子はいなかった。

　それが今、その思いは消え去った。

　春姫の寝顔に俺の心臓はバクバクしていた。こんな気持ちは初めてだった。

　いつもの俺に敵意むき出しの春姫じゃない、素の……無防備な春姫に、俺は信じられないほど興奮していて、思わず周りに誰かいないか確かめてしまう。そして一歩、また一歩と近づく。

　こんなこと、ホントは反則行為だってわかっている。だけど、どうしても春姫の唇に触れたくて仕方がなかった。

　音を立てずにそばまで近づく。相変わらず春姫は眠ったままで、とても大事そうにベースを抱えている。俺はそのベースにすら嫉妬してしまいそうだった。

　春姫との距離がぐっと縮まる。

　もしここで目が覚めてしまったらどうしようと一瞬考えたが、欲望に勝てなかった。

　俺は眠っている春姫の唇に自分の唇を重ねた。ほんの数秒だったが俺にはかなり長く感じた。

　やべぇ……無茶苦茶柔らかい。女の人の唇がみんな柔らかいのか、それとも春姫の唇が柔らかいのかはわからない。でも、ひとつだけわかったことがある。

　それは……キスする前よりもキスした後のほうがドキドキするってこと。

　唇を離して立ち上がり、さっと後ろに下がると、床に置いたカバンとギターをまた肩に掛けた。

「ごめん！　遅くなった」

　まるで今来たかのようにわざとらしく大きな声を出して、寝ている春姫を起こした。

「ん……んんっ。あ～、あれ？　私、寝てたんだ」

　春姫は大きく背伸びをしながら立ち上がった。
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　あれから十年後。

　今、俺の隣にはファーストキスの相手であり、俺の奥さんでもある春姫が座っている。

　今日は春姫のリクエストで、結婚式前に写真を撮りに行ったフラワーパークに出かけた。どうしても写真を撮ってくれた夫婦に会って、話を聞きたかったらしい。偶然にもその夫婦に会えて、話も聞けた。

　そして、百恵から届いた手紙をふたりで読んだ。

　手紙には入籍、妊娠……とうれしい報告が続き、安堵した。

　百恵には本当に世話になった。

　改めて、多くの人に支えられて今の俺たちがいると実感する。

　そんな幸せの余韻に浸っていると……。

「あ！　そう言えば私、あのときのＤＶＤ見てないんだよね。見ていい？」

「いいけど……」

「なに？　見られちゃまずいものでもあるの？　松田くんが『絶対に見るように』って言ってたから、見せてよ。なんか映像がどうたらこうたらって……」

　春姫が早く早くとせがむから、仕方なく重い腰を上げてＤＶＤをセットした。

「あれ～。特に変わったとこないじゃない。なにが秘蔵なの？」

「あはは……」

　苦笑いしかできなかった。

　以前、一緒に見た画像が終わると、急に松田と藤堂が画面に現れた。

　実は独身最後の夜に三人で飲んだ帰り道、写真を流すと言ったら、松田が『いいもんプレゼントしてやるよ』と言って、あのＤＶＤを持っていったのだ。

　ＤＶＤには、松田が加えた特典映像が収録されていた。当然、挙式で倒れてしまった春姫はまだ見ていない。

『春姫、陸！　ご結婚おめでとうございます。俺たちからのプレゼントです。春姫、質問は本人にしてください』

「ねえ、なにこれ？　プレゼントって……なにかもらったの？」

　不思議そうに尋ねるが、俺は「見てればわかるから」としか言えなかった。

　そして画面に出てきた画像を見て春姫は固まった。

「陸……これ」

　そりゃあ驚くだろう。だってそこに写っていたのは、俺が音楽室で眠っている春姫にキスをしている写真なのだから。

「見たまんまだよ」

　弁解の余地なし。

「これってさ……高校生のときだよね」

「ああ……」

「私憶えてないっていうか……誰がこの写真を……」

「松田だって」

「『だって』って、陸は知らなかったの？」

　俺は黙って頷いた。そして、あのときのことを春姫に話した。

　その間、春姫はただただ目を丸くさせ、終始驚きを隠せないといった表情だった。

「ファーストキス」

　春姫がボソッと呟いた。

「え？」

「だーからー。あれが私のファーストキスだってこと」

　やっぱりそうだったか……。

「実は俺も……」

「はい？」

「だーからー、俺のファーストキスの相手は春姫なの！」

「嘘！」

　即答だった。やっぱり春姫には俺が相当、女遊びをしていたと思われていた。

「嘘じゃないんだよ。たしかにいろんな女の子とデートしてたけど、その子たちとキスやそれ以上のことをしたいって思わなかったんだ。春姫を除いてね」

「え？」

　まだ信じられない様子だった。

「とにかく、春姫の無防備な寝顔に本気でキスしたくなったんだよ。あんな気持ちになったのはあのときが初めてで……だから……」

「じゃあ陸って、このときすでに……」

　そう来たか。でも、好きじゃなきゃキスしたいなんて思わないわけで……。

「好きだったよ。めちゃくちゃね……」

　あのときから俺は春姫に恋をしていた。

「へ～、認めちゃうんだ」

　春姫は上から目線で顔を近づけてきた。

　あっ！　その顔、高校時代の上から目線の春姫だ。あ～くそ！　この顔されると、なぜか反論できなくなるんだよな。

「おー！　認めるよ。残念だったな。春姫のファーストキスの相手が初彼じゃなくて俺で……」

　肩を抱き寄せ、嫌みたっぷりで言ってやる。しかし……。

「バーカ。私はファーストキスの相手が陸ですごくうれしいの。でも……あのころの私はあまのじゃくだったから、キスで目が覚めたらグーパンチじゃ済まなかったかも」

　春姫はボクシングでもするようなポーズをとった。

　やっぱり春姫にはかなわないな……。

「それにしても、なんでこんな写真撮れたんだろうね～」

　春姫は画面を見ながら首をかしげていた。

　後から聞いた話だが、俺が音楽室に入ってすぐに松田も来たのだが、俺の放つただならぬ空気を感じ、廊下からそっと様子を窺っていたようだ。そしたら俺が春姫にキスしたもんだから、つい携帯のカメラで撮ったらしい。

　なんでそんな画像を今まで大事に持っていたのかを聞いてみると……。

『陸が春姫のことを好きだったことは、陸本人が気づく前に俺が気づいていた。だからなんとなく取っておいたんだけど……。まさか結婚式の披露宴で役に立つとは思いもしなかったよ。でも、一度だけ削除しようと思ったことがある』

　松田は思い出すように言うと、俺を見た。

　だけど俺はその先を聞かなかった。わかっていることだから。

　松田に春姫を取られたくなくて、今回の計画を思いついたが、まさかその松田にこんなサプライズをされるとは思いもしなかった。

　アイツのおかげで今の俺と春姫がこうしていられることを感謝しなきゃいけない。

「ねぇ……」

　急に春姫が甘えたような声で俺を呼んだ。

「なに？」

「今も……したことある？」

「なにを」

　春姫は少し恥ずかしそうに俺のほうにもたれてきた。

「……寝ている私にキス」

　上目遣いで俺を見る春姫がいつもより色っぽく感じたのは、さっきの写真を見たせいかはわからない。

　俺はそんな春姫と向かい合うように座った。

「もう寝ているときになんかしないよ。だって春姫が目を開けているときも、いつだってキスできるんだから」

　俺の言葉に春姫はほんのりと顔を赤らめた。

「こんなふうにさ……」

　春姫の柔らかい唇に自分の唇を重ねる。

　十年前と変わらない唇は、俺だけのものになった。





ＥＮＤ












あとがき




　はじめまして、望もち月づき沙さ菜なです。この度は『婚恋』をお手に取っていただきありがとうございます。

　第一回ベリーズ文庫大賞の新人賞をいただき、こうやって私の書いたものが一冊の本になるとは、受賞のメールが来るまで思いもしませんでした。

　エントリーしたきっかけは、なにかを成し遂げたいという思いからでした。

　今までいろんなことを趣味にしてきましたが、どれも中途半端。そんな自分が嫌で、〝記念受験〟感覚でエントリーをしました。書くからには途中で投げ出さず、決められた期日内に書き上げることを目標にし、賞を取りたいというよりは、とにかく完結ボタンを押すぞという気持ちで書きました。

　実際、締め切り一週間を切ったときは決められた最低文字数とはほど遠く、本当に間に合うのかと不安と焦りでいっぱいでした。ですが、運よく滑り込みセーフで書き上げることができました。なので、新人賞受賞のメールが届いたときの驚きはすごかったです。人ってびっくりすると本当に手が震えるんだということを知りました。

　この『婚恋』は、私の願望が詰まったお話です。

　現実ではありえないことだと思うけど、物語の中だったらこんなサプライズもありかな、と好き勝手に書きました。

　今回『婚恋』を書籍化するにあたり、加筆修正をし、担当さんのご指導の下、とてもいいものになったと思っております。これは私ひとりの力では到底できませんでした。

　たくさんの方のお力でこの本を発表できたこと、本当に感謝しております。

　私を担当してくださった長井さん、本の顔と言うべき表紙を素敵に描いてくださった横よこ尾お飛鳥あすかさん。この本に携わったみなさん。私の書籍化を自分のことのように喜んでくれた家族や友人、いつも私の作品を読んでくださっている方。そしてこの本を書店で購入してくださった方へ、この場を借りてお礼を言わせてください。

　本当にありがとうございます。そしてこれからもよろしくお願いします。


望月沙菜









この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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